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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　かん、と。

　花か梨りんの木を乾かん燥そうさせた拍ひよう子し木ぎの、初うい々ういしくも頑かたくなな響ひびきが空気を震ふるわせ河原に広がっていく。

　小こ面おもてを着け、黒くろ髪かみを垂らした小さな舞まい人が拍子木を打ち鳴らしてその場を舞い清める。

　足もとには血だまり。ここは四条の河原の処しよ刑けい場。

　不ふ浄じようの壇だん上じようで紡つむがれるのは、鎮ちん魂こんの調べだ。




　──峯みねの雪、汀みぎわの氷ふみ分けて

　　　君にぞ惑まどう　道は惑わじ


（「雪」より）






　初冬の河辺で、静かに静かに舞い清める。

　恨うらみも悲しみも憎にくしみも、忘れることなどできない。だからせめて、この河の水に洗い流されて薄うすまればいい。

　願うように、そう思った。

　拍子木の音が、高く高く冬の空に散っていく。















　この壇上で首をはねられて、『土つち蜘ぐ蛛も』が処刑された、と。

　のちの歴史には、そう記されている。
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　その夜。

　返り血を浴び、着物もあちこち破けた凄せい惨さんな姿で。

　負ったかすり傷の手当てもせず、青年はひたすらに少女を抱だき締しめていた。小さな軀からだを護まもるように、そして、その小さな少女に縋すがるように。

　蒼そう馬まの胸のかすかな震えが、頰ほおを押し当てる白はく火びにも如によ実じつに伝わってくる。

　憤いきどおっているのか、それとも悲しいのか──きっと、ふたつともだ。

「──白火」

「はい」

「怪け我がはないか」

　骨がきしむほどの力で抱きすくめられ、息は苦しいが、離はなしてほしいとは思わなかった。白火自身、ぬくもりに縋っていなければ意味のわからない言葉を叫さけび出して喚わめき散らしてしまいそうだ。

　朱しゆ鬼ぎが捕つかまった。

　腕うでを斬きられて。

　無事かどうかは、今は確かめる術すべがない。何とか追つい跡せきの目をくらませて姿を隠かくし、息を殺して夜明けを待つ頼たよりない時間。

　一いつ緒しよに逃にげ延のびた土蜘蛛たちも、この近くに隠れている。執しつ拗ような追っ手を考え、ひとつのところに固まらずに散開している。あとから合流した瑪め瑙のうも近くに潜ひそんでいるようだ。

　それ以降ずっと蒼馬は白火を抱き締めることで、必死になって激しく燃え盛る感情を鎮しずめているようだった。白火には、その気持ちが痛いほどよくわかる。

　朱鬼を、助けられなかった悔くい。

　朱鬼の頼たのみを聞き入れて、これで良かったのかという問い。

　入り交じる感情の凄すさまじさに歯を食い縛しばり、やわらかな身体からだを抱き締めることで心の平安を保とうと。

　必死だった。

　幼なじみの青年の腕が、目の前で切り落とされたのだ。あれくらいで参るようなやわな男ではないが、意識がなくては逃げることもできない。

　捕まったら、その果てにあるのは死。

　今にも溢あふれ出しそうな蒼馬の胸のうちが、白火をも激しく席せつ巻けんする。

「痛い、です」

「どこだ。どうした？」

　蒼馬がぱっと腕を離して、泥どろだらけの小さな顔を覗のぞきこむ。白火は額を蒼馬の胸に押しつけ、かすれる声で答えた。
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「わからない。でも、痛いんです……！」

　魂たま切ぎれる悲鳴のような叫びに、蒼馬が白火の頭を強く引き寄せる。己おのれの葛かつ藤とうと戦いすぎて、目が血走り、嚙かみ締めた唇くちびるに血がにじむ。

　それでも。

「まだだ、白火。まだ終わってない」

　むしろ、戦いはこれからだ。

　ほんの数刻前の、あの、修しゆ羅らのような光景が眼まな裏うらに蘇よみがえる。

　白火は蒼馬の胸に顔を埋うずめ、声を上げるのを必死にこらえて、泣き続けた。
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　朱鬼の大きな身体が、土つち煙けむりを上げて、どう、と倒たおれる。腕を切断された右みぎ肩かたから、みるみるうちに血だまりができて朱鬼の肌はだと地面とをどす黒く染めていく。

　月明かりの中で、血の赤は土よりも濃こい黒に凝こごる。松明たいまつの揺ゆらめく暗くら闇やみの中で、噎むせるほどに濃い血の匂においは、広がり続けて留とどまるところを知らない。

　こんなに血を流して、血が足りなくなってしまいはしないだろうか。血が流れすぎれば、その果てにあるのは。

「朱鬼さまっ！」

　突つき飛ばされて地面に倒れこんだ白火が悲鳴を上げ、豹ひよう太たの身体を片かた腕うでで受け止めた蒼馬が呻うめく。

「朱鬼！」

　溢れる、血。

　京の衛え士じたちに包囲され、仰あお向むけに倒れたままの朱鬼の血の気を失った瞼まぶたが、ぴくりと震えた。激痛のあまり、気を失いきることもできなかったのだろう。

　汗あせにまみれた隻せき眼がんが伏ふし目がちに開かれ、彼の望みを叶かなえる人物を捜さがしてさまよい、ようやくのことで辿たどり着く。

　──蒼。頼むで。

　半分以上意識を失って苦痛に喘あえいでもなお力強い瞳ひとみが物言わずして何かを告げ、蒼馬はぎりぎりと歯は嚙がみした。

「…………っ！」

　心の中で渦うず巻まくものが大きすぎて、言葉にならない。

　けれど、逡しゆん巡じゆんするのは一いつ瞬しゆんのことだった。

　すぐさま身を翻ひるがえし、未いまだ散らばって奮ふん闘とうし続ける土蜘蛛たちに合図を送る。

　声にならない声で、眠ねむりに逃げこむこともできない痛みの中で、朱鬼は蒼馬に頼んできたのだという。後々になって白火は蒼馬からそれを聞いた。

　──逃がしてやってくれ。俺の仲間、皆みんな。逃がしてやってくれ。頼むで。

　そして蒼馬は選び、決断する。

　自力では歩けない豹太を肩かたに担かつぎ、白火の腕を引いて走り出す。抜ぬき身の剣けんを持ったまま。

「蒼馬さま!?」

　蒼馬の意図に気づいた白火が叫ぶ。

「朱鬼さまを、朱鬼さまを置いていくわけにはいきません、離して！」

「……このままだと、一緒にお陀だ仏ぶつになるだけだ。行くぞ白火」

　苦く渋じゆうの決けつ断だんだったという。今なら白火も、蒼馬の気持ちがわかる。

　土蜘蛛一味を後退させ、横たわったまま衛士に取り囲まれる朱鬼の姿を見ながら、蒼馬は喉のどが張り裂さけるほどの大声で吼ほえた。

「必ず助けに行く！　待ってろ、朱鬼！」

　朱鬼の耳にそれが届いたかどうかは、わからない。










　その数刻後。

　土蜘蛛たちが京を襲しゆう撃げきする際に使っていた、京にほど近い山の奥で。

　身を休めるための洞ほら穴あな、水の清い沢さわ、背の低い木が生おい茂しげって真ん中がぽっかりと空いた空間の在処ありかは、土つち蜘ぐ蛛もなら誰だれもが知っている秘密の場所だ。

　それぞれに身を隠し息を潜め、束つかの間の休息を得ながら追っ手をやり過ごす。

　蒼馬は泣き続ける白火を抱き締め、白火もずっと、蒼馬の首筋に腕を回していた。

　深山の獣けもののように暗闇に目を光らせて、ひたすら夜明けを待つ。

　まるで永遠のように感じられる焦こげつく時間がゆっくりゆっくりと過ぎ、やがて陽ひが昇のぼるまで。
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「まったくまったくまったくもう！」

　朧おぼろが、ぶつぶつ言いながら京の小路こうじを歩いていく。黒くろ髪かみに、黒目がちな目の端はしがちょっと垂れ気味で愛らしい少女だ。

　着物の裾すそを絡からげ、歩きやすい編み上げの草鞋わらじを履はいて荷物を背負い、ぶつぶつぶつぶつ言いながら、ひたすら先を急ぐ。その横を歩くのは、少女よりも頭ひとつ分以上背の高い、無ぶ愛あい想そうな顔つきの青年だ。

　青年の顔立ちそのものは充じゆう分ぶんに整っているのだけれど、野性的な整い方をしているのと、その無愛想さで、他人を寄せつけない何かを持っている。

　ふたりとも簡素な旅の拵こしらえをしているが、物見遊ゆ山さんの旅路ではないことは、その険しい表情を見れば一目でわかった。

　小さな足がぱたぱたと砂すな埃ぼこりを蹴け散ちらし、大きな足はしっかりと大地を踏ふみしめて歩く。

「白火ったら！　心配するなって言われて心配しないわけがないでしょ！　心配するなって言うってことは、心配するような状態に置かれてるって白状してるようなものなの！」

「少し落ちつけ、朧」

「これが落ちついていられますか！」

　朧が、幼なじみの青年に向かって、くわっと牙きばを剝むく。

　昨日の朝から、朧の文句は留まることを知らない。昨日といえばとある夜や盗とうの頭目が捕つかまって、その処しよ刑けいが決まったと瓦かわら版ばんが書き立てていたくらいで、あとは平和なものだった。

　白火は数週間前から蒼馬のゆくえを捜しに行ったっきり音おと沙さ汰たなしで、いきなり文を寄よ越こしたかと思えば、

『まだ戻もどれないけど、心配しないで。皆にもよろしく』

　の一文だ。

　それまで我が慢まんしていた朧の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが、そこでぷっつりと切れた。

「あれだけ簡略化されてたら意味わからないし！　まあ、あの子が自発的に連れん絡らくをくれただけでも上等だけどね！　今までなんて、一度も文ひとつ寄越したことないんだから！」

「厄やつ介かいなことに首を突っこんでいなければいいが」

　白火の性格を知っている矢や涼りようが思わず、といったようにつぶやくと、朧が嚙みつく勢いで答える。

「突っこんでるに決まってるわよ、突っこみまくりよ。絶対何かに巻きこまれて、結局自分から真っ正面に突っこんでいってるんだわ。そうでなきゃ、とっくに帰ってきているわ。いったいどこで何してるのよ」

　京もだいぶ外れに来た。

「矢涼、白火たちのいる場所ってまだ遠いの？　京も、ここまで来るとさすがに人ひと気けが少ないわね」

「こっちだ」

　人よりも牛や犬のほうが通行量が多そうな鄙ひなびた四よつ辻つじに行き当たり、矢涼が首のわずかな動きで示す。

　白火からの文には、一応の連絡先が書いてあったのが幸いした。居場所がわかるのなら、訪ねていくのみだ。

　田畑が広がっているが、民家は点在してほとんど人の気配を感じない。主要な通りではないのか、旅人の姿もなく寂さびしい土地だ。

　今年の冬の訪おとずれは唐とう突とつで、まだ山間には紅葉もみじが残っているというのに、朝晩はひどく冷えこむ。朧が、少し不安そうに周囲の山々を見上げた。その草鞋が、すっかり土に汚よごれている。

　それに気づいて、矢涼はちらりと気き遣づかう眼まな差ざしを朧に向ける。もとは旅一座の日にち輪りん座ざの育ちで慣れているはずだが、今日一日、かなり急いで歩いてきた自覚はあるのだ。忍しのびの生業なりわいに育った自分の脚あしならともかく、朧にはきつかったかもしれない。

「疲つかれたか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。早く白火に会いたいし」

「あと少しだ」

「うん」

　頷うなずいて、また歩き始める。

　この季節は陽が暮れるのが早いが、今日一日天気が良かったので、夕焼けが綺き麗れいに見える。この分では、明日も良い天気になりそうだ。

「ここで会ったが百年目よ……」

　ふふふ、とほの暗く含ふくみ笑う朧の姿に、矢涼がぎょっと振ふり返った。

「消息文の書き方、一から十まで徹てつ底てい的に教えてあげるわ……一言、『心配しないで』だけで済むものじゃないのよ！　そこら辺をきっちり教えてあげるから、首を洗って待ってなさい！」

　ざわり、と長い黒髪までもがうねるような迫はく力りよくたっぷりの微笑ほほえみに、矢涼が一歩引いてぼそりとつぶやく。

「お前、なんだか化け物じみてきたな」

「何か言った？」

「いや、何も」

　陽が落ち始めてから暮れるまではあっという間だ。

「急ごう」
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　その場は、水を打ったような静せい寂じやくに包まれていた。

　小さな小さな茅かや葺ぶきの館やかただ。作りつけの囲い炉ろ裏りのある居間以外は土間と厨くりや、それと狭せまい物置部屋くらいしかない。

　庭は砂地で、今はもう納な屋やに戻っているが、朝になれば放し飼いにしている鶏にわとりがのんびりと餌えさを啄ついばむ。

　白火と蒼馬が戻ってくるのを待ち受けていた土蜘蛛たちの隠かくれ家は一いつ瞬しゆん、すべてが凍こおりつく。

　戻ったばかりの白火と蒼馬は出入り口の土間に佇たたずみ、蒼馬はわずかに肩かたで息をしていた。白火はその青年の腕うでに抱かかえられ支えられて、ようやく立っている有様だ。

　疲ひ労ろうのあまりに足が震ふるえ、吐と息いきもかすれる。

「……どういうことですか、蒼馬」

　怒いかりを懸けん命めいに押し殺して、瑪瑙が問いかける。その唇くちびるはわなわなと震えていた。

　白火も何かを伝えたかったが、声を出す余力がない。身体からだすら、蒼馬に支えてもらわなければ膝ひざから崩くずれ落ちてしまうほど、もう力が残っていない。

「お頭かしらが処刑される……？　それなのに、のこのこ帰って来たんですかあなた方は！　何故なぜお頭を助けようとしないんです！　見捨てて逃にげ戻って来たというのなら、私が今すぐ参ります！」

　きつく握にぎり締しめすぎて蠟ろう細ざい工くのように白くなった指先が激げつ昂こうに任せて剣けんを鞘さや走らせる直前、蒼馬が怒ど鳴なり返した。

「仕方がないだろう！　どこにいるのかもわからないのに連れ戻せるか！」

　帰りを待ちわびていたのはわかるが、隠れ家に戻った途と端たん、中に入る暇ひまもなく詰きつ問もんされ、さすがに穏おだやかに話すことはできない。せめて、白火だけでも座らせて休ませてやりたかった。

　大おお江え山やま襲しゆう来らいの夜から一度京の外れのこの隠れ家へ、そして四条河原の立て看板へ、そしてまた隠れ家へ。

　体力には自信のある蒼馬でも疲れきるほどの道程を、泣き言ひとつ言わず、蒼馬と一いつ緒しよに駆かけ抜ぬけたのだ。日ひ頃ごろから身体を鍛きたえてあるとはいえその負担たるや、凄すさまじいことになっているはずだ。

「どこにいるのかわからない……？　どういうことです？」

　それには答えず、蒼馬は白火を年代を経て飴あめ色いろになっている三和土たたきに座らせ、自身も無言で上うわ衣ぎを取った。

　お互たがい一座の若わか太た夫ゆうとして、広く錦にしき絵えなどでも知れ渡わたっている素す顔がおを晒さらすのは非常にまずいので、鬱うつ陶とうしくても衣ころもか笠かさなどで必ず顔を隠す。

　京に刃は向むかい、略りやく奪だつの限りを尽つくしたならず者の『土つち蜘ぐ蛛も』の朱鬼を助け出そうとしている今、白火たちの素す性じようもばれるわけにはいかないのだ。

　朱鬼に関かかわりのあることがわかれば、その罪は白火たちどころか、柚ゆ木き座ざ、日輪座の子供たちに至るまで及およぶ。何も知らない仲間たちを巻きこむわけにはいかない。

「……瑪瑙さん」

　手助けしようとする蒼馬の手を断り、のろのろと片手で草ぞう履りを脱ぬぎながら、白火がぜいぜいと声を絞しぼり出す。

　正直こうして話すのもつらかったが、瑪瑙たちは白火たちが走り回っている間、じりじりとした焦しよう燥そうに耐たえながらひたすら待っていたのだ。

　少しでも早く知らせを伝えたいし、知りたいと思うのも当然のことだろう。砂すな埃ぼこりを吸い過ぎたせいで、変な咳せきが出る。喉のどがひりついて痛い。

「朱鬼さまは今、どこかに閉じこめられているはずです……処刑の日まで、逃げられないように。京にある獄ごく舎しやをすべて見て回りたかったんですけど、……明るくなってからのほうが、いいと思って。知らせるためにも、一度戻って来ました」

　処刑を知らせる立て看板を見たのは昼過ぎ、そして今はもうとっぷりと暮れた夜だ。

　瑪瑙が、はっとしたように我に返った。白火たちがこうも疲れきっているのはすべて、朱鬼のためなのだ。

「白火。お水飲んで」

　戻って来た白火たちの姿を見るや否いなやで厨くりやに走った紅くれないが、持って来た水を差し出した。

「……ありがとう」

　討とう伐ばつ隊に捕とらえられ処刑の決まった朱鬼は、今や天下の大罪人だ。

　瑪瑙、そしてあの襲来でも大した怪け我がを負わず、今すぐにでも動ける数人と一緒にあの夜、白火は、蒼馬に連れられて京の外れのこの小さな館にやってきていた。

　怪我をした者や子供たちはそれぞれ逃げ延のびて、近きん隣りんの山の中に身を潜ひそめているか、ほかの土蜘蛛たちのもとに受け入れてもらったりしているから心配ないと瑪瑙が言っていた。いざというときのための行動は、普ふ段だんから教えこまれているらしい。

　蒼馬が案内したこの館はこぢんまりとしているが住みやすく、何より人目につきにくい場所にあるので、瑪瑙たちが身を隠すにはうってつけの場所だった。有う楽らく太夫が先日まで隠いん遁とん所に使っていたので、今は主もいない。

　床ゆかが見えないほどもので溢あふれかえって足の踏ふみ場もないほど雑然としていたのだが、それらの荷物は、奥庭にある面打ちの工こう房ぼうを兼かねた物置小屋の中にすべて突つっこんだ。

　貴重な小物や骨こつ董とう品なども散乱していたのであとあと盛大に文句を言われそうだが、それはそれであとになってから考えればいい、と蒼馬は開き直っていた。

　三和土に座りこんだまま、白火が差し出された水を受け取って一気に飲み干すと、すかさず二杯はい目が渡された。それもほとんど一息に飲み干して、ようやく人ひと心地ごこちがついたような気になり、ほっと息を吐はく。蒼馬も同様だ。

　それでもまだ青ざめた白火の横顔を、紅が心配そうに見やる。

　紅にとって、白火は恩人だ。荒あら神がみに取り憑つかれ殺されかけた豹太を助けたのは白火だ。その恩は絶対に忘れない。

「獄舎、ですか」

　瑪瑙が、複雑な表情でうつむいた。

　朱鬼がまだ無事らしいのはわかったが、安心できる状じよう況きようでもない。白火たちと違ちがい、瑪瑙たち土蜘蛛は、日中は外に出ることが出来ない。

　浅黒い肌はだや風変わりな服装はあからさまに目立つので、この隠れ家に隠れているしかない。捕つかまれば死罪になるのは、朱鬼だけに限った話ではない。

　それでも京にやってきたのは、朱鬼のそばにいたい一心でのことだ。

「京には罪人のための獄舎がいくつかある。左さ獄ごくに右う獄ごく、三条にもあるし、宮中にもある」

　居間に居場所を移し、床に広げた京の地図に、蒼馬が朱しゆを含ませた筆先で印を書き入れていく。

　瑪瑙たちは、それをじっと見つめた。

　このどこかに、朱鬼がいる。
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　隠れ家となった館は、もとは有楽太夫がひとりで侘わび住まいするために使っていたものなのでかなり手て狭ぜまだ。

「十人以上を詰つめこむには、ちょっと無理があったな……」

　とはいえあの夜、他ほかに心当たりなどなかった。

　居間に屛びよう風ぶを立てて申し訳程度に部屋を区切った奥で、身体を横たえた蒼馬は頭の下で手を組み、ぼんやりと天てん井じようを眺ながめながら独りごちた。

　野山が目覚めて動き出す寸前の、夜明け前。

　屛風の向こうには、土蜘蛛の数人が眠ねむっている。蒼馬の横には、白火が身体を丸め、少し苦しげな顔をして眠っていた。昨夜は食事も摂とらず、ほとんど気を失うようにして眠りについた。

　古ぼけた、布きれ同然のような固い寝ね床どこで寝かせているのがかわいそうになってくる。

　腕を伸のばして、小さな額を覆おおう前まえ髪がみをそっとかきあげる。下手へたに抱だき寄せたりして、せっかく眠っているところを起こしたくはなかった。

「──蒼馬、起きていますか」

　屛風の向こうからそっと声をかけられ、白火の髪かみを撫なでていた手に、ぴくりと緊きん張ちようが走る。

「ああ……どうした？」

「三条に行った連中が戻もどってきています。お頭らしき気配は見つけられなかった、と」

「──そうか」

　夜の闇やみは、土蜘蛛たちにとっては今は味方だ。姿を見られることなく外に出られるので、町中の獄舎の様子を窺うかがいに忍しのんで行く。

「じきに夜が明けます。もう少し休んでいてください」

「わかった。何かあったら、すぐに知らせてくれ」

「はい」

　身体からだは横になっていても、頭が冴さえているのがよくわかる。頭の奥がじんじんと熱くて、熱がこもって焦燥が募つのる。

　興行の前夜もよくこういうふうに寝つけなくなるが、その心地良い興奮とは全然違う、重苦しい焦あせりの熱だ。

　いっそのことこのまま起き出そうかとも思ったが、休めるときに休んでおくのも大切だ。

　頭はともかく、身体は横たわっているだけでもかなり回復する。

　蒼馬の視線の先で、白火が、もぞ、と身じろいだ。

「起きたのか？」

「ん……蒼馬さま……？」

　夢から醒さめたばかりの表情で、ゆっくりと瞬まばたきした白火が首を巡めぐらせて、部屋の様子を見回す。

　薄うす暗ぐらい明るさに、粗そ末まつな天井がぼんやりと見える。朝あさ陽ひが差しこんでくるのはまだ少し先だ。

　暗いのか、それとも明るいのか。

　どちらともつかない曖あい昧まいな薄うす闇やみの中で、琥こ珀はく色の瞳ひとみが苦しげに揺ゆれて潤うるんだ。

「夢を、見ているのかと思ってました……悪い、夢を」

「うん？」

　未いまだ夢の中のような覚おぼ束つかない声こわ音ねに、蒼馬が体勢を変える。

　横向きになって立てた片かた肘ひじを枕まくらにすると、白火は身体を丸めたまま、蒼馬には小さな後頭部しか見えない。白火が、赤子のように丸く丸く、身を守るように膝ひざを抱かかえる。

「目が覚めたら、オレはいつもみたいに柚ゆ木き座ざにいて、大江山にいたことも朱鬼さまのことも、全部夢だったんじゃないかって思って」

「……白火」

　確かにこの数日の出来事に、心が傷ついてそんなふうに思いたくもなるのも無理はない。

　ぽんぽん、と寝床を叩たたいて、すぐそばまで来るようにと誘さそいかけても、白火は応じなかった。くるりと丸めた身体ごと、殻からか何かに閉じこもるようにつぶやく。

　暗く、重く、単調に。

「朱鬼さまが腕うでを斬きられたのは、オレのせい、かもしれません」

　討伐隊に襲しゆう撃げきされた夜からずっと、忙いそがしく駆かけずり回りながら、白火は心のどこかでそう思っていた。

　あのとき。

　白火さえ飛び出さなかったら、朱鬼は無事だったかもしれない。

　たとえ捕らえられていたにしろ、右みぎ腕うでは斬られていなかったかもしれない。

「朱鬼さまが庇かばってくれたから。だから」

「違う」

　蒼馬の答える声は、慰なぐさめではなく明めい瞭りようだった。

「お前のせいじゃない」

　力強くそう言われて、白火は恐おそる恐る顔を上げる。

「でも…………」

「あいつは、根城にいるすべての人間を護まもろうとしていた。あいつは、あいつの信条に則のつとってお前を護ったんだ。それに、お前が庇ったおかげで豹太は助かっただろう？」

「もっと、オレがうまくやれば良かったんだと思います」

「あの状態であれだけ動ければ上等だ。お前、朱鬼が腕を斬られたのも捕まったのも、自分のせいだと思っていたのか」

　確かに、白火ならそう思っても仕方ないかもしれない。

　蒼馬は苦い思いを嚙かみ締しめる。何故なぜもっと早くに気づいてやれなかったのだろう。

　少なくとも、目の前で断たち切られた腕が弧こを描えがいて飛んでいくさまを見ているのだ。衝しよう撃げきを受けて当たり前だ。

「あれは自じ業ごう自得だ。お前が気にしなくてもいい」

「蒼馬さま！　そんな言い方は」

「言葉を繕つくろったってしょうがないだろうが。朱鬼は──あいつは、ああなることも承知していたはずだ。考えなしの大おお馬ば鹿か野や郎ろうだが、勘かんは悪くないからな。覚かく悟ごも決めていただろうし、そうでなければ、夜や盗とうの頭なんてもんは務まらない。あいつは満足してたはずだ。お前のことも豹太のことも護りきったんだからな」

　だから、薄うすれる意識を振ふり絞しぼって、逃にげろと告げたのだ──幼なじみでもある従兄いとこを一時的にとはいえ見捨てることになった決断を、蒼馬は決して後こう悔かいしていない。

　──後悔なんざ、あとで充じゆう分ぶんだ。

「あいつの場合、たいした痛手にはならん。いや、あれでもまだ、普ふ通つうの人間よりはるかに暴れ馬だな。もう少しおとなしくしてりゃいいものを」

「……蒼馬さまって、時々口が悪いですよね。率そつ直ちよくすぎるっていうか、容よう赦しやないっていうか」

「そうか？　事実だろうが」

　ふん、とわざと鼻を鳴らしてみせると、白火が蕾つぼみが綻ほころぶように小さく笑った。笑えるようになれば、白火ももう大だい丈じよう夫ぶだ。

　向こう見ずで跳はねっ返りなときもあるが、その殻に包まれた白火の内面はとても繊せん細さいで怯おびえやすい。

「……騒さわがしいな」

「誰だれか来たみたいですね？　言い合いしてるけど、衛え士じとかではなさそうな……」

　屛風の向こう、土間を降りた玄げん関かん先さきだろうか。

　なにやら物音が聞こえ、蒼馬は顔をしかめながら起き上がった。出入り口にはもちろん見張りがいるが、何だか相手が一方的にまくし立てているような、困こん惑わくした気配がする。衛士たちならもっと殺気立つはずだ。

　白火も起き上がり、寝ね間ま着き代わりの襦じゆ袢ばんの上に着物を軽く羽織る。

「何なんだ、朝っぱらから……お前はちゃんと身み繕づくろいしてから出てこい。そんなしどけない薄うす物もの姿、他の男どもには見せるなよ」

　にやりと笑って言うと、自分の姿を改めて見下ろした白火が、耳まで真っ赤になりながら慌あわててはだけた裾すそを直す。小さな膝ひざ小こ僧ぞうが、剝むき出しになっていた。

「蒼馬さま、そうやってからかってばっかりだ！」

「からかいたくなるような隙すきを見せるお前が悪い」

「もう！」

　可愛かわいらしい文句は聞き流して寝ね乱みだれた姿のまま、まだ雑魚ざこ寝ねしている人間を起こさないように居間を抜ぬける。人が動き出すにはまだ早い。あくびを嚙み殺しながら土間に向かうと、騒ぎは更さらに大きくなっていた。

「おい、何をそんなに騒いで──」

「いいからそこ退どきなさい！　私はここに用があるの！　用がなきゃ、こんな辺へん鄙ぴな京の外れまでわざわざ不ふ眠みん不ふ休きゆうで来ないわよ！」

　聞き覚えのあるかん高い声に、眠ねむ気けがいっぺんに吹ふき飛んだ。大おお股またで土間に降り、引き戸を勢いよく開ける。

　そこでは、明け始めた白っぽく清すが々すがしい朝陽を全身に受けて、朧がきゃんきゃんと見張りの男相手に怒ど鳴なっていた。その後ろには矢涼の姿もある。

　くら、とめまいを覚えて、蒼馬は思わず眉み間けんを押さえた。

「──朝から元気だな」

「お久しぶりですわね、蒼馬さま。『お早うございます』、かしら。それともその格好だと、これから『お休みなさい』？」

　ちら、と蒼馬の出いで立ちを見た朧が、つんと顎あご先を上げる。

　蒼馬は、自分の格好を見下ろして苦笑いした。ほとんど寝ねていないのが、朧にはしっかりわかってしまっているらしい。

　──相変わらず、目め敏ざといというか何というか。

「起き抜けだ」

「白火はどこです？　中ですか？」

「居間の、屛びよう風ぶの奥だ」

「蒼馬？……こいつら、知り合いか」

　見張りを務めていた伊い佐さが、蒼馬の対応を見て警けい戒かいを緩ゆるめた。

「ああ。呼んだ覚えはないんだが……」

「白火の文が届きましたの、昨日。それで、昨日のうちに発たってきましたの！」

「ああ、それでか」

「ということで、入っても問題ないってわかっていただけたかしら。それじゃ、お邪じや魔ましますわね」

　ぴゅーっと一いち陣じんの風のように、朧が魔ま法ほうのような手つきで編み上げの草鞋わらじを脱ぬぎ、中へと上がりこむ。

「白火！」

　屛風の陰かげで、片手で器用に帯を結んでいた白火が、端はしを口に銜くわえたまま、驚おどろいたように動きを止める。

「朧？」

「や～っと見つけたわよ白火！　ここで会ったが百年目！　言いたいことが山ほどあるんだから覚悟しなさい！　今日という今日こそは言わせてもらうわよ！　大体ねえ……！」

「朧…………？　朧だー！」

　まだ結び終わっていなかった帯が細い腰こしの上で緩んではらりと落ちる。

　それを気にも留めず、白火は次の瞬しゆん間かん、満面の笑えみで朧に飛びついていた。

　首にかじりつき、遠えん慮りよなく身体からだを任せてくるからとても踏ふん張りきれず、朧が真後ろに倒たおれる。

「きゃっ」

「会いたかった！　会いたかったんだ。でも、巻きこむわけにはいかないと思って、ずっと我が慢まんしてた。でも、会いたかった。会いたかったんだ……本当に、本当に、朧だ……！」

　声が少し潤うるむのは仕方ない。予想外の再会が嬉うれしい。

　ぎゅっと抱だきつかれたままの朧が、毒気を抜かれたように少し頰ほおを赤くしながら、吊つり上げていた眦まなじりを下げた。

「しょうがないわねえ……」

　こういうところが、何でか勝てないのよ──心の中でため息をついて、朧は白火の小さな顔を覗のぞきこんだ。矢涼を案内してきた蒼馬が苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をしているが、歯し牙がにもかけない。

　わざと、お互たがいの鼻先をくっつけるようにして話を続ける。

　──連れん絡らくひとつくれなかったのは蒼馬さまも同罪だもの。少しくらい意い趣しゆ返がえしさせてもらったって罰ばちは当たらないわよ。

「大丈夫？　無理とか無む茶ちやとかしてなかった？　腕うでの調子はどう？　いったい今までどこにいたのよ」

「朱鬼さまのところにいたんだ」

　久しぶりに朧に会い、白火の尻尾しつぽがぱたぱたと嬉しそうに振られているのが蒼馬には見えていた。

「朱鬼さま？」

　居間だけでなく、瑪瑙たち、隠かくれ家がの人間たちが騒ぎに気づいて顔を覗かせる。

　陽ひに焼けて浅黒いしなやかな肌はだに、発達した筋肉の手足。

　肌には入れ墨ずみを彫ほりこみ、身にまとう輝き石せきはすべて、誇こ示じするのではなく、天てん恵けいを受けるための護ご符ふ。

　京の人間ではあり得ない異い装そうの彼らをゆっくりと見回し、朧は、強い力でがっしりと白火の肩かたを摑つかんだ。あー、とこの先の展開を読んだ蒼馬が片手で顔を覆おおい、矢涼もあえて黙だまって成り行きを見守る。

「……うふん」

「おぼ、ろ？」

　にこやかな、にこやかすぎる笑顔を浮かべながら、朧はこめかみに青筋を立てていた。無む理り矢や理り作った笑顔の奥で、瞳ひとみが猛もう烈れつに怒おこっている。

「朧、ちょっと、その笑顔は怖こわいぞ」

「説明してちょうだい。最初から順を追って、いっさい誤ご魔ま化かさずに！　あと、できるだけわかりやすく！」

　迫はく力りよくに押され、白火がこくんと頷うなずく。この場で朧に逆らおうとする者など、誰もいなかっただろう。

「ど、努力する！」

「朱鬼さまって誰？　この人たちは何？　白火あんたいったい、今までどこでなにやってたの～!?　きりきり白状しなさい、きりきり！」
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「ん……？」

　何故なぜか重たい瞼まぶたを何とかこじ開け、朱鬼はぼんやりと視線をさまよわせる。辺りは薄うす暗ぐらくて寒い。少し湿しつ気けを帯びた空気はひんやりとして、肌から熱を奪うばっていく。

　違い和わ感かんがあるのは、風が吹いていないせいだ。空気がまったく動かない。

　──ここは、どこや……？

　朱鬼は、大きく息を吐はき出した。

　体内に少し熱がこもって苦しかったが、頭は段々とはっきりしてくる。

「ああ、せやったわ……」

　蘇よみがえる、あの衝しよう撃げきと痛み。

　血の匂においに窒ちつ息そくしそうになって、脳のう髄ずいまでもが真っ赤に染まって以降、記き憶おくがない。虚うつろな目つきで顔を上げる。今まで項うな垂だれていたせいか、首の後ろが痛い。

　しっとりと冷たい空気、高い天てん井じようの近くにある小さな明かり取りの、格こう子しをはめた窓。灰色の石で囲まれたこの中がうっすらとでも明るいのは、今が日中だからだろうか。

　石いし壁かべに埋うめ尽つくされていない右側の一面は、鉄の柵さくをきっちりと嵌はめこまれて出入り口がある。しっかりと錠じようが下ろされ、出入り口の左右に、槍やりを掲かかげた見張りの後ろ姿が見えた。

　ごつごつとした感かん触しよくの石いし床ゆかは結構広いが、人が暮らすことを考えて作られた部屋ではない。

　当たり前だ。

　ここは、罪人を繫つないでおくための獄ごく舎しやだ。

「そら捕つかまるわな……」

　朱鬼はでこぼことした石壁に背中を当てて立たされ、手首と足首にそれぞれ頑がん健けんな鎖くさりを繫がれていた。金属製で重く、少し動いただけで大きな音がする。その重みと石壁に反はん響きようする物音は、拘こう束そくのほかに細かな監かん視しの役割も果たす。

　鎖が短いので座ることもできない仕組みだが、朱鬼は身体の力を抜ぬいてみた。手は左にしか鎖がないので、前に倒れようとすると身体が斜ななめになる。

　右の肩にはきちんと処置が施ほどこされ、晒さらしの包帯をぐるぐる巻きつけてあった。

　じんじんと痛みを伴ともなった痺しびれが走っていていまいち実感がないのだが、やはり肩から先はすっぱりと失われている。

「あ～、何や、すかすかするな。でもまあ薬まで塗ぬってくれるなんて、随ずい分ぶんと親切やないかい。どうせ殺すんや、放っておいても良かったやろうにな」

　つんと鼻をつく薬独特の匂いに、ふっと笑みを刷はく。別に、厭いや味みではない。止血をして、痛み止めの作用もある薬を塗ってくれているのはありがたい。

「どうせ処しよ刑けいやとしても、無む駄だに苦しみたいわけやないし」

　拷ごう問もんとは別の話だ。

　楽になるのと引き替かえに仲間を売るつもりはないが、それ以外の苦痛は、できることなら避さけたいと思うのは普ふ通つうのことだろう。朱鬼だって別に慣れているだけで、痛みに人並み外れて強いわけではない。

　捕まれば死し刑けいだというのは重々承知していたし、土つち蜘ぐ蛛もには、片かた腕うで片かた脚あしのない者など掃はいて捨てるほどいる。

　朱鬼自身、隻せき眼がんの上に、斬きり合いの場で大おお怪け我がを負ったことなど数え切れないから、腕を斬られた云うん々ぬんでごちゃごちゃ言うつもりもない。朱鬼の肌には腹にも背中にも、完全には癒いえなかった傷きず痕あとが、今までくぐり抜けてきた修しゆ羅ら場ばと同じ数だけ、あちこちに刻まれている。

「腕の一本や二本いちいち気にしとったら、盗とう賊ぞく稼か業ぎようはやってられへんわ」

　狩かりと同じで、狩るほうも狩られるほうも真しん剣けん勝負だ。生きるためにすることだから手は抜かないし、仕留めるときも全力を尽つくすのが礼れい儀ぎだ。朱鬼はそういう、実に簡単な力関係の中で生きてきた。

　仲間たちは無事に逃にげ延のびただろうか。

　何故か、仲間たちが捕まっているという考えは思いもよらなかった。

　状じよう況きよう判断は生き延びるための手段だ。手下たちにも独自で判断するよう前々から言ってあるし、ぐずぐずとしてむざむざ捕まるような間ま抜ぬけはいない。

「……大だい丈じよう夫ぶやろ。蒼もいてるしな」

　本人が聞いたらさぞ複雑そうな顔をするだろうが、蒼馬の仕切り方は先代の土蜘蛛の頭かしら、朱鬼の父親によく似ている。だから気がかりなのは、もうひとつの『片腕』のことだった。きりりと太い眉まゆと眉の間に、きついしわが寄る。

「─────」

　考えこんで、鎖がぎしぎしとしなる。

「──あかん」

　はっとして頭を上げると、ざんばらの髪かみが一筋、乱れて頰ほおに張りついた。

　汚よごれた顔や手足などを拭ぬぐうまでの丁てい寧ねいな扱あつかいは望めなかったらしい。ぼろぼろの己おのれの姿に頓とん着ちやくせず、朱鬼は眼帯に隠されていないほうの眉を器用に吊つり上げた。

「あかんで、これは。絶対あいつ、俺が捕まったんも自分のせいやとか思ってめっちゃ落ちこんでそうや」

　こんなところでのんびりしてはいられない。

　手首を返してがしっと鎖を摑み、朱鬼は腹の底から力をこめて叫さけんだ。

「おいこらそこの牢ろう番ばん！　俺を今すぐここから出せ！」
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「離はなせ言うてんやろ！　こんなんで繫いだかて無駄や、引きちぎったる！」

「押さえろ！　違ちがう、重石おもしを持ってこい！」

「鎖を増やせ、腰こしと首にもだ！　猿さるぐつわを嚙かませろ、この際布でも何でもいい！」

　牢番たちの慌あわてふためいた声が聞こえ、何人かが石いし牢ろうの中を忙いそがしく出入りしている。

　がちゃがちゃと、凄すさまじい金属音が鳴り止やまない。耳をつんざくその大だい音おん声じようが耳みみ障ざわりで、彼は軽く眉をひそめた。

「……騒そう々ぞうしい。何事だ」

「た、帯たて刀わき皇子さま!?」

　彼が鉄製の柵の前で足を止めると、中にいた牢番たちが皆みないっせいに驚きよう愕がくした表情を見せた。彼の訪おとずれに反応を返さなかったのは、繫がれてなおも暴れ続ける隻眼の囚しゆう人じんだけだ。

「何事だ、と聞いている」

「は。あの、こいつがいきなり暴れ出しましたので、逃げられないようにと……」

「それだけ繫いでおいて、まだ足りぬのか？」

　帯刀が、あきれたように朱鬼の姿を見やる。確かに鍛きたえた身体からだつきはただびとよりはるかに力がありそうだが、鎖を素す手でで引きちぎるほどの膂りよ力りよくではないだろう。

「離せっちゅーてんのや！　あいつに、言ってやらなあかんことがあるんや！　ぐずぐずしとる暇ひまぁない！」

　朱鬼が激しく身をよじり暴れると、鎖の根もとから軋きしむ音が聞こえ、繫ぎ目のある石壁が揺ゆれる。

　帯刀は、無駄な抵てい抗こうに心底あきれ果てて冷ややかな一いち瞥べつをくれた。まあ、この様子では確かに、牢番たちが浮うき足立だつのも無理はないかもしれない。

　暴走する意識そのままに暴れる朱鬼に目の端はしをほんの少し眇すがめ、帯刀は牢番の腰から鞭むちを抜き取った。

　ひゅっ。

　鞭のしなり具合を手首で確かく認にんしてから、帯刀は無造作に朱鬼の胸の辺りを打つ。本気の力加減ではないが、意図して弱めてもいない。

「……っ！」

　びくん、と朱鬼の身体が強こわ張ばる。

「……っは、あ…………、つっ……！」

「少しは落ちついて話ができるようになったか？」

　熱く、焼けるような痛みがびりびりと走る。

　呻うめく男の顎あごの下に鞭の先せん端たんを押しこみ、帯刀はその顔を上げさせた。

「そなたが土蜘蛛の頭領か」

「われえ……何者や。いきなり何さらす」

　苦痛より屈くつ辱じよくにきらめく誇ほこり高い隻眼が、帯刀を斜め下から睨ねめ上げる。

「ふん。さすがになかなかの面つら構えをしておるな。私は帯刀だ。そなたら土蜘蛛討とう伐ばつの長を務める」
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「それが何や。京の犬に用はないで」

　ここは公おおやけの獄舎ではない。

　にもかかわらずこうした設備があるのは、世間に隠かくさなくてはならない人間や、高貴な罪人などを一時的に預かったり、決して人に聞かれない場所で咎とが人にんを苛か烈れつに責め立て、口を割らせたりするためだ。

　言わばここは、地じ獄ごくの入り口のようなもの。貴族たちでさえ、限られた者しかここの存在は知らない。

「どう解かい釈しやくしようと、それはそなたの自由だが……気に入らぬな」

　鞭の先を顎から抜き取ると、さすがに体力が尽きかけたのか、ぼさぼさに乱れた頭ががくりと下がる。相当に暴れ続けたらしく、息づかいも荒あらい。

「こういう熱血馬ば鹿か、俺、大だいっ嫌きらいだな～。無駄に暑苦しくて鬱うつ陶とうしいし。体力の無む駄だ遣づかいしてるよね。もうちょっと頭使えばいいのにさ」

「なっ……!?」

　帯刀の背後から現れた少年の声に、朱鬼が驚おどろいて目を瞠みはる。

　いつのまにか、帯刀の斜め前に現れた見るからに俊しゆん敏びんそうな体たい軀くの少年が、腰に手を当て、嫌いやそうな顔つきで朱鬼を眺ながめていた。

　薄うす暗くらがりの中で、山やま猫ねこのようにぎらりと光る双そう眸ぼうが獰どう猛もうな本ほん性しようを垣かい間ま見みせている。

　──どこから現れたんや。

　牢番を人ひと払ばらいし、今まで、この高こう慢まんそうな皇子しかいなかったはずだ。気配よりも先に、鼻の利きく朱鬼は匂においで気配を嗅かぎ取る。帯刀からは、淡あわく香こう木ぼくの香かおりがする。

　──ただもんやあらへんな……幽ゆう霊れいみたいな匂いの薄うすさや。

　体たい臭しゆうの類たぐいではなく、人の発する気配や、熱そのものの匂いを朱鬼は嗅ぎ取る。生きている限り発する気のようなものが生き物にはあって、その匂いや強弱は人それぞれだ。

　けれど、こんなに希き薄はくな匂いを発する人間は初めてだった。よほど気をつけていないと気づかない。

　初めての感覚に、朱鬼は軽く瞠どう目もくする。この少年の発する気は、訳がわからない。

　まるで神さびた老人のような永い歳月の匂いと、生まれたての赤子のような匂いが矛む盾じゆんなく溶とけ合わさっている。そんな人間を見るのは初めてだった。

「まあ、あんたらが何者でもええわ。関係ないさかい。去いね。目障りや」

「そうでもないよ？　少なくとも皇子さまは、あんたに話があって来たんだし。ていうか、用がなければわざわざこんなところまで来ないし」

「話ぃ？」

　朱鬼がわざとらしく繰くり返し、唇くちびるをひん曲げた。

　さらさらと流れる銀のきらめきを帯びた髪も氷のような鋭い面おも差ざしも美しいことは美しいが、いきなり鞭で打たれたことといい、高圧的な物言いといい、朱鬼は気に食わない。

　皇子と呼ばれる存在など、朱鬼にとってもっとも嫌いで憎にくむべき、京の化け身しんそのものだ。

「自分の処しよ刑けいが決まったことくらいは、知っておきたいかと思ってな」

「そりゃあ親切なこっちゃな。言うこと言うたらさっさと帰れ」

　朱鬼の減らず口にも、帯刀は眉ひとつ動かさない。

「改めて言っておくが、ここの警護は万ばん全ぜんだ。そなたが逃にげられる可能性は万にひとつもない。それだけ言いに来た」

「そいつはわからへんで」

　満まん身しん創そう痍いで繫つながれた囚人は、不敵な笑えみを浮かべる。薄い闇やみの中で、鋭するどい犬歯が白く光る。

「諦あきらめたら終わりや。それに、俺には仲間が居てる。うちの一族は結束が固いさかい、このまま黙だまってはすまさん」

　ただでさえ自分が各地の土つち蜘ぐ蛛もたちを根城に呼び寄せていたことは、口を噤つぐむ。手のうちは全部は晒さらさない。

「ならば、相対するだけだ」

　静かに言い置いて、帯刀が牢を出て行く。

　伽きや羅らの香りがさらりと消えて、その後ろには、あの少年の姿はなかった。

「何やあいつ、本当に人間かぁ？……ん？」

　隻せき眼がんを瞠り、朱鬼はふっと射さした影かげに気づいて顔を上げる。

　見上げるほど高い位置にある小窓の向こうに、羽根をふわりと広げて留とどまる優美なその姿。この状態では文を託たくすこともできないが、こうしてそばにいてくれる天てんの気遣いを感じる。

　朱鬼は痛みに流れる汗あせを首を振ふって振り払はらい、にっと唇の端を吊つり上げた。

「天。お前も情に篤あつうてええ女やなあ。惚ほれるわ。俺が鷹たかやったら、絶対お前を嫁よめにしてるで」
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　朱鬼のゆくえがわからない。

　その日も白火は日中町中に出て、陽ひが暮れて辺りが暗くなったのを潮時に隠れ家に戻もどる。

　京の中にある獄ごく舎しやの数はわりと多く、その大たい抵ていが一いつ般ぱん人の出入りを許可されていない。中に誰だれがいるのかを知っているのは関係者のほかには、収しゆう監かんされている罪人の身内くらいなものだ。

『生き別れた兄を捜さがしております』だの『父がここにいると風の噂うわさで聞いて』だのと牢ろう番ばんをことごとく泣き落としたり説とき伏ふせたりして様子を探さぐるにも、限度というものがある。

　ここから先は、瑪瑙たちが闇に紛まぎれて飛び交かう時間だ。

「瑪瑙さんとかは夜なら中に潜もぐりこんで様子を見れるのわかるんだけど。矢涼もまあ……わかるんだけど。蒼馬さまって、何でそういうことまでできるんだろう。土蜘蛛にいたのっていつごろまで？　柚ゆ木き座ざに入ったのっていつなんだろう……今度聞いてみようかな」

　しかも獄舎は、それぞれがばらばらの場所、京の両りよう極きよく端たんの辺へん鄙ぴなところや、ろくに道も舗ほ装そうされていないような片かた田舎いなかばかりに偏かたよっているので、移動に時間がかかるのは問題だ、と畦あぜ道みちを歩きながら白火は思う。

　左の手首に巻きつけた縄なわの先に携けい帯たい用の火打ち石で火をつけてあるので、ちりちりと空気を焼く音がする。くるくると手首ごと縄を回していれば、火は縄の先端で小さく燃え続けるだけで火傷やけどをしたりすることもない。

　灯あかりのほかに、獣けものよけにもなるので、こんな道を歩くときには重宝する。熊くまや狼おおかみまではいかなくとも、狐きつねや狸たぬきに遭そう遇ぐうすることは珍めずらしくない。

　隠れ家の近くまで来ると、姿は見えないが隠れ家を見張っている男たちの気配がわずかに読めた。白火のために、わざと少しわかるようにしてくれたのだ。

　白火は足を止め、小さく会え釈しやくする。

「ただいま戻りました」

　返答の代わりに、隠れ家の屋根を覆おおうように枝を伸のばした大木の上から、がさりと葉音がした。引き戸の前で縄を踏ふんで火を消してから、中に入る。

「朧、ただいま」

「お帰りなさい、白火」

　いつもの前まえ掛かけ姿の朧が出で迎むかえに出てきて、白火はようやくこっそり安あん堵どの息を吐はいた。

　京との往復で身体は疲つかれているし朱鬼が見つからなくて焦あせってきてもいるが、家族も同然の朧の顔を見ると、無条件でほっとする。白火にとって、この癒いやし効果は絶大だ。

「お腹なか空いてる？　お雑ぞう炊すい作ってあるわよ」

「食べる！　お昼過ぎに蒸むし饅まん頭じゆう食べたっきりだから、お腹空いた」

　高価な米の代わりに安く売っている稗ひえや粟あわを大量に放ほうりこみ、茸きのこや野菜で嵩かさ増しした雑炊は、冬になると日輪座でよく作られるご馳ち走そうだ。めっきり肌はだ寒ざむくなってきたから、熱い汁しる物ものが嬉うれしい。

　迷うことなく返ってきた返事に、朧が快活に笑う。

「今日はなんと豪ごう華か版、雉きじ肉入りよ！」

「うわあ、雉!?　すごいすごい、お肉が入ってるなんて珍しい！　急いで顔洗ってさっぱりしてくるから、ちょっと待ってて！」

「はいはい、ちょうどいい感じに冷ましておいてあげる。急いで食べるとまた舌を火傷するわよ」

　──本当に、この細い身体からだの、どこにあんなに入るのかしらね。

　見た目は雀すずめ並みにしか食べなさそうなのに、白火は案外よく食べる。というか、好物を目の前にすると燕つばめの雛ひなのようになる。

　いつもの倍以上の早さで洗面を済ませ、飛んで戻って来た白火が、いそいそと器うつわを傾かたむけた。

「あちっ」

「そんなに急がないの。お雑炊は逃げません」

　離はなれている間に自然と白火は、器を左手で持ち上げるようになった。

　疲れてくると腕うでを下ろすが、それでも、以前より格段によくなってきているのが日常生活でわかる。室内でも縄をくるくるとよく回しているのはてっきり鍛たん錬れんの一種なのかと思っていたが、どうやらそれだけではないらしい。

　猫ねこ舌じたと羹あつもの好きの間で格かく闘とうしながら食べる白火の真向かいに座り、前掛けを外しながら、朧も実はひそかに安心していた。

　土蜘蛛の面々では市に買い出しにも行けないから、雑用やこまごました家事を一手に引き受けているので、それなりに丁てい重ちように扱あつかわれてはいるのだが。

　昼日中、朧はこの隠かくれ家で、見知らぬ土蜘蛛の男たちの中にたったひとりだ。

　浅黒い肌の荒あら々あらしい気き性しようの男たちは、朧にとってはかなり怖い。普ふ段だん物もの怖おじなどしない質たちなのに、今回ばかりはかなりぎくしゃくしている。どう接したらいいのかわからないし、向こうも躊躇ためらっているように見える。

　白火と蒼馬の口くち添ぞえで、味方であることは何とか了りよう承しようされているらしいのだけれど。

　──考えてみると、結構曖あい昧まいな立場なのよね、あたしって。

　だから、白火が戻ってくると安心する。

　最初から土蜘蛛のことを怖がっていなかったというのも頷うなずけるほど、白火は土蜘蛛の間に馴な染じみまくっている。今は大おお江え山やまの根城に使いに出ている紅という少女も、白火に好意を寄せているようだった。

　矢涼はまた別だ。愛あい想そを振りまくつもりもなくただ黙って務めをこなし、時折暇ひまを見つけては日当たりの良い場所で昼ひる寝ねをすることが好きなあの青年の腕っぷしは朧も知っているし、今回の件でも偵てい察さつなどに手を貸している。

　色々なものを見ているし、知っているから、土蜘蛛にも恐おそれを抱いだく必要はないのだろう。今朝も、いつもと丸っきり変わらない態度だった。

「……詳くわしいことは、全然知らないけどっ。大体話してくれないし、聞いていいものかもわからないし……」

「ん？　朧、何か言った？」

「ううん、独り言独り言。お代わりいる？」

「ある？　でも、皆みんなの分なくならないか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、たくさんあるから。はいどうぞ。そう言えば、矢涼、一いつ緒しよじゃなかったのね」

「うん。別の場所見てもらってる。今日は全員単独行動なんだ。どこかから連れん絡らくはないか？　蒼馬さまもそろそろ戻ってくるはずだ。陽が落ちたら、皆さんと交代」

「お帰りなさいませ、白火。連絡は、まだ何も……ですが、失敗したという知らせも入っておりません」

　からりと引き戸を開けて入ってきたのは瑪瑙だ。

　蒼馬が朱鬼の居場所を突つき止めるために奔ほん走そうしているのに対し、瑪瑙は土蜘蛛の残党たちや遠方からやってくる土蜘蛛の郎ろう党とうを取りまとめる方向で動いている。

　朱鬼のことのみを考えてはいられない。

　病気や怪け我がをしている者たちは避ひ難なんさせなくてはいけないし、朱鬼が捕とらえられたと知って駆かけつけてきた者たちもいる。

　そんな、誰かがまとめなくてはいけない状じよう況きよう下で、朱鬼の片かた腕うでである瑪瑙の存在は大きい。

　誰よりも真っ先に朱鬼のもとに駆けつけたい思いをこらえて、瑪瑙は自分に課せられた役目を忠実に果たしている。

「瑪瑙さん、でしたわね……。あの、お食事は？」

「結構です。お気き遣づかいありがとうございます」

　どこかおずおずと訊たずねた朧にちらりと目を向け、瑪瑙は座ることもなく、すっとまた出て行く。人に懐なつかない、警けい戒かい心しんの強い野の良ら猫ねこのような足取りだ。

　見ている限り、瑪瑙は居間に長居しようとしない。それはやはり、朧に遠えん慮りよしているようにしか見えない。

　白火の大切な仲間である、朧を怖がらせないために。

「ご馳走さま！」

　あっという間に三杯ばい目の雑炊をかっこみ終わった白火は椀わんを置き、瑪瑙を追いかけようとした足を一いつ瞬しゆん止めてくるりと引き返す。

「忘れるところだった。はい、こっちは朧の分」

「なあに？」

　ごそごそと袂たもとを探って差し出されたのは、大きめの葉で包んだ包みだ。麻あさ紐ひもできっちり縛しばってあるが、朧のてのひらにちょうど収まる大きさだった。

「お土産みやげ。ちょっと行ってくる」

　瑪瑙はここのところ、まともに食事をしていないはずだ。あちこちに散らばる土つち蜘ぐ蛛もを取りまとめるのに忙いそがしいというのももちろんあるが、やはり朱鬼のことが気にかかって、食事どころではないのだろう。

　涼すずやかな目もとにくっきりと隈くまが刻まれ、心労が溜たまっているのが手に取るようにわかる。そういうときにひとりで考えこむと、大たい抵ていろくなことにならない。

　隠れ家の引き戸をそっと開けて外に出ると、壁かべにもたれるようにして、ほっそりとした人ひと影かげが所在なく座りこんでいた。無造作に投げ出されたすらりとした足が何だかやけに子供っぽい。

　迷子になった子供が歩き疲れて座りこんでいるような、途と方ほうに暮れているような、そんな頼たよりなさだ。

　黙だまって瑪瑙の前にしゃがみこんだ白火は、ごそ、と袂からもうひとつの葉の包みを取り出して差し出した。

「瑪瑙さん。はいこれ、どうぞ」

「……何ですか？」

「栗くりの甘あま蜜みつ煮にです。帰りの道みち端ばたに露ろ店てんがあって、もうじき店じまいだからって、おまけしてくれたんです。食べたことありますか？　オレ、さっき初めて食べたんです」

　包みを受け取った瑪瑙が、困こん惑わくしたようにゆっくりと包みを開く。

　大おお粒つぶの栗が、きらきらと透とう明めいな甘い艶つやをまとって綺き麗れいだ。

「甘蜜煮、ですか……いいえ」

「おいしいんですよ。ちょっとでも何か食べたほうがいいですから。甘いものなら身体が受けつけるかなって思って。さて、と」

　白火は膝ひざに手を当て、勢いよく立ち上がる。

「オレ、お先にもう休みますね」

　まだ寝ねるつもりはないのにそう言ったのは、瑪瑙をひとりにしたかったからだ。感情を人前で表すことが苦手なことは、そばに数日いればすぐにわかった。

　朱鬼が捕らえられて、一番不安なのは瑪瑙だ。一番怖いのも瑪瑙だ。一番泣きたいのも、瑪瑙だ。

「瑪瑙さん」

　隠れ家の引き戸を開けて、何かを言おうとして。

　白火は、言葉に迷う。

　──朱鬼さまは絶対大丈夫だって今オレが言ったって、根こん拠きよもなければ気休めにもならない。

「はい？」

「……いえ、何も。お休みなさい」

　何を言ったって、言葉では足りないときがある。ひしひしと、それを感じ取る。

　だから白火は引き戸を閉めて、そっと中へ入った。

　ひとりきり、取り残されて。

　星の瞬またたく闇やみの中で瑪瑙はゆっくりと、胸にこみ上げてくる熱い何かを懸けん命めいに飲み下しながら、包みを開く。

　栗をひとつ口の中に放ほうりこみ、咀そ嚼しやくして、瑪瑙は泣き笑いのような微び苦く笑しようを浮うかべた。

　べ、と鼻の頭にしわを寄せて舌を突き出す。

「……甘すぎです。白火」

　喉のどがひりつくのはきっと、この甘さのせいだ。

　泣いているせいでは、きっと、ない。
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　蒼馬が戻もどって来たのは、更さらにその一刻ほどあとのことだった。矢涼のほうが一足先に戻って来ていて、今は厨くりやで夜食を摂とっている。

「蒼馬さま。お帰りなさい」

　土蜘蛛の皆が夜に動くわけではない。昼間にも姿を隠せるところには斥せつ候こうとして潜もぐりこむし、この隠れ家の護まもり役も必要だ。

　休息を取っている者のため、居間は常に静かだ。蔀しとみ戸どを下ろして暗がりの中、紙し燭そくに灯ともした火が、室内の動きに合わせて小さく揺ゆれる。起きている者は不ね寝ず番ばんの持ち場にいたり土間にいたりとさまざまだ。

「……白火」

　火ほ影かげに溶とけこむ土蜘蛛の男になにかを耳打ちされて頷うなずいてから、蒼馬がやっとといった感じで屛びよう風ぶの奥に腰こしを下ろす。

　白火は、鋼はがねの芯しんを入れた細ほそ縄なわを土蜘蛛の男から分けて貰もらい、ちょうどそれを懐ふところにしまいこんだところだった。左手首はだいぶ柔やわらかくなったので、縄もこれからは本格的なものを使う。

「処しよ刑けいまで、あと四日だ」

「決まったんですか!?」

「ああ。俺も今聞いた」

　ごろりと寝ね転ころがった蒼馬が、座っていた白火の膝に顔を埋うずめるようにして、細い手首をそのまま摑つかんでしまう。白火が蒼馬の後頭部を見下ろすのは珍めずらしい。

　きりりと引き締しまった頰ほおに、疲つかれと焦あせりとが滲にじんでいる。それを見たら、手を離はなしてほしいとは言えなくなってしまった。

　──疲れるよな、蒼馬さまだって……。

　白火が抵てい抗こうしないのを見て取って、蒼馬が身体からだを少し上向けた。

「随ずい分ぶんとおとなしいな？　いつもだったら、恥はずかしがって照れて大変なくせに」

「今日は、特別です」

　やはり恥ずかしいのは確かなので、ぷい、と顔をそらして答えると、蒼馬がくつくつと喉を鳴らして含ふくみ笑った。

「そうか。特別か」

　だったら、存分に堪たん能のうしないとな、という囁ささやきは胸の奥にしまいこむ。

「もしかしたら朱鬼さまは京にはいないんじゃないかって、皆みなさんが調べているみたいです」

「だったら、ますます見つけづらいことになるな。京にいないって線は、あんまり考えられないんだがな……」

「そうなんですよね……でも、調べてみる価値はあるって、瑪瑙さんも」

　討とう伐ばつ隊に引き立てられた以上、一度は京に入っているはずだ。そのあとまた京を出たとは、考えにくいのだけれど。

　京人を不必要に怯おびえさせまいと徹てつ底ていして秘ひ密みつ裏りにされているのが、白火たちにとっては完全な仇あだとなった。

「あいつも、居ても立ってもいられない心境だろうからな。そのわりに、よく他ほかの連中を抑おさえつけてくれている。……たいしたもんだ」

「蒼馬さま。オレ、色々考えたけど、やっぱり」

「わかってる」

　朱鬼の罪は罪だ。

　京での反応を、白火は忘れられない。

　討伐隊の襲しゆう来らいのあくる朝、朱鬼の処刑を記された立て看板を前に、皆みな眉まゆをひそめはするものの、反対する者はいなかった。

　──どうして誰だれも反対しないんだ……？

　不思議だった。

　朱鬼は白火には優やさしいし、土蜘蛛の皆にも慕したわれている。その朱鬼が、何故なぜこうまで京で憎にくまれなくてはならないのか。

「当然の報むくいさ」

　立て看板を睨にらみつけていた初老の男が、忌いま々いましそうに唾つばを吐はき捨てて呟つぶやいたのだ。

「鬼おになんざ、さっさと全ぜん滅めつさせちまえばいいんだ。でなくちゃ安心して暮らしていけねえよ」

「どうしてですか……？」

「──白火」

　隣となりにいた蒼馬が小声でそっと制してくるが、白火には止められなかった。

　知りたい。

　朱鬼が処刑されなくてはならない、その理由を。

「あんた知らないのか？　あの鬼どもがどんなに惨むごい真似まねをしてきたか。女たちは攫さらわれ、生きたまま血を吸われたっていうじゃないか。まさに鬼の所業だ。あんな鬼どもは、地じ獄ごくに堕おちればいいんだ」

　男の声は憎しみに満ちて刺とげ々とげしい。被かぶり布で顔を深く隠かくしたまま、白火は衣ころもの端はしをきゅっと握にぎった。

「それ、本当のことなんですか……？　何かの間ま違ちがいでは」

　白火は、鬼と呼ばれる人たちがそれほど酷ひどいことをしたとは思えない。皆気は優しくて、何より寂さみしがりな人たちばかりだった。

「本当に何も知らないんだな。どこのぼんぼんだ、あんた。それじゃ教えてやろう」

　男の眼めは、白火を通して遠く、大おお江え山やまの方角を見み据すえる。

　深い憎しみの眼だ。憎ぞう悪おで燃え上がる、哀かなしみの眼まな差ざしだ。

「儂わしのたったひとりの息子むすこはお貴族さまのお屋や敷しきの門番でな。襲しゆう撃げきの際に殺されたんだよ。まるで羽虫を振ふり払はらうように、あっさりとな」

「…………」

「別に、お宝を盗ぬすんでいっても儂らは関係ないさ。だがあの鬼どもは──刃は向むかう人間どころか、そばにいただけの無関係の人間までいとも簡単に殺していった。儂が怒おこっているのは、盗みを働いたことでも人を斬きったことでもない。殺さなくていいはずの命まで、ほんのついでに、雑草でもむしり取るみたいにして奪うばっていったことだ。たとえ処刑されようが何だろうが、儂はあの鬼どもを一生許すつもりはない。そうでなくちゃ、息子が浮かばれねえよ。優しい嫁よめさんもらって、初めての子供が生まれる矢先のことだったんだ……かわいそうに」

　息子を殺された父親がいて、生まれる前に父親を殺された子供がいる。

　息子を殺されていなければ、今ごろは穏おだやかで幸せな老後を迎むかえていたのかもしれない男は、病なのか怪け我がの後こう遺い症しようなのか、片かた脚あしを引きずるようにして去っていった。

　頭をがん、と殴なぐられたような衝しよう撃げきは、今でもずっと白火の胸につかえ続けている。

　無意識のうちに白火は、蒼馬の人差し指をきゅっと握る。

　蒼馬は、白火が好きにできるように指先の力を抜ぬいた。

「好き好んで殺していたわけじゃないんだろうが……」

　略りやく奪だつを生業なりわいとしているうちに血に酔よう輩やからは、土つち蜘ぐ蛛もでなくても掃はいて捨てるほどいる。そのうちの何人かを、蒼馬も見てきた。

「殺すか殺されるかの命の瀬せ戸と際ぎわでは、何かの拍ひよう子しで均きん衡こうが崩くずれやすい。理性が吹ふき飛んでいる間に殺した人間の数は多分……少なくはないだろうな……」

　声こわ音ねが、らしくもなく重い。

「──朱鬼さまたちは、夜や盗とうだから怖こわがられているんじゃなくて、もっと根本的に、恐おそれ、そして憎まれてる……」

　大切な人を殺されたから。

　大事な大事な存在を奪われたから。

　その怒いかりは何よりも強く、そして消えない。知らず白火は、蒼馬の腕うでに縋すがりついていた。

「朱鬼さまは、殺されるしかないんですか……？　それしか、方法がないですか……？」

　苦く悩のうの呻うめきに。

　蒼馬も、苦い思いを嚙かみ締めることしかできなかった。

「皆が皆、ささがに姫ひめにはなれない。それだけのことだ」

「でも、そうしたら、朱鬼さまが」

　怯えて強こわ張ばる白火の頰を指先で撫なでて、蒼馬が小さく笑ってみせる。

　白火を安心させるために。

「見捨てるわけにはいかないからな。まったく、今も昔も世話の焼ける……」

　そのまま、白火の膝ひざの上が急に、ずし、と重みを増す。

「蒼馬さま？」

　見ると、蒼馬はいつのまにか眠ねむってしまっていた。

　閉とざされた瞼まぶたは開く気配がない。深くゆっくりとした寝ね息いきが、薄うすい唇くちびるからこぼれる。

　疲れているのだ。無理もない。

　無防備な重みは、信しん頼らいされている証あかし。蒼馬が安心して気を許している証だ。

　蒼馬の寝ね顔がおを見る機会などそうそうないけれど、今はどうやってもその精せい悍かんな風ふう貌ぼうに疲れが透すけて見えて、白火はやるせない。

　絡からめていた指を解いて、こしのある艶つややかな黒くろ髪かみにそっと触ふれる。

「──お休みなさい、蒼馬さま」

　皆が、明日のために、より良い結果のために息を潜ひそめ、休み、英気を養って力を蓄たくわえる。

　寂さびしさや切なさを必死に飲みこんで。

　そんな夜だった。










「笑い事じゃないです！」

　翌朝白火は、当然の結果として、脚が痺しびれてなかなか立ち上がれなかった。

　その横で、一晩ぐっすりと熟じゆく睡すいしてすっきりとした面おも持もちの蒼馬が、涙なみだをこらえて肩かたを震ふるわせている。一応声に出して笑わないのは、蒼馬なりの気き遣づかいのようだ。

「……蒼馬さま」

　白火が、ちらりと蒼馬を上目遣いに睨みつける。

「わ、悪い…………もう我が慢まんできん……はははははは！」

「もう、笑わないでくださいって言ってるのに！」

　顔を赤くしながらも白火が怒ると、蒼馬がますます堪こらえきれなくなり、とうとう腹を抱かかえて笑い出す。

　ひとしきり笑って、立ち上がろうと必死にもがく白火を目を細めて宥なだめる。

　足先に力が入らないから立ち上がれずによろよろとして、まるで生まれたての仔こ牛うしか仔こ馬うまのような有様だ。痺れが取れるまでじっとしていればいいものを、生き真ま面じ目めに奮ふん闘とうしている様子がまた愛らしくて笑いを誘さそう。

「悪い悪い、俺が重かったせいだよな。痺れる前に叩たたき起こして良かったんだぞ？」

「だって、蒼馬さま、よく寝ねてたみたいだったから……あっ」

　痺れているというよりもはや、太ももから爪つま先さきにかけて、両足の感覚がない。感覚が戻もどってから、一気に痺れてくるのだろう。それでも無理に立とうとして、前のめりに倒たおれて顔をまともに打つ。

「いったあ～……鼻、打ちました」

「だからおとなしくしてろって」

「だって、もう皆みんなも起きてますし」

「それじゃ、痺れが取れるまで、こうしててやるよ」

　ひょい、と荷物でも運ぶように軽々と肩に担かつぎ上げられて、白火はそれこそ真っ赤になって悲鳴を上げた。

「やめてください蒼馬さま、下ろして！」

「いいから遠えん慮りよすんなって」

　──何でだろう。蒼馬さま、めちゃくちゃ上じよう機き嫌げん？

　昨夜一晩、ゆっくり眠れたせいだろうか。

　鼻歌でも歌い出しそうな機嫌の良さの原因が自分にあるとは、白火は気づかない。

　蒼馬は、白火に見られないようにしながら、にんまりと微笑ほほえんでいた。

　──それにしても、最高の目覚めだったな。

　愛いとしい少女が自分に膝を貸したまま眠っているのを見たときは、胸が締しめ上げられるような切なさと、愛おしさとが同時にこみ上げてきた。

　枕まくらにした太ももが細すぎるのだけが難点だったが、肌理きめの細かな柔やわ肌はだと抜けるような白さは匂におい立つように見事で、疲つかれなどいっぺんに彼方かなたまで吹き飛んでいった気分だ。

「またやってくれ、膝ひざ枕まくら。それと、次までにもうちょっと肉をつけておいてくれ」

　白火は深く息を吸いこみ、蒼馬の肩に軽々と担がれたまま、あらん限りの決意をこめた声で答える。

「もう金輪際、二度としませんっ！」
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「大変大変！　ねえねえ白火、さっき聞いたばかりなんだけどね、ちょっと手がかりかもしれないわよこれ！」

　昼のうち、近きん隣りんの村に食材の買い出しに行っていた朧が買い物かごを抱え息を切らせながら戻って来ると、生憎あいにくと居間には、白火も蒼馬も矢涼もいなかった。少なくとも今朝の予定では、白火は館やかたにいるはずだったのだけれど。

「あら……？　白火？」

　隅すみのほうで眠っていた男たちのうちのひとりが気づいて、寝ね不ぶ足そくで痛む眉み間けんを押さえながらのそりと起き上がる。伊佐といって、肩から二の腕にかけて黒い入れ墨ずみを彫ほりこんであり、身体からだつきが厳いかつくて威い圧あつ感かんがある青年だ。

「何だ……？　何があった」

「え、あ、あの……」

　途と端たんに口ごもってしまった朧をしばらくじっと見ていた伊佐が、不意に立ち上がった。

　びく、と肩をすくませた朧に向かい、伊佐は、朧が土間に放ほうり出していたかごを拾ってそばに置く。

「お前は、白火の仲間だったな。呼んでくるから、そこにいろ。そんなに怖がらなくても、取って食いやしねえよ」










　朧が聞いてきた噂うわさによると、明日、朱鬼の腕が宮中で披ひ露ろうされるのだという。

「なんだって？　本当なのかそれは？　どこから流れてきた話だ？　誰だれが聞いてきた？」

　京の獄ごく舎しやをしらみ潰つぶしに回っていた蒼馬と矢涼が戻って来て、慌あわただしく上うわ衣ぎを脱ぬぎながら居間に上がってきた。ちょうど夕ゆう餉げの頃ころ合あいで、見張り役以外はほとんど全員がこの居間にいる。

「朧です、蒼馬さま」

　すでに打ち合わせの車座の中にいた白火が、蒼馬と矢涼を出で迎むかえる。

　白火を自分の横に座らせ、蒼馬は居間を見回した。

「朧はどこだ？」

「今お代わり取りに行っていますから、すぐ来ると思いますけど……あ、来ました」

「はい、焼きたてですよ！　しっかり食べて力つけてくださいね！」

　朧は、熱々の湯気を立てる大きな皿を、両手いっぱいに抱えていた。

　大皿に盛られているのは、小麦粉を練って平らな生き地じにしたものに、野菜や肉の餡あんを包んで丸く焼いたものだ。手て際ぎわよくそれを配って歩く。居間の中央にある囲い炉ろ裏りには大おお鍋なべをかけて味み噌そを溶といた汁物を煮に、端はしには川魚を串くしに刺さしたものをそのまま炙あぶり焼きにしている。

　大食漢揃ぞろいなので、毎回食事の量たるや凄すさまじい。日にち輪りん座ざの名賄まかない方、芹せり仕込みの朧の料理は、今や皆の楽しみだ。

「魚も焼けましたよ！　いる人は自分で持ってってくださいね！」

　囲炉裏で火と魚の番をしているのは、紅と豹太だ。子供たちはほとんどを他族に預けているのだが、このふたりだけは自分たちの意志でここに残った。紅はともかく、足を骨折している豹太も支え杖づえを使ってひょいひょいと身軽に動く。

　焼き物、汁物を交こう互ごに腹に収め、忙いそがしく空腹を満たす白火と蒼馬の前に、朧がようやくのことで腰こしを下ろす。

「お疲れさまです、蒼馬さま」

「噂になっているのは朱鬼の腕うでだけか？　あいつ自身は？　何か聞いたか？」

「いえ、なにも。そうですね……」

　朧が、ちょっと考えこむ素そ振ぶりを見せた。頰ほおに片手を当て、慎しん重ちようにそのときのことを思い出す。
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「帝みかどが鬼おにの腕をご覧になりたいって仰おおせになったとかで、急に決まったそうなんです。もちろん極ごく秘ひでね。噂をしてた人は、宮中の厨くりやの下働きの人と知り合いなんですって。でも、頭目がどうとまでは言っていなかったような」

「そうか……信しん憑ぴよう性せいは半々ってとこだな」

「だが蒼馬の若。囮おとりという可能性も」

　矢涼が忙せわしないしぐさで、じゅうじゅうとよく焼けて脂あぶらのしたたる串くし焼やきの魚にかぶりつく。

　居間はもうぎゅうぎゅう詰づめだ。捕とらえられて以来初めて入ってきた朱鬼に関する情報に、熱気もこもっていく。

「それはまあ、多分ないだろう。どうせ囮にするなら、朱鬼を使うだろうさ。本人がいるのに、わざわざ回りくどい真似まねをする必要もない」

「そこまで聞き出してくるなんて、さすが朧だなあ」

　白火が無む邪じや気きに感心する。人見知りの口下手べたには、到とう底ていできない芸当だ。

　途端に朧がげっそりと、心底疲れたような風ふ情ぜいを見せた。

「相手が酔よっ払ぱらっていたからほどよく口も軽くなっていたんでしょうけど……生おい立ちから家族構成、現在の趣しゆ味みに至るまで延々と続くのには参ったわ」

「お疲れさん。腕を獲とり返せば、朱鬼本人も見つかるかもしれないが……賭かけとしてはいまいち勝算がないか……」

　蒼馬が、こつこつ、と指の関節のところで床ゆかを打つ。

「実は、こっちもひとつ噂うわさ話ばなしを摑つかんでな。かなり信憑性が高いから、明日行ってみようと矢涼と話していたんだ」

「朱鬼さまの居所、わかったんですか!?」

　白火が思わず膝ひざを乗り出し、周囲もしんと静まり返る。

「まだ決まった訳じゃないがな。多分、六ろつ角かく獄ごく舎しやだ」

　ちょうどそのとき、遠方の土つち蜘ぐ蛛もの頭たちが来ているからと、根城の焼け跡あと近くまで出迎えに行っていた瑪瑙が戻もどって来て、沈ちん痛つうそうに首を振ふる。

「蒼馬。そこなら既すでに伊佐たちが調べに行きました。お頭かしらの気配はなかった、と」

　けれど蒼馬の双そう眸ぼうには、不敵な光が宿っていた。

「今のじゃない」

「え？」

「見落としてたんだよ。前に使われていて、今は廃はい墟きよになっている獄舎がある」

　白火が、ごくりと固かた唾ずを吞のんだ。

「そこに、朱鬼さまが？」

「数日前から、やけに兵士たちが出入りしているらしい。今まで聞いた中では一番信用できる話だと思うから、明日の朝一番で行こうと思っているんだが、そうなると腕は……」

　蒼馬は考えこむ。

　腕を獲り返すなら、荒あら事ごとに慣れている人間でなくては無理だ。

　瑪瑙の剣けんの腕前は申し分ないが、日中に土蜘蛛の女である瑪瑙に京を歩かせるわけにはいかない。顔だけ隠かくせばいいというものでもない。装しよう束ぞくを取り繕つくろっても、肌はだの色はどうやっても目についてしまう。

　かといって、蒼馬や矢涼が行くのも厳しい。処しよ刑けいが迫せまっている今、朱鬼本人の探たん索さくに時間を割さきたい。やっと情報を摑んだ六角獄舎は逃のがせない。本当なら今すぐにでも向かいたいところだったが、腕に関する情報が入ってきたというので一度戻って来たのだ。

　──一か八ばちかでやってみるには少々分が悪いが、朱鬼の腕……見過ごすこともできないな。

　どうしたものか、と唸うなる蒼馬の袖そでを、小さな白い手が、つんと引いた。

「オレが行きます」
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「駄だ目めだ、絶対に許さない！　お前を矢やお面もてになんか放り出せるか！　何考えてる！」

「行きます！　蒼馬さまが止めても怒おこっても、オレが行くしかないでしょう!?　瑪瑙さんたちが動ける夜を待ってたら腕を獲り返す機会まで逃してしまう！　オレだって少しくらいの役には立ちます！」

「そういうんじゃない、ともかく駄目だ。それくらいなら探索を矢涼に任せて俺が行く」

「それは駄目です。蒼馬さまが来てくれるのを、朱鬼さまはきっと待ってます！」

　明日に取るべきそれぞれの段取りをつけ終わったあとも、蒼馬はまだ納なつ得とくしていなかった。これだけ反対されれば、勢い、白火も意地になっていく。

　居間ではもう休んでいる人たちの迷めい惑わくになると朧に追い出されたので場所を変え、館やかたの手前の道みち端ばたで、蒼馬の影かげは白火をすっぽりと包みこむほどに大きい。

　月の大きい、明るい夜だ。

　砂じや利り道の上で、冷えこんで吐はく息が白かったが、お互たがいに興奮しているせいか寒さはあまり感じなかった。

「駄目だったら駄目だ。そこら辺に縛しばりつけてでも、絶対に行かせないからな」

「駄目だって言っても駄目です。行きます」

「わがままもいい加減にしろ！」

　鋭するどく一いつ喝かつされて、白火がびくりと怯おびえた。

　蒼馬は、内心の苛いら立だちを隠そうともしない。荒あら々あらしく白火の手首を摑んで引き寄せ、よろけた白火を厚い胸むな板いたで受け止める。白火のこの細い軀からだを拘こう束そくするなど、片かた腕うでで充じゆう分ぶんだ。蒼馬はもう片方の指で白火のあごを摑み、上向かせる。手首は離さない。

「これ以上俺を怒らせるな。お前を怖こわがらせるような真似はしたくない」

　まだ子供の白火を慮おもんぱかって、ここしばらくの間、蒼馬はずっと己おのれを抑おさえてきた──春の終わり頃ごろから、ずっとだ。

　白火の左ひだり腕うでが動かなくなったことに対する罪悪感が消えないからこそ、怖がらせないように、怯えさせないように、『白火が望む蒼馬』を演じ続けてきた。だがそれももう限界だ。

「お前をどこかに閉じこめておくことくらい、簡単にできるんだ。こんなに細くて頼たよりないくせに……いいから、お前はこれ以上危ないことには首を突つっこまずにおとなしくしていろ。あとのことは俺に任せろ。わかったな」

「いやです！　いくら蒼馬さまの言うことでも、絶対にいやです！」

　手加減のいっさいない力で抱だき締しめられ、今にも背骨が折れてしまいそうだ。

　抗あらがう白火の声が、次し第だいに悲痛さを帯びて弱々しくなった。

「蒼馬さま、オレのこと護まもろうとしてくれるけど……お前は何の役にも立たない、邪じや魔まだって言われているみたいで……そんなの、いやなんです……！」

　ぽろり、と。

　我が慢まんしていた涙なみだが、濃こい琥こ珀はく色いろの睫まつげから堰せきを切ったように溢あふれ出る。

「蒼馬さまは、何でもしてくれるのに、オレには何もさせようとしないんだ。一いつ緒しよに、いたいのに。護られているだけなんていやなのに。置いていかれるほうが、よっぽど、つらいのに」

「おい……」

　ぼろぼろ、ぼろぼろ。

　溢れ出て止まる気配のない真しん珠じゆが、蒼馬の指をも熱く濡ぬらしていく。

「蒼馬さまなんて嫌きらい」

　狼狽うろたえたように強こわ張ばった手を振り払はらって背中を向け、白火はしゃがみこみ、大きく泣きじゃくった。ただの癇かん癪しやくだとも思ったが、構わない。

「大っ嫌い……！」

「……っ」

　苦々しく唇くちびるを引き結んだ蒼馬が、いきなり白火の腕を摑んで立ち上がらせた。

　そのまま首筋に手を当てて仰のけ反らせ、有う無むを言わさず口づける。

　深く、深く。

「ん……っ!?」

　いきなりの乱暴な触ふれ方に、白火の身体からだがびくっと震ふるえた。細い指先が、助けを求めるように伸のびる。

　それでも、なお。

　鼻先を触れ合わせ、頰ほおに触れて、涙を吸い取り。

　唇に触れては離はなれ。

　そして、また触れて。

「んん、ん……っ」

　触れられている箇か所しよからすべて蒼馬に食べられてしまいそうな感覚の中で白火は混乱したが、やがて息が苦しくなって、ぐったりとその腕うでに身を委ゆだねた。

　耐たえきれずに白火が息をする合間も、強ごう引いんな口づけは留とどまることを知らない。

　狼おおかみが愛情表現をしているような、荒々しく、飾かざりのないしぐさだった。

　唇だけでは満足しなかったのか、額や耳たぶ、耳の後ろの皮ひ膚ふの薄うすいところにまできつく唇を這はわせて、ようやく蒼馬が顔を上げる。琥こ珀はくと漆しつ黒こくの目線が絡からみ合った。

　白火を閉じこめる腕は緩ゆるまない。黒い瞳ひとみに燃え盛る焰ほのおの意味を、白火は知らない。

　力を失った肢し体たいを胸に抱き留めて、蒼馬が低く呻うめく。

「白火。たとえお前に嫌われても、俺はお前を危ない目に遭あわせるのは認めない。身勝手で悪い。でも駄目だ。どうしても駄目だ……！」

「違ちがっ……」

　慌あわてて白火が首を振る。

　──違ちがう。大嫌いって言ったのは、あれは……。

　心の中で言い訳しながら、はっと気づく。嫌いと言われて傷つかない人間はいない。

　先ほどのあれは、蒼馬を傷つけたのだ。

「ごめんなさい蒼馬さま、嫌いじゃないです……！　ごめんなさい。ごめんなさい！」

　謝罪の言葉以外思い浮うかばなくて、爪つま先さき立だって、がっしりとした肩かたに縋すがりつく。

　違う。違うのだ。

　嫌いだと言ったのは蒼馬のその過保護なほどの優やさしさで、でも普ふ段だんはそれは決して嫌いでも不ふ愉ゆ快かいでもない。

　嫌いなのはむしろ、蒼馬に甘やかされていることしかできない自分自身で、それをどう告げればいいのかわからないながらも必死になって言葉を紡つむぐ。

「オレが言いたかったのはそうじゃなくて、蒼馬さまと一緒にいたくて、何か役に立ちたくて、方法がわからなくて何だか頭がぐるぐるしてそれでどうしようもなくなって」

　言っている間に泣きたくなって、胸がきゅうっと締めつけられる。

　──ああもう、どうしてこんなに。

　言葉というものはもどかしいのだろう。

　いっそのことこの胸を開いて、思っていることをすべて見せてしまえたらいいのに。

　懸けん命めいに説明しようとしているうちに混乱を極きわめ、白火は小さく叫さけぶ。

「蒼馬さまのことが、好きなんです……！」

「白火……？」

　一いつ瞬しゆん息を詰つめた蒼馬が、次の瞬しゆん間かん、ぐい、と白火を抱き締める。

　先ほどのように乱暴にではなく、愛いとしくてたまらないものを愛おしむしぐさで。

「おい。そんな殺し文句、どこで覚えてきた？」

　白火が蒼馬に、言葉で好意を伝えたのは初めてだ。蒼馬が白火の左腕を取り、ゆっくりと指先から撫なで上げた。

　爪つめ先さきから指先へ、肘ひじへ、そしてやわらかな二の腕へ。

　袖から潜もぐりこむ指先は遠えん慮りよがない。

「ちょっと、蒼馬さま……」

「いやか？」

「いやとかじゃなくて……」

　くすぐったくて、背中がざわざわする。蒼馬はきっと、わかってやっているのだろう。瞳の奥に浮かぶ光が少しだけ意地悪だ。

　唇を尖とがらせる白火に向かってにやりと口の端はしを引き上げて、蒼馬はなんとも色悪な、艶つややかな笑えみの中に白火を閉じこめた。

「──仕方ない。そういうところもひっくるめて、お前に惚ほれたんだからな……。今回は、負けておいてやるよ。ただし、今回だけだからな」
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　一いち陣じんの夜風が入りこんで、少し癖くせのある髪かみを吹ふき流していく。

　広さのわりには雑多な印象を受ける文ふ机づくえ、上質のいぐさを使った畳たたみの上、そこらじゅうに積んだ書類の束にはそれぞれ凝こった意い匠しようの文ぶん鎮ちんを重しにしているので、飛んでいくことはない。

「そち、恋こいでもしているのではないか？」

　紙し燭そくの灯あかりに照らされながら少年は、ふと思い出したようにぼそりと告げた。才さい気き煥かん発ぱつという言葉が似合う理知的な顔立ちに、今は十五という年相応の悪戯いたずらな色が浮かんでいる。

　秋の名残なごり、冬の訪おとずれ。

　風が強く吹き荒あれて物々しい夜には、過ぎゆく秋を惜おしみながらゆっくりと会話を楽しみたいところだったが、生憎あいにくそうもいかない。

　もとは私室であったはずのこの部屋は、装そう飾しよく品や設しつらえなどがすべて由ゆい緒しよ正ただしく美々しく調ととのえられている。襖ふすまの取っ手ひとつにしても、紫し檀たんや黒こく檀たんを用いて優ゆう雅がな紋もん様ようを彫ほりこみ、手て垢あかひとつ残さないよう毎日専任の者たちが念入りに磨みがき立てている。

　けれどその拵こしらえも、この有様では台無しだな、と少年は思う。

　何せ、床ゆかが見えないほどに書類が山積しているのだ。それに目を通しては決裁し、片付けていくのが彼の務めである。

　とはいえ、今は一息入れたい。

　木き曾そ檜ひのきの一枚板を使った、香かおりの良くどっしりとした文机に少々行ぎよう儀ぎ悪わるく肘をつき、筆を指先に挟はさんだままくるくると弄もてあそんで呟つぶやいた少年の唐とう突とつな一言に、冷静で知られた帯刀もさすがに書面から目を上げた。

　帯刀は、少年の処理し終えた書類を吟ぎん味みし、問題がなければそのまま通過させ、何かあればすぐさま突つき返してくる。有能な補ほ佐さ役なので頼たのもしいが、容よう赦しやはいっさいないので気が抜ぬけないのも事実だ。

「何をいきなり」

「誤ご魔ま化かしても無む駄だだぞ。証しよう拠こは揃そろっている」

　ふ、と小さな笑みを刻んで、少年は筆を置く。

　どんな激務でも、いや、激務だからこそ、気分転てん換かんは必要だ。それに、以前から聞きたかったことでもある。好機は逃のがしたくない。

「証拠？」

　帯刀も仕方なさそうに筆を置く。この少年が、一度言い出したら梃て子こでも動かないことは承知している。

「うむ。そちは夏ごろに何かがあったはずだ。それ以来変わったからな」

「変わった……？　私が？」

「何というかな」

　少年が文机から向き直り、帯刀の顔を真っ正面から見上げる。吊つり気味の才気走った目もとや薄い唇くちびるの辺りが、帯刀と少し似通って血の近さを証明している。

「そちの雰ふん囲い気きが変わったぞ。以前はもっとこう、『近寄るな』という感じがしていて、話しかけるのも憚はばかられた。余が年少というのももちろんあったとは思うがな」

　初めて出会ったころのことを思い出し、少年は自分でうんうんと頷うなずく。

　今はさほどでもないが、子供のころの五歳の年の差は大きい。

　この従兄いとこは、常に密ひそやかで大人びてどことなく浮うき世よ離ばなれし、他ほかのどの大人たちとも違って、少年を決して子供扱あつかいはしなかった。

「それがいきなり柔やわらかくなったというか……人と関かかわり合うようになったな、うん。どうだ、恋であろう？」

「何でいきなりそういう結論になる？」

「男を変えるのは女で、女を変えるのは男だと昔から決まっていると、最近読んだ書物に書いてあった」

「今度はいったい何を読んだのだ……」

　手当たり次し第だいの書物を片かたっ端ぱしから乱らん覇ぱする癖のある少年の、守しゆ備び範はん囲いは広い。

「それで？　相手はどこの姫ひめだ？　そちを虜とりこにするくらいなら、よほどの美び姫きであろうな。もちろん、身分は関係ない。どこかの遊女であっても、それはそれで浪ろう漫まんちっくだ」

「そなた、恋れん愛あいものの読み過ぎではないか？　あれは、女子供が読むものであろう」

「そうか？　読み出してみると、結構はまるぞあれは。先日読んだ、狐きつねの姿にされてしまった姫と狐の皇子が人に化けた姿でそれぞれに行き違う話、あれはなかなかにおもしろかった。続編の狸たぬきの話が気になるな……と、話をそらすでない」

　うだうだと駄だ々だをこね、ついには寝ね転ころがってしまった少年に手を焼きつつも、帯刀は頑がん固こに口を割ろうとしない。

「そろそろ仕事に戻もどれ。でないと、今こ宵よい休む時間がなくなるぞ」

「面おも白しろ味みのない男だなそちは。秋の夕暮れほど恋の話にぴったりの頃ころ合あいもあるまいに」

「もう夜だ」

　ぶつくさと文句を言いながらも少年もようやくのことで起き上がり、仕事を再開した。このままでは冗じよう談だん抜ぬきに、書類に押し潰つぶされて圧死してしまう。まだうら若い身の上で、そんな死因は絶対に御ご免めんだ。

「それはそうと……」

　記された案件を頭の中でさっさと吟味し、名を書き入れる代わりに花か押おうを押して、少年はつと唇だけを動かす。

「明日を、楽しみにしているぞ」

　それには同じく書類に目を落としたままの帯刀も、短く答えた。

「──承知」
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　ちらちらと。

　この冬初めての雪のひとひらが、濃こい灰色の雲から降り落ちて鴨かも川がわの水面に溶とけていくさまを、白火は息を詰つめて見つめていた。今は、さすがに緊きん張ちようを隠かくせない。

　京の中央を流れる鴨川にかかる大きな橋の上は、河風が身を切るように冷たい。

　雪の夕刻は独特の空気で、奇き妙みように闇やみが透すき通とおって明るいような気がする。

　鮮あざやかな朱しゆ色いろの欄らん干かんに金の擬ぎ宝ぼ珠しをあしらった太たい鼓こ橋ばしの向こう、宮中の方角から人ひと影かげが近づいてくるのが見える。

「──来た」

　白火は、知らず肩かたに力が入って、被かぶっている布の端はしを摑つかみ直した。

　朧の聞いてきた情報を更さらに詳くわしく調べたら、朱鬼の腕うでを持った人物は今日、必ず鴨川にかかるこの橋を渡わたるはずだという。

『河には浄じよう化かの作用があるわ。河を通ることで、その腕の穢けがれを清めるんですって』

　白火たちも病気になると、紙や葉で作った形かた代しろを河に流して回復を願うまじないをしたりする。

　白火も、春の終わりに形代を流した。灯とう籠ろう流しをするなら、貴き船ぶねに通じる鴨川が一番だと以前教えてくれたのは、柚ゆ木き座ざの古株の座員たちだ。それくらい河が暮らしに馴な染じんでいるから、儀ぎ礼れい的にでも、必ず朱鬼の腕を持った人物がここを通る。朧がそう予測したし、白火もそう思う。

　世せ俗ぞく的なことにはいまいち疎うとい白火や蒼馬と違ちがい、朧は京の風習にも詳しい。

　だから待っていたのだ。

　必ず訪おとずれるであろう、千せん載ざい一いち遇ぐうのこの機会を。

　橋の上も河原も雪のせいかひっそりと静まり返り、人っ子ひとり猫ねこの子一匹ぴき、河原に棲すまう野鳥たちの姿さえも見えない。

「──朧、当たりだ……！」

　従者に唐から傘かさを差しかけられた人物は数人の男たちを従え、まっすぐに、橋の中央に佇たたずむ白火のことなど気にも留とめずに静かに歩いてくる。

　白火はじっと目を凝こらした。ひらひらとした半はん透とう明めいの雪の礫つぶてが、少し視界の邪じや魔まをする。

　相手は牛ぎつ車しやでも輿こしでも馬でもなく、徒歩だ。傘を差しかけられた人影の後ろでは従者たちが棒を担かつぎ、大切そうに運んでいる葛籠つづらの中にきっと朱鬼の腕が収められているのだろう。

　僧そう侶りよが加か持じ祈き禱とうの際に焚たく護ご摩まの匂においが、白火のいる場所にまで漂ただよってきて鼻を突く。

　橋に差しかかった人影は歩調を緩ゆるめず、そのまま通り過ぎようとする。

　半月形に盛り上がった橋の中央、人影がすっと真横をかすめていったその瞬しゆん間かん、白火は凜りんと口を開いた。しゃらしゃらと、雪が唐傘を叩たたく音までもがはっきりと聞こえる。

「腕を、返していただきたく存じます」

　次の瞬間。

　空気を唸うならせるよりも速く刃やいばが一いつ閃せんし、切っ先は白火の目の前にあった雪の粒つぶをまっぷたつに切り裂さいた。

「土つち蜘ぐ蛛もの郎ろう党とうか」

　橋の上で白い衣ころもを被って佇む妖あやしげな影かげが発する、ぴりぴりするほど張り詰めた空気に、帯刀は初めから気がついていた。

　衣の中にすっぽりと収まってしまう、まだ子供のようだった。少なくとも、朱鬼のようなたくましさ、力強さは微み塵じんも感じられない。

　──怖おじ気づいて身動きも取れないというのなら、このまま見み逃のがしてやろうと思っていたものを。

　相手が誰だれであろうと、刃は向むかえば容よう赦しやしない。討とう伐ばつの責任者として負うものを、帯刀はきっちりと理解している。事態に気づいた従者たちが足を竦すくませていることに気づき、青年は眉まゆを吊り上げた。

　鬼おにの腕は宮中からの預かりものだ。奪うばわれるわけにはいかない。

「何をしている。奪われるな、守れ！」

　厳しく叱しつ咤たし、自身は土蜘蛛に自ら斬きりかかる。

　刀は帯びていないのだろうか。白い影はひらりと飛んで、身軽く欄らん干かんの上に降り立った。天てん狗ぐか何かのような身軽さだ。

　雪の降る寒さだというのに素す足あしのまま草ぞう履りだけを履はいた足首は、片手で握にぎり潰せそうなほどに白く細い。片手で摑んでまだ指の余る細さの、自ら光を放つような白い肌はだに見覚えがあるような気がして、帯刀ははっと目を瞠みはった。

　足袋たびに包まれていない剝むき出しの足先に、珊さん瑚ご。

　彼の愛してやまない、愛いとしい少女と同じ爪つめの色。

「まさか……!?」

　帯刀が顔を上げると、白火も引き被った衣の奥から、信じられないといったように驚きよう愕がくしきった瞳ひとみで彼を見つめていた。

　さらさらとした粉雪が、薄うす茶ちやの前まえ髪がみを彩いろどる。

「白火!?」

「帯刀さま……!?」

「何故なぜ、そなたがここに」

　──腕を、返していただきたく存じます。

　先ほどの言葉を思い出し、帯刀は咄とつ嗟さに白火の腕に目を走らせた。

　両りよう腕うで、ある。

　切り落とされたのは白火の腕ではないことにほっとすると同時に、素朴な疑問が生じる。

「そなたはいったい、ここで何をしている…………？」

「なんで、帯刀さまが……？　どうして……!?」

　白火も混乱しているらしい。帯刀は一度剣けんを下ろし、左手を差し伸のべた。

「ともかく、そこから降りよ。下は川だ」

　その空気の合間を縫ぬうようにして、黒い影がひとつ、葛籠目がけて飛びかかる。

「お頭かしらの腕、返してもらう！」

「何者だ！」

　帯刀はすぐさま身構えて理解する。

　──白火は囮おとりだったか。

「ひいい、何だ、何事だ……!?」

　恐おそれをなす以前にすっかり腰こしを抜ぬかしてしまっている従者に鋭するどく舌打ちして、カイも飛び出してきた。側そば仕づかえの従者だの格式のある場所だのととやかく言われるのが煩わずらわしいので、普ふ段だんは人前に姿を現さないのだけれど。

「この人たち、全然使えねー！　護衛とか言って、これじゃただの給料泥どろ棒ぼうじゃん！　役に立ちなよちょっとはさあ！」

　葛籠をとにかく奪おうとする瑪瑙を叩きつけた小刀で牽けん制せいすると、殺気立つ眼めがカイをひた、と見み据すえる。

「邪じや魔ま立だては許さない」
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　しなやかな身体からだの線が露あらわになる装しよう束ぞく姿に、カイがぴゅいっと余よ裕ゆうめいた口笛を鳴らした。

「へーえ、土蜘蛛のお姉さんかあ。なかなか色っぽいね。う～ん、脚あしとか好みだなあ」

「戯ざれ言ごとに付き合っている暇ひまはない！」

　瑪瑙が打ちこむ。カイが受け止める。

　白火はその様子を見て、一いつ瞬しゆんで青くなった。

「瑪瑙さん！」

　土蜘蛛でも指折りの遣つかい手、朱鬼の護まもり神とも呼ばれる瑪瑙を前に、カイは飄ひよう々ひようとした表情を崩くずしていない。対する瑪瑙は必死に歯を食いしばっている。

「カイ！」

　朱鬼の腕を目の前に、己おのれを保ち切れていない瑪瑙と、どこまでも冷静なカイの戦いだ。

　剣の腕以前に、決着はその場ですでについてしまっている。カイが強すぎるのではない。腕うで前まえなら互ご角かくとは言わないまでも、そこそこ瑪瑙にも勝算はある。

　けれど、このままでは瑪瑙は勝てない。

「鬼の腕を奪だつ還かんしようって？　健けな気げだねえ。でもね、渡せないもんは渡せないんだよ」

「うるさいっ！」

　いつも落ちついている瑪瑙が、今はカイの言動に嬲なぶられて、猫に弄もてあそばれる鼠ねずみのように簡単にカイの意のままになってしまっている。

　カイは、帯刀を護るためなら手段を選ばない──白火は思わず叫さけんでいた。

「カイ、やめろ！　瑪瑙さんを斬きらないで！」

「白火、そなた……!?」

　飛び出そうとする白火を、帯刀が背後から取り押さえる。

　瑪瑙の肘ひじの下から一いち条じようの血が飛び、濡ぬれて黒ずんだ橋の上にぽとりと落ちる。

「あーあ、皮一枚だけのつもりだったのに斬っちゃった。ごめんね」

　それを見、白火は手足をばたつかせて叫んだ。

「……逃にげてっ！」

　びく、と瑪瑙の肩かたが震ふるえる。

　その躊躇ためらいを押しのけるように、腹の底から声を張る。芸人の鍛きたえた声はよく響ひびいて橋の上に散っていく。

　あまりの抵てい抗こうぶりに帯刀の拘こう束そくが緩み、その隙すきを突ついて、カイにしがみつく。

「逃げて、早く！」

　何事か瑪瑙の唇くちびるが動いて、戸と惑まどう気配を見せる。

「瑪瑙さんまで捕つかまったら、朱鬼さまはどうなるんですかっ!?　早く！」

「────」

　朱鬼、の一言が効いたのだろう。

　苦い面おも差ざしをしたまま、瑪瑙が身体を低くして逃とう亡ぼうの体勢に入る。追おうとするのはカイで、白火はカイにしがみつく四し肢しに必死に力をこめた。

　白火程度、カイの力なら簡単に振ふりほどくことができるが、その力を行使していいものかわからず、わずかな間迷う。その数秒で、瑪瑙は無事に逃げ延のびる算段をつけられる。

「姫ひめさぁん……この場面で、捨て身は狡ずるいでしょ……ここで姫さん振り払はらったら、俺、すごい人でなしじゃん」

　仕方なさそうに追うのを諦あきらめたカイは何とも情けない顔で、けれどその実、しっかりと瑪瑙の残のこり香がを嗅かぎ取っていた。そしてカイは、一度見た顔は絶対に忘れない。

　──姫さんに免めんじて今回は見逃してやるけど。次はないよ？

　獲え物ものを逃がした悔くやしさは、次に会ったときに存分に晴らさせてもらうことに決める。

　鬼の片かた腕うでを収めた葛籠つづらが従者ごと無事なのを一いち瞥べつし、帯刀は未いまだ混乱しながら、ひそやかな吐と息いきを紡つむいだ。

「どういうことだ」

「帯刀さまが、朱鬼さまを捕まえさせたんですか……？」

「朱鬼……？　ああ、あの土蜘蛛の頭目のことか？　そうだ」

「誰も、そんなこと言ってなかった……まさか、帯刀さまだったなんて」

　帝てい位いに連なる血を引く皇子の名前を、呼ぶことが許されている者は少ない。

　でも皇族は何人もいるから、まさか帯刀だなんて白火は思いもしなかったのだ。

　──帯刀さまが、朱鬼さまを殺すのか……？　土蜘蛛を全ぜん滅めつさせるよう、あの討伐隊を派は遣けんしたのも、帯刀さま……？

　自覚しないままに後ずさりした白火の手を、カイがぱっと摑つかんだ。

「待って待って待って姫さん。さすがに俺も、状じよう況きようがまだ把は握あくできてないし。ちょっと頭の中整理しよう。ね？　思いっきり状況がわからないから。説明してもらわないとちょっと無理だから」

　茶ちや化かすような、宥なだめるようなカイの声も、今の白火には届かなかった。

　──帯刀さまが……。

　考えてみれば納なつ得とくできる。帯刀は京を護る立場だし、朱鬼は京を狙ねらう。相対するふたりだ。敵同士のふたりだ。

　けれど、帯刀も朱鬼も白火にとっては大切な人間だ。

　そのふたりの間に命の遣やり取りが挟はさまれてしまって、白火は一気に恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまった。

　朱鬼が捕まっただけでもつらかったのに。

　捕まえさせたのが帯刀だとわかった途と端たん、どうしようもなく堪こらえきれなくなってしまった。

「そんなの、噓うそだ……っ！」

　カイの手を振りほどき、走って逃げようとする。

　雪が、いつのまにか降り止やんでいた。

　橋の上は濡れて、溶とけた氷のかけらで足もとが滑すべりやすい。

　白火の足が氷に取られてつるりと滑り──咄嗟に地を蹴けった帯刀は、白火を頭から抱かかえこんだ。

「危ない……っ！」

　勢いのまま屈かがめた長身は、装そう飾しよく重視の欄らん干かんではとても支えきれない。背中から宙に投げ出される。

　橋の下に流れるのは、雪の粒つぶをところどころに浮うかせた河だ。白火のように身体の小さい人間は、あっという間に体温を奪うばい尽つくされてしまう。

　欄干から滑すべり落ちる感覚の中で帯刀は片手を伸ばし、摑む場所を探した。もう片方の手は白火をしっかりと抱だき留とめて離はなさない。

　がしっと、濡れた橋はし床ゆかを摑む。

　自身の重みと白火の重みが一気に肩の付け根に集中する。

「うっ…………」

「うっわあ、さすが皇子さま。間かん一いつ髪ぱつ！」

　すぐさまカイが、細い鎖くさりをじゃらっと投げて帯刀の手首に巻きつかせる。

　その先を己の肩と腕に巻きつけて踏ふん張り、欄干から落ちたふたりの重みを支える。帯刀にかかる負ふ担たんが軽くなる。

「この寒空に寒中水泳なんて、洒落しやれにならないよ。そりゃ皇子さまは案外頑がん丈じようで、滅めつ多たに風邪かぜも引かないからいいけどさ、と。引っ張るから、その拍ひよう子しに上がって」

　一度緩ゆるめた鎖をぐっと張られ、助走をつけた帯刀は白火を抱きかかえたまま、目の前にあった橋柱を思いっきり蹴った。

　髪かみを川風に吹ふき上がらせ、しなやかな身のこなしで橋の上に上がる。

「皇子さま、ご無事ですか!?　なんということを……!?　お怪け我がは」

「大事ない。構うな」

　駆かけ寄ってくる従者をすげなく追い払はらい、帯刀は青ざめて肩で息をしている白火を、頭から袖そでの中に包みこんだ。

「いやだ、離して！」

　落下しかけた衝しよう撃げきでかたかたと震えながらも、なおも暴れようとする儚はかない身体からだを半ば力ちから尽ずくで抱だきこみ、帯刀は声を押し殺す。

「ともかく、屋や敷しきに来よ。話はそれからだ」

　伽きや羅らの残り香のする袖に顔を覆おおわれて、前が見えない。白火が顔を上げようとすると、逆に頭を強く押しつけられた。そばに控ひかえる従者たちに聞こえないよう小さく小さく、低い声で囁ささやかれる。

「あとあと、面めん倒どうなことになるかもしれぬ。顔を上げるな──今いま更さらだとは思うが、そなたのためだ」

　白火ははっと息を吞のんだ。

　──オレの、ため……？

　その言葉の真意がよくわからなくても、気き遣づかう気配だけははっきりと感じ取れた。帯刀はもともと言葉の少ない質たちだし、そのことは白火もよく知っている。

　──どうしよう……。

　白火が襲おそいかかって隙を作り、その間に瑪瑙が腕を獲とり返す。それが当初の予定だった。

　無理だったら、ともかく逃げることを最優先にする、と蒼馬ときつく約束してきたのだけれど。

「少しの間我が慢まんせよ。ここから屋敷は近い」

　促うながされて歩き出しながら、白火はそっと、胸の合わせ目の奥にしまってある細ほそ縄なわに触ふれる。

　──使う暇ひまもなかった。

　まだまだ、修しゆ業ぎよう不足のようだった。










　馴な染じみのある伽羅の香かおりが、うっすらと部屋中に漂ただよう。

「顔を上げよ」

　逃げられないよう摑まれていた腕を解かれ促されて、白火は固く瞑つぶっていた目を恐おそる恐る開いた。

　帯刀の屋敷は広大な敷しき地ちの中にあるようで、連れて来られたのは柚ゆ木き座ざの稽けい古こ場ばと同じくらい広い、畳たたみ敷じきの座ざ敷しきだった。

　宮中にほど近い位置にこれだけの屋敷を構えていられるのはやはり、血筋ゆえのことだろう。その血筋にふさわしい財力も帯刀は兼かね備えている。

　カイが、一応心配だから朱鬼の腕の守もりをするといって姿を消し、ふたりの間に奇き妙みような静せい寂じやくが落ちる。白火も何を言っていいのかわからなかった。

　開け放たれた庭先は、しんとした静けさが耳に痛いほどだった。うっすらと築つき山やまに薄うす化げ粧しようを施ほどこし、葉の先や小石を白銀の煌きらめきに彩いろどって、鏡の粉で飾かざったような光景が美しい。

「皇子さま。失礼いたします」

　綺き麗れいに身み仕じ舞まいを整えた侍じ女じよたちが数人、それぞれに盆ぼんや座ざ布ぶ団とんを掲かかげて入ってくる。

　冷気を呼び入れる庭先の蔀しとみ戸どを下ろし、火ひ鉢ばちに火を入れ、帯刀にも白火にも乾かわいた布を広げ、濡ぬれて冷えた身体を拭ぬぐおうとする。

「あの、自分でできますから」

　帯刀が侍女からさっさと布を取り自分で肩かたや手を拭うのを見、白火も遠えん慮りよがちに侍女の手を断った。知らない人間にあれこれ世話を焼かれるのは慣れていないし申し訳ない。それに、侍女たちのほうがきっと白火より身分は上だろう。しっとりとした、荒あれたところのない指先をしている。

「呼ぶまで誰だれも来るな」

　主の命令に、言葉少ない侍女たちはさあっと波が引くように、しとやかな衣きぬ擦ずれの音をさせて去っていった。

「座れ」

「……はい」

　何事か考えこんだままの帯刀に示され、所在なく、白火は示されたふかふかの座布団の上にちょこんと腰こしかけた。侍女たちが淹いれていった香こう草そう茶が、爽さわやかな湯気を立てる。

　いくつもの燭しよく台だいに皓こう々こうと照らされた部屋の中を改めて見み渡わたして、白火は不意に首を傾かしげた。

　この座敷は綺麗に手入れされているようだが、どこか住む人の気配を感じさせない、不思議な空気が漂っている。

　──ここは……。

　何だろう。

　時の流れが止まっているような奇妙な静けさと、温かく人を迎むかえ入れる懐なつかしい気配とが混ざり合って、匂においが硬かたい。普ふ段だん使っている部屋なら、こんな匂いはしない。

　真新しい畳たたみの匂い。

　香る花の匂い。

　床とこの間に飾られた、白くふんわりとした丸い花に目を留とめて白火は気づいた。

「理由を聞かせよ。何故なぜあのような真似まねをした」

　いきなり深く切りこまれ、思わず飛び上がりかけた白火ははっとしたように帯刀に視線を戻もどした。氷の美び貌ぼうの皇子が、鋭するどく白火を見つめている。

「答えよ。理由如何いかんによっては、そなたを断罪せねばならぬ」

　そう言う帯刀の顔は苦しげで、口調も重苦しかった。

　知りたいことを訊きくために、白火はまず答える。下手へたにごまかすことは最初から考えていない。噓をつくのは苦手だ。あっというまにぼろを出して心証を悪くするより、真っ向から勝負に出たほうがましだ。

「土つち蜘ぐ蛛もの──朱鬼さまの腕を、返していただきたかったからです」

「何故だ。そなたは、土蜘蛛の一族ではあるまい」

「違ちがいますけど、でも、あの……」

「言え。隠かくし立だては許さぬ」

　帯刀の目が険しい。真実のみを探さぐり出そうとする眼まな差ざしに、白火は雁がん字じ搦がらめにされたような心地ここちを味わった。

　これもまた、一種の蜘蛛くもの糸だ。

　目に見えず人に絡からみつく。縛しばる。絡め取る。獲え物ものが逃にげ出さないように。

「私は、そなたを罪に問いたくはない。事情を知れば、救うこともできる。だから正直に申せ」

　何を、どこまで信じていいのか。

　束つかの間白火は迷った。

　白火にとっては帯刀は腕の治ち療りようを後押ししてくれる後こう援えん者のひとりでもあるけれど、朱鬼にとっては天敵のような間あいだ柄がらだ。

　討とう伐ばつする者と、される者。

「オレは土蜘蛛の一族ではありませんが、縁えんがあって……何からお話しすればいいのか、迷いますが……」

　帯刀を見つめ、両手を畳に揃そろえてつく。

「正直にお話しします。噓うそはつきません。帯刀さまはオレを、信じてくださいますか？」

「信じる」

　返答に迷いはなかった。

「ありがとうございます…………」

「時間が必要か。許す。そなたにも、心の準備というものがあるだろうからな」

　それまで険しい眼光を光らせていた帯刀が、少し口調を和やわらげた。白火が噓はつかないと明言したので、少しは安あん堵どしたらしい。

「──はい」

　白火は思案に暮れながら、目線がどうしても、先ほど目に留めた花に移っていってしまう。気になってしかたない。

　床の間に飾る花は白一色。

　可愛かわいらしく清せい楚そな印象を与あたえる丸い花は、亡なき魂たましいに捧ささげられたものだ。死者を慰なぐさめ、清める純無む垢くの色だ。

「花が気になるのか」

「はい……あの。もしかして、ここって」

「両親の座所だった」

　帯刀の両親がこの世を去ったのは、彼がまだ少年のころの話のはずだ。

　部屋というものは、使わないとすぐに傷いたむ。

　畳を定期的に敷しき換かえ花を飾らせて、帯刀はこの座敷を、両親亡き今も大切に護まもり続けてきたのだろう。

　冷れい酷こくに見えてその実、情の深い帯刀らしいと白火は思った。孤こ高こうの狼おおかみのように気高く美しく、そして本質は優やさしい人なのだ。

「そなた、その……腕うで、は。どうだ」

　帯刀の目が、じっと白火の左ひだり腕うでを凝ぎよう視ししていた。まったく動かず冷たく固まっていた腕を、帯刀は実際に見て知っている。

「はい。申もうし遅おくれましたが、その節は、お医師さまの手配をありがとうございました。まだあまりうまくは動かせないのですが」

　身に余る幸せだ、と、白火は本気で思っている。

　貴族かよほどの豪ごう商しようでもない限り、唐から渡わたりの医師に治療を受けることは難しい。高度な知識を持った医師は数も少ないので、つてがなければとても診しん察さつを頼たのむことなどできないのだ。

　それに、やはり費用はかかる。町にいる薬くす師しから薬湯を買うのがやっとの白火に、医師をあてがうよう取り計らったのは帯刀だ。

　優すぐれた技術と高価な薬を惜おしげもなく使い、一時は絶望的だと言われた左腕が、今では動かせるようになってきている。

　白火の収入では、とても医師を頼むことなどできない。それに、潤じゆん沢たくな資産と人脈のある柚木座と違い、面や衣い装しようをいちから揃え直している日にち輪りん座ざはまだまだ貧びん乏ぼうなのだ。少ない実入りをせっせと貯ためては、白火は里である日輪座に届けている。

「ええと」

　白火が、膝ひざを浮うかせながらきょろきょろと辺りを見回した。帯刀が示してくれた好意に、できることで精せい一いつ杯ぱい報むくいたい。感謝の気持ちを伝えたい。

　帯刀が、そっと手を差し伸のべた。

「どうした。寒いのか」

「いえ」

　──ちょうどいいかな。

　剣つるぎの皇子の、無む駄だな柔やわらかさを一いつ切さい削そぎ取った人差し指を、白火は左手で軽く握にぎった。

　帯刀が、ぴくりと身じろぐ。

　自由に動く右手の倍以上の力が必要だったが、しっかりとした力は帯刀に正しく伝わったようだ。

「……動いた」

「はい」

「治ってきているのだな。派は遣けんした医師から報告は受けていたが……実際に見てみると、感かん慨がい深い」

　帯刀が、白火の指先をそっと撫なでた。

　今の帯刀は、以前自分がしたことが信じられないくらいだった。この儚はかない少女を、どうして閉じこめたり、乱暴に扱あつかったりできたのだろう。

「……良かった」

　しみじみと言われて、白火は心を決める。

　どんなに説明が下手でも、帯刀はきっと最後まで聞いてくれるだろう。

　知ってほしいと思った。

　朱鬼だけが悪者なのではない。

　朱鬼を、助けたい。そのために、白火が今できることを。

「お話しします……朱鬼さまは、実は」

「帯刀！　今そこで、そちが暴漢に襲おそわれたとの知らせを受けたぞ！　鬼おにの腕を獲とり返しに土蜘蛛がやってきたそうではないか！　捕とらえたか!?」

　どかどかどか、と乱暴に廊ろう下かを駆かける音が聞こえたと思ったら、遠えん慮りよもなく襖ふすまを押し開けてひとりの少年が入ってきた。

　白火がびっくりして振ふり返ると、品の良い水色の狩かり衣ぎぬ姿の氷ひ見みも驚おどろいたように立ち止まって不意に白火を指差し、心底がっかりしたように帯刀に問いかけた。

「おい。まさか、この頼たよりないのが、あの『土蜘蛛』だというのではあるまいな？」
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　旧ふるい六角獄ごく舎しやはお役やく御ご免めんになって十年あまりが経たち、すっかり寂さびれ果てていた。半分腐くさりかけた木の床ゆかが、歩くたびにぎしぎしと軋きしんで音を立てる。

「ここは、昔は左さ獄ごくと混同していたこともあったらしい。確かに朱鬼を隠すにはお誂あつらえ向むきだが、それにしても妙みようだな」

　出来た当初は六角通りにあったので六角獄舎と呼ばれているが、何回か移転を繰くり返し、今となってはその呼び名だけが名残なごりを留とどめている。

　廃すたれた建物の中には、兵士の気配がいくつもある。

　蒼馬たちは息を潜ひそめ、気配を殺して先を進む。身を隠して進めるような抜ぬけ道が見当たらないから、見張りの気配にひたすら注意を払はらう。噂うわさ通りなら、朱鬼のいる牢ろうは通路の先に見える階段を降りた奥だ。

「どうした、蒼馬の若？」

　──人の気配が多すぎる、か……？

　蒼馬はふと不ふ審しんに思って足を止めた。

　朱鬼ひとりを幽ゆう閉へいしているにしては、流れる空気が真新しすぎるような気がして仕方ない。まるで、使われていなかった建物に、いきなり大量の人数を放ほうりこんだかのように。

[image: ]

「蒼馬の若。見張りの人数が多いから、行くなら急がないと」

「あきまへん！」

　涼すずやかな声こわ音ねが聞こえて、蒼馬と矢涼がはっとしたように振り返る。耳に心地ここち良く少し低いその声には、聞き覚えがあった。

　よほど急いで来たのか、かすかに胸を上下させた妙みよう齢れいの美女が慎しん重ちように周囲を警けい戒かいしつつ、ゆっくりと人差し指を立てて唇くちびるにあてがう。目立たない装よそおいに身を包んではいるものの、落としてくる暇ひまもなかったのか、その唇には真っ赤な口紅が塗ぬられたままだ。

「主はん。気づいてはるんと違ちがいますの？　その先は罠わなどすえ」

「花はな霞がすみ、お前」

　花街の女。歩き巫女みこの女。

　矢涼も彼女には面識がある。花霞は、しっとりと汗あせを浮かべながらも柔らかに微笑ほほえんだ。

「おふたり揃そろうておいででよおおした。余計な手間が省けますよって。ご依い頼らいの件とはちょお違うんどすけど、高たこう買こうていただける情報、お持ちしましたえ」

　そう言いながら目を光らせ、豊ほう満まんな胸の合わせ目から何か小さな袋ふくろを取り出す。

「そこにいるのは誰だれだ!?」

　階段下から上がってきた見張りの兵士が声を上げ、素す早ばやく呼び笛を高く吹ふき鳴らす。

「曲くせ者ものだ！　誰か来てくれ！　早く！」

「しまった！」

「ここは任せておくれやす！」

　花霞が、持っていた小袋の、細い先せん端たんに火をつけて兵士たちに向かって投げつける。

　爆ばく発はつするのは小さな規模で、ぶつかっても軽く火傷やけどを負う程度だが、仕込んだ煙けむりの量は半はん端ぱではない。

　花霞は素人しろうとではない。蒼馬の背中を、白粉おしろいを塗った手が軽く押す。ふわりと鼻先をかすめる、麝じや香こうの濃のう厚こうな香かおり。

「大おお江え山やまどす。うちもこのまま逃にげますさかい、急いで」

「──感謝する！」

　立ち上る白はく煙えんに噎むせた兵士たちが次に何とか目を開けたとき。

　不審者たちの姿は、綺き麗れいさっぱりと消えていた。

「逃げられたか……！　おい、誰か。帯刀さまに急使を！　鼠取りで捕ほ獲かくし損そこねたと伝えに行け！」
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　時は一刻ほど遡さかのぼる。

　お世辞にも説明がうまいとは言えない白火から辛しん抱ぼう強づよく話を聞き出して、帯刀は心中深くで嘆たん息そくした。

　──それで、いきなり乗りこんできたとは……。

　朱鬼を助けたいと思うのは、確かに白火らしいと思う。

　弱い者や困っている人間に我がことのように感情移入するやわらかな優やさしさを白火は確かに持っている。その水のように澄すんで誰をも受け入れる優しさが、案外頑がん固こで強いことも帯刀は知っている。強さ脆もろさをひっくるめてすべてが白火であり、危なっかしいところも含ふくめてそんな優しさを愛いとしいと思った。

　だが。

　──無む謀ぼうにもほどがある。

　帯刀は時々、わからなくなることがある。白火は、自分の腕うでの細さを果たしてわかっているのだろうか、と。

　衛え士じどころか、普通の男にさえ到とう底てい敵かなわないくらい非力なくせに、どうしてこうも無む茶ちやなことばかりをするのだろう。この少女の想おもい人は、何故なぜ止めなかったのだ。

　先ほどカイが氷見を連れ出していったので、今はこの座ざ敷しきに白火と帯刀のふたりだけだ。

　あの少年についても頭が痛いのだが、それはこの際少し脇わきに置いておくことにする。考えることは山積みだが、ともかく目の前のことに集中したい。夜もだいぶ更ふけてきた。

　普ふ段だんあまり喋しやべるほうではないので話し疲つかれ、座ざ布ぶ団とんの上でぐったりとしていた白火も、ゆっくりと顔を上げた。

　事情は説明した。隠かくしておきたいこと以外は、すべて打ち明けた。だが、帯刀の本当に知りたいことには、まだ答えていない。

「大体の事情はわかった」

　人ひと払ばらいをしてあるものの、話題が話題だけに話し声はどうしても小さくなる。

「だが、白火」

　火ひ桶おけの火が爆ぜるのをじっと見下ろし、帯刀は一度唇を引き結んでから続けた。

「褒ほめられたことではないと、わかっているか。そなたも、その朱鬼とやらもだ」

　わかっている。

　わかっていても、迷わなかった。

　白火は、まっすぐに帯刀を見上げる。

　帯刀の青みがかった眼まな差ざしが、じっと白火を見み据すえている。

「朱鬼さまは、確かにやり方を間ま違ちがえたと思います。蒼馬さまもそう言ってました」

　蒼馬の、苦々しそうな声が耳に蘇よみがえる。

　──やり方がまずすぎるんだ、あの馬ば鹿かは。

　好き放題に暴れ回り、被ひ害がいは大きい。あの老人のように、朱鬼のことを憎にくんでいる者はきっと少なくない。

「公平に見れば、悪いのは朱鬼さまかもしれません」

「かもしれないのではなく、土つち蜘ぐ蛛もは『悪』だ。治安を乱し、人々を惑まどわせた罪は重い」

　生き一いつ本ぽんなその言い方に、白火は思わず笑ってしまった。

　この融ゆう通ずうの利きかなさは、本当に帯刀らしい。

「それは京の見方でしょう？　朱鬼さまたちだって、追われ、つらい思いをしてきたんです」

　思い出す。

　討とう伐ばつ隊の衛士たちが、白火を土蜘蛛の一味だと言ったときのあの眼め。

　躊躇ためらわず斬きり捨て、蔑さげすむ感情でいっぱいだった。野の鼠ねずみを捕とらえる鷹たかでさえ、獲え物ものにはもっと敬意を払うだろうに。

「『京に罪がないとは言わせない』──と」

「誰がそのようなことを」

「朱鬼さまです」

　確かにその通りだ。

　京という突とつ出しゆつした場所を作り国をまとめ華はなやかに花開いていくためには、時の帝みかどにまつろわぬ土蜘蛛という一族そのものが邪じや魔まだったのだ。国の繁はん栄えいのために、京は土蜘蛛をわざと贄にえにした。ある意味で彼らは被ひ害がい者しやだ。それは帯刀も認めている。

「確かにそうかもしれぬ。清きよらでしかない京など存在しない。だが私は、土蜘蛛討伐の命を受けた。受けた以上は、全まつとうするだけだ」

「それでも、どうしても。朱鬼さまが殺されるのは、黙だまって見ていられないんです。知っている人、大切な人が殺されるのはいやです。朱鬼さまに殺された人がいることもわかっているつもりです。だからこそ」

　そこで白火は、一度大きく息を吸いこんだ。

「朱鬼さまは殺されるのではなく、生きて、自分のしたことを見ないといけないと思うんです。朱鬼さま、オレに対して優しかったから、処しよ刑けいなんてされてほしくないっていうのはオレの単なる希望で、わがままかもしれません」

　どれだけ考えても、結局ここで堂どう々どう巡めぐりになってしまう。

　朱鬼が殺されるのだけは、いやだ。どうしてもいやだ。

　それだけを心に決めて、ほかのことにはもう迷わない。迷えばわからなくなる。

「それに」

「それに？」

「朱鬼さまを殺せば、また、同じことの繰くり返しになると思うから」

　土蜘蛛の恨うらみは根深い。

　朱鬼が処刑されれば、報復に燃える輩やからがまた京を襲おそう。永遠に終わることのない憎しみの輪りん廻ねは、途と切ぎれることを知らない。

『土蜘蛛』のささがに姫ひめのように許すことはできない。すべてを受け入れるには、人間は小さく、そして弱い。

「すっぱりと割り切れるものではないと……割り切っていいものではないと、思うから」

　だからこそ、永遠に続く悲しみと憎しみに、戦いを挑いどむのだ。

　愚おろかで馬鹿で手がつけられなくて、けれどどこかすなおで、見捨てることのできない、優しい生き物。

　それが、人間なのではないかと思うのだ。

「それが、そなたの答えか？」

「はい」

　帯刀にじっと見下ろされ、白火も眼をそらさない。

　──やはり、そなたは希け有うな女だ。

　高貴な青年の怜れい悧りな双そう眸ぼうの奥に、狂くるおしい熱が宿って氷を溶かす。

「白火。そなたは、私の言ったことを覚えているか」

「え？」

「私がそなたを愛おしく思っている、と」

「それ、は……」

　芯しんに琥こ珀はくを埋うめこんだ綺き羅らの双眸が、戸と惑まどいに揺ゆれる。

「オレは、お答えしたはずです」

「わかっている。だがそなたは、男の心のうちというものがわかってはおらぬようだ」

　強い眼差しに縛しばられ、白火は居い心地ごこちの悪さに、もぞ、と膝ひざを動かした。

　このままここにいてはいけないと、考えるより先に本能が告げている。それを見み越こしたかのように、長い指先が白火の手首を絡からめ取った。あっという間に引き寄せられ、端たん麗れいな美び貌ぼうが間近に迫せまる。

「……っ」

　眼をそらさないまま、燃えるように熱い熱が手の薄うすい皮ひ膚ふを通して流しこまれる。蒼馬の身体からだもいつも熱いのだけれど、この皇子の場合、見た目が冷たいだけにその熱が意外なほど熱くて驚おどろく。

「あの男の命を助けてやる代わりに、そなたを差し出せと言ったら……どうする」

　びくり、と華きや奢しやな肩かたが怯おびえたのも意に介かいさず、帯刀は続ける。

「そなたが今後私以外の男を見ず、私だけのものになるというのなら──助けてやってもよい。それくらいの便べん宜ぎは図はかってやろう。それがそなたの心からの願いだというのならな」

「帯刀さま!?」

　信じられないというように白火が目を瞠みはる。

　蜂はち蜜みつにも似た色の瞳ひとみには驚きよう愕がくがいっぱいに詰つまっていて、見ている帯刀の心がつきりと痛むほどだった。それでも氷の美貌は何の表情も浮うかべない。

「あやつの命と引き替かえに、そなたを我がものにするのは容易たやすい。そなたがどれほど抗あらがおうと、力ではそなたは私に勝てぬ。……私がそなたに何をしたか、忘れたわけではあるまい」

　以前の帯刀ならば、そうしていただろう。目的のためには手段を選ばず、もっとも効果的な方法を選んで、そこに私情は挟はさまない。どこまでも冷静に冷れい酷こくに、目的のためにことを運んだに違ちがいない。

　か細い体たい軀くを抱だき締しめる。

　わざと、白火に初めて触ふれたあの夜を思い出させるように強ごう引いんに頰ほおを寄せて、桜色の耳たぶに吐と息いきを吹ふきかける。帯刀の腕うでの中にすっぽりと収まって、本当に華奢な身体だ。逃にげ惑おうとする顎あごを捕らえ、ゆっくりと唇くちびるを指先で撫なでる。

「白火、そなたが愛いとおしい……」

　白火を得たい気持ちは変わっていない。蒼馬から引き離はなして一時は悲しませることになっても、全ぜん霊れいで愛し、幸せにしてやれる自信はあった。

　そんな心の揺れ惑いからついつい衝しよう動どうを押し殺せなくなった帯刀の胸を、白火が渾こん身しんの力で押しのけた。

　圧あつ倒とう的な力の差があるので、実際はほんのわずかに離れただけだけれど。

「白火？」

　閉じこめる腕の中から白火が帯刀を見上げ、喘あえぐように唇を開く。

「オレは、帯刀さまを……信じています」

　二度と傷つけるような真似まねはしないと、優やさしい眼をして言った。約束してくれた。

「白火？」

「オレの知ってる帯刀さまは」

　閉じこめられ、怖こわい思いも、つらい思いもしたけれど。

　それをすべて乗り越こえて、優しい誓ちかいを立ててくれた。

「卑ひ怯きようなことだけは、したことがないんです」

　薄はく氷ひようの双眸が、ただじっと白火を見下ろす。

「……………………」

　帯刀はしばらくの間無言で白火を見つめ続け、その沈ちん黙もくに耐たえるのは、白火にとってはとても恐おそろしいことだった。

　いくら気持ちを落ちつかせようとしても、心は帯刀が以前したことをはっきりと覚えている。

　こうして会うまでは忘れていられた感かん触しよくは、無む理り矢や理り引き出されてしまった。

　──怖い、けど。でも。

　這はい上ってくる震ふるえを、帯刀に悟さとられないように必死になって我が慢まんする。

　伽きや羅らの香かおりの中に閉じこめられていると、嫌いやでも思い出してしまう。

　剣けんを持つしなやかな指も、薄く酷こく薄はくな印象のある唇も、白火に容よう赦しやなく触れた。

　今ほど、蒼馬にそばにいてほしいと思ったことはない。

　──蒼馬さま……！

　祈いのるように、その名を呼ぶ。

　その声にならない叫さけびが聞こえたのか。

「……そなたには敵かなわぬ」

　ふっと、帯刀が視線を緩ゆるめた。張り詰めていた空気がほどける。

　帯刀が、そっと手を離す。

「怯えさせてしまった……すまぬ。あれは戯ざれ言ごとだ。忘れよ」

　違う──本当のことだった。

　この皇子はまだ、白火のことを愛し続けてくれているのだ。

　その真実さえ、白火を怯えさせるのなら噓うそだと取り繕つくろおうとする不器用な優しさが、白火の胸に痛かった。

　黙だまってふるふるっと首を振ふると、冷静で知られた皇子が、えもいわれぬような優しい微笑ほほえみを浮かべる。

「そなた、少し気き丈じようになったな」

　白火が、自分を信じてくれた──そのことに、帯刀は身の底から震えるような感動を覚えていた。

　覚かく悟ごのほどを知るために、半分本気でわざと非情なことを言ったが、逃げることなく向き合い、最上の答えをくれた。

『帯刀さまを……信じています』

　信しん頼らいされているのなら、それにふさわしい自分でありたい。

「私は、もう二度とそなたの心を無視するような真似はしないと誓った。覚えているか？」

「はい」

「そのことを、誇ほこらしく思う」

　怖がらせてしまった詫わびの印に、と、ひょいと左手を取り、唇で薄うす紅べにの爪つめに軽く触れる。

　あたたかなぬくもりも真水のほのかに甘い香りも、帯刀の愛する少女は、何ひとつとして変わっていなかった。

　だからこそ愛しい。

　守りたい。

　帯刀は、優ゆう雅がなしぐさで立ち上がり、襖ふすまに手をかけた。

「床とこを用意させよう。もう休むがいい。話の続きは明日にしよう」
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　自室に戻もどるなり、帯刀はどっと疲つかれを覚え、磨みがき上げられてつるつるとした柱にもたれかかるようにして少々品悪く腕を組んだ。対する少年も、行ぎよう儀ぎの悪さでは負けてはいない。

「お、もう話は済んだのか？　邪じや魔まかもしれぬと思って、わざわざこちらで待っていたのだぞ。気が利きくであろう？」

　気が利くも何も氷見を連れ出したのはカイなのだが、そこら辺は一いつ切さい気にしていないようだ。

　帯刀を待ちながらこの年下の従弟いとこは床ゆかに敷しかれた敷しき物ものの上に腹はら這ばいになり、思いっきりだらしない姿勢で本を読んでいた。

　突とつ然ぜんやってきた氷見に聞きたいことは色々ある。帯刀は、大きなため息をついた。

「……なにゆえここにいる」

「だーかーらー、気を利かせて」

「違う。そうではない」

　誤ご魔ま化かされはしない、というようにちらりと睨にらむと、氷見が起き上がった。

「昼間の謁えつ見けん程度で、余が満足するとでも思っておったか？」

　ちらり、と楽しげに氷見の瞳が躍おどる。

　きらきらと悪戯いたずらっぽい光はこの少年によく似合うが、そんなものでは懐かい柔じゆうしきれないほど、帯刀の眉み間けんには苦く悩のうのしわが寄せられていた。

「そんな軽はずみなことが、許されると思うか」

「ふむ。叱しかられるであろうな、側近どもにばれたら。だからばれねばよいのだ。案ずるな。ちゃんと、しばらく騙だまくらかせる程度の身代わりは立ててきたぞ。安あん堵どせい」

「それの、どこをどう好意的に受け取れば、安堵できると」

「それよりも、あのこざっぱりとした身なりの子供は何者だ？　そちとは知り合いのようだが。少年のわりに、随ずい分ぶん愛らしい顔立ちをしておったな。すなおそうだったし、側そば仕づかえの小こ姓しように取り立ててもよいくらいだ。少なくとも、目の保養にはなるだろう」

　ああいう弟がいれば楽しかったであろうな──ふむふむと楽しそうに頷うなずく少年に、帯刀はそっと言い添そえた。

　この少年は何事も即そつ決けつするのだ。さっさとことが運ばれ、白火を小姓にされてはかなわない。

「待て。あのような姿をしてはいるが、白火はれっきとした女だ」

「女……？　あれが、女!?」

　氷見は極ごく上じようの衣ころもで着き飾かざり、白粉おしろいで素す肌はだを隠かくした匂におやかな、見目良い女たちしか見たことがない。

「あんな、色気も素そっ気もない格好をした者がか？　御幸みゆきの際に見かけた女たちでさえ、もっと愛らしい格好をしておったぞ？　大体化け粧しようもしていなかったではないか」

「誰だれがなんと言おうが、あれは女だ。あれ以上に女らしい女を、私は知らない」

「帯刀……？　まさか、そち」

　少し年かさのこの従兄いとこ皇子は、最近まとう雰ふん囲い気きが随分と変わった、という話は昨日したばかりだ。

　孤こ高こうを貫つらぬき、他人を決して寄せつけようとせずにどこか投げやりだった壁かべが取り払はらわれ、柔やわらかな物言いをするようになった。

　以前ならば、いくら血が近くとも必要な話以外は一切しようとしなかったが、今は私的な場所であれば、少し打ち解けた話もする。

　この口が重い従兄が訥とつ々とつと語る話を、ただじっと聞くのが好きだった。帯刀は、彼のことを無む闇やみに褒ほめ称たたえない。その代わり、子供のくせにと陰かげ口ぐちを叩たたかない。その平らかな態度が心地ここち良いのだ。

　帯刀の表情が優しくなった理由など、十五の少年でも簡単に察せられた。

　だから昨日散々ごねてみたのだが。

　──まさか相手は、あの子供だというのか？

「そちの心を射止めたのは、天てん女によもかくやの美び貌ぼうの姫ひめか、玉たま藻もも真っ青になるような傾けい国こくの美女かと心躍らせておったのに……！」

　色々と想像を膨ふくらませていたらしい氷見の勢いは止まらない。

「今まで重臣たちに幾いく度どとなく自分のところの姫と結けつ婚こんしろと詰つめ寄られ、女官たちにも婿むこがねの最さい高こう峰ほう、非の打ち所のない美貌の皇子さまと言われながら、『いやーん、でも、どなたかの御夫君になられた皇子さまのお姿なんて見たくなーい！　永遠に憧あこがれの君でいてほしいわ～！』と詰め所できゃーきゃー騒さわがれていたそちが！　並居る宮中の美女たちの秋波をも見事なまでにそっけなくかわし続け陰かげで泣かせ続けてきたそちが、あのような子供に恋こいしたなどとは信じられぬ！　大体そち、ぼん、きゅっ、ぼんの大人の女が好みではなかったのか!?　今までの相手は皆みなその系統であろうが!?」

「いったいどこからそういう情報を集めてくる……」

　ふとめまいを覚え、帯刀は眉間を指先で揉もんだ。

「ふふん。これぞうちの女官たちの恐るべき情報収集能力だ。恐れ入ったか」

　胸を張った氷見が、次の瞬しゆん間かんはっと身を引く。意志の強そうな曲線を描えがく眉まゆが跳はね上がった。

「もしやそち……っ！　そういうことか？」

　ずささっと膝ひざを使ってあとずさり、壁にびたっと貼はりつく。

「え」

「いかなる美女に言い寄られようともすげなく断り続けたのは、もしや、意中の者が女ではなかったからか!?　宗しゆう旨し替がえしたのか!?」

「な」

「それとも美女好みは初めから偽いつわりで、もともとそっち方面であったのか～!?　ということは、余のような美少年は格好の餌え食じき？　余は今、もしかして貞てい操そうの危機か!?　幼いころより親しくして油断させておいて……！　けだものだな、そちという男は！　最低だ!!」

「…………」

　氷見の絶ぜつ叫きよう絶ぜつ叫きよう大絶ぜつ叫きよう、を勢いに吞のまれ聞いていた帯刀が、うつむいたまま、ふいに手だけを動かした。腰こしに佩はいた長ちよう剣けんの柄つかがかちりと鳴る。

「最後に、遺ゆい言ごんがあれば聞こう……」

　剣つるぎの皇子と呼ばれる帯刀の本気は半はん端ぱではない。

「よしっ。遊びはここまでだ。さあ、本題に戻るとしよう」

　氷見が、器用にも一いつ瞬しゆんにして表情を真しん剣けんに改めて向き直った。

　募つのる怒いかりを力ちから尽ずくで押さえこみ、帯刀も仕方なく鞘さやから手を離はなす。

　氷見のこの性格は、ひねくれなければ生きていけない育ちが見事に反映してしまったとしか思えない。

　とても自分と同じ血が流れているとは思えないほど、氷見の口はよく回る。普ふ段だんから口数の目立って少ない帯刀など、時折感心してしまうほどだ。けれど、所しよ詮せんは子供の戯ざれ言ごとだと片づけるには、少々質たちが悪い。

　それでも結局は許してしまう辺り、帯刀はこの従弟に甘いのかもしれなかった。

　──どちらにせよ、相手をしていると疲れる……。

　はーっと吐はき出される吐と息いきを背後に聞きながら、氷見が声の調子を変える。

「案内せよ」

　がらりと。

　そこにいるのは、もはやただの少年ではない。眼まな差ざしをわずかに眇すがめただけで、帯刀もすぐに応じて臣下の礼を取る。

「御ぎよ意い」

　立ち上がった少年が、返事を待つことなくすたすたと歩き出す。命じることに慣れた傲ごう慢まんな物言いは、少年の身に染しみついている。この生き方しか知らず、ほかの生き方を知るつもりもない。だから、その生き方を極きわめるしかない。

「読んでみたぞ」

「……ほう」

　先ほど氷見が読んでいた本の表紙をちらりと見せられ、帯刀は納なつ得とくした。帯刀の書庫から取って来たのだろう。能に関連する書物は帯刀も、白火に出会ってから集めた。

「単なる化け物であれば退治して話が済むが、今回はそうもいかぬ」

「土つち蜘ぐ蛛もに会って、どうする」

「決まっている。話がしたい。宮中では魔ま除よけの呪まじないやら祈き禱とうやらで抹まつ香こうくさくて、ろくに話を聞くこともできぬ」

「そうか」

　そのためにやってきたのかと、帯刀は納得する。

　京の貴族たちというものはどうしてか、時々ひどく迷めい信しん的になることがあるのだ。

　土蜘蛛が現れたときも天変地異の前まえ触ぶれだの不ふ吉きつな予兆だのと怯おびえて騒ぎ立て、結局神仏に縋すがるだけで有効な手段を取ろうとはしなかった。討とう伐ばつが遅おくれたのも、すべて祈いのれば何とかなると信じていた輩やからがその事実を氷見に奏上しなかったからだ。

「べたべたと札を貼られまくった片かた腕うでを眺ながめても、知りたいことなど何ひとつわからぬ。聞こうにも、皆みな怖こわがって腕うでを直視すらせぬ。女たちならともかく、男たちまでもが腕を見ただけで失神する始末だ。まったく不ふ甲が斐いない。あきれ果ててものも言えぬ」

　確かに、と帯刀は頷く。

　昼中に宮中で、土蜘蛛討伐の証あかしとして朱鬼の腕が披ひ露ろうされたのだが、そのときはまるで魔ま物ものが現れたかのような騒そう動どうぶりだった。

　そもそも帯刀が朱鬼の腕を保管しているのも、他ほかの誰もが怯えきって辞退したせいだ。単なる貴族ならともかく、宮中の獄ごく舎しやの長官や高名な僧そう正じようまで泡あわを吹ふいて倒たおれてしまい、しょうがないので引き受けただけのことだ。

　いくら討伐隊の長といっても、ここまでする義務はない。

　承しよう伏ふくしきれない少年が、ぶつぶつとぼやく。

「大体、腕ひとつでなにゆえそこまで怯えなければならぬのだ。己おのれの腕を見たことがないのかあやつらは。理解に苦しむ」

　帯刀に通じるところがあるとすれば、この剛ごう胆たんさかもしれない。

　帯刀も氷見も、見えないものは信じない、徹てつ底ていした現実主義者だ。鬼おにであろうと元は同じ人間を、何故なぜそこまで怖こわがらなくてはいけないのかわからない。土蜘蛛に限らず、罪人など飽あきるほど見てきている。

「余がひとりで調べるにも限度がある。ならば、直接当人に話を聞いたほうが早かろう。そちから見てどうだった？　『土蜘蛛』は」

　与あたえられた蔑べつ称しよう。

　それがすべてを物語っている、と氷見は思う。

　人でありながら人と呼ばれず、貶おとしめられ、狩かられ、殺される。

　能ではそれを鬼おに退たい治じとして痛快に描いているが、それはあくまで作り話だ。現実はもっと血みどろでやるせない。氷見の目指すものとは違ちがいすぎる。

　氷見は、その隙すき間まを埋うめたい。

　誰だれかが泣いて、その犠ぎ牲せいを受けて成り立つ平和は、きっと真実の平和ではない。世界が望むものはきっと違う。

　訊たずねられ、帯刀はふと言葉を探して迷う。

「──まさに、『土蜘蛛』としか」

　理解できない熱情に支配された、荒あれ狂くるう獣けもの。それが、朱鬼の第一印象だ。

「そちが言うからには、それなりであろうな。おもしろい。何でも、大層な剣の遣つかい手だというではないか」

「飼い慣らすには向いていない」

「さあ？　それは、やってみなければわからぬ。多少荒あらくれていても、牙きばさえ抜ぬいてしまえばおとなしくなる獣は多い」

「……悪あく趣しゆ味みな」

「ふん」

　少年の手が、そこにはない扇おうぎをぱちりと鳴らすようなしぐさをした。日ひ頃ごろ好んで使うのは飾かざりを省いた檜ひ扇おうぎだが、今は手もとにない。つい、癖くせが出てしまったらしい。

「まだまだ、周囲は安全とは言えぬからな。手て駒ごまは多すぎても面めん倒どうなだけだが、強い敵ほど、味方に引き入れて心強いものもあるまい？」

「え～、それ本気で？　俺、いやだな、ああいうの。無む駄だに熱くて」

　ひょっこりと現れたカイが、自然と会話に混ざる。主君筋相手に敬語を使うこともなければ、へりくだることもしない。自由な振ふる舞まいを許されているせいだ。

　カイを縛しばるのは、たったひとつの契けい約やくのみ。それ以外は関係ないし必要ない。

「暑苦しい？　むしろ、うざいっていうの？　ああいうの」

　鼻の頭にしわを寄せたカイに、帯刀がかすかに目を瞠みはる。カイがここまで嫌けん悪おの感情を露あらわにするのは、相当に珍めずらしいことではないだろうか。

　少なくとも、今まで見たことはない。

「土蜘蛛には、白火が肩かた入いれしている」

「あ～、余計に許せないね。姫ひめさん、見捨てるとか見殺しとかって苦手そうだしね。てか、姫さん、なに浮うわ気きしてんの？　あの芸人の男前さんはどうしたの？　あ、もしかして皇子さま今好機？　押せ押せでいっちゃう？」

　帯刀は、ほとほと困り果てたようにつぶやいた。

「……少しの間で良いから黙だまれ」










　白火は、座所の真ん中に敷しかれたふかふかとした褥しとねに身を埋うずめていた。

　枕まくら元もとの漆うるし塗ぬりの盆ぼんには小さな香こう炉ろが置いてあって、ぐっすりと眠ねむれるよう、柔やわらかで優やさしい花の香かおりがする。香こうは絹の滑なめらかな褥にも焚たきしめてあって、残のこり香ががきつくなく、白火が身じろぎするたびに鼻先をくすぐるように香り立つ。

　水差しに張った水には黄色、白、赤あか紫むらさきの菊きくの花を浮うかべて香りを移してあった。

　もう過ぎてしまったが、重陽の節句には菊の花に真綿を被かぶせ、朝あさ露つゆを吸ったその真綿で身を清めると、老いを拭ふき取ることができると言われている。その日には、菊きく酒ざけを飲んだり、菊を浮かべた風ふ呂ろに入ったりもする。

　老いをはね除のけるという効能のせいか、宮中の姫から村娘むすめたちまで、女性が好んで行う行事の真似まね事ごとのつもりなのだろうか。菊の香りの水は、さっぱりとした味わいだ。

「邯かん鄲たんの枕まくらの夢──か」

　重陽の節句は異国の故事から来ており、『菊きく慈じ童どう』という能にもなっているから白火もよく知っている。

「枕の夢は夜もすがら」

　寝ねつけなくて、小さく謡うたいを口の中で転がす。謡は物心つく前から身近にあって、白火にとっては心を落ちつかせてくれる子こ守もり歌うたのようなものだ。

　こまやかに世話を焼いてくれるのは間ま違ちがいなく屋や敷しき勤づとめの侍じ女じよたちなのだが、その気配をふと感じることはあっても、決して姿は見えない。帯刀の計らいだ。

『この座ざ敷しきからは出るな。あやつの腕を預かっているので、警備が物々しい。下手へたにうろつくと抜ばつ刀とうされる。わかったな』

　帯刀は言葉少なにそう説明してくれたけれども、彼なりに白火を護まもろうとしてくれていることに、さすがの白火も気づいていた。その証が、今のこの透とう明めいな繭まゆのような静かな空間だ。

　けれど。

　あることに気づいて、白火は寝つけない。

「もしかしたら、だけど」

　もぞもぞ。

　寝ね返がえりを繰くり返しても胸のこのどきどきとした動どう悸きは収まらなくて、白火はそっと褥から滑すべり出た。

　それはもう直感としか言いようがなかった。

　理由はないけれども、理り屈くつよりも先に五感がざわめく。この種の感覚は、無視してもいいことはあまりない。むしろ、昔から幾いく度ども助けられてきた。

　こうなったらもう、じっとしてはいられない。

「よしっ！」

　考えるより動くほうが先だ。弾みをつけて勢いよく起き上がる。

　そばにあった座ざ布ぶ団とんを丸めて褥に突つっこみ、上から掛かけ布団を被せて、白火が寝ているように見せかける。これで、侍女たちが様子を見に来てもしばらくは時間を稼かせげるはずだ。

　こうも気き遣づかってくれる帯刀に対しては、申し訳ないことだと思うのだけれど。

「……帯刀さま、ごめんなさいっ」

　どこにいるのかもわからない青年に向かってぺこっと小さく頭を下げて、白火は部屋を出た。ここは帯刀の屋や敷しき。他の誰もが恐おそれて見ようともしない、朱鬼の腕を護る屋敷。

　腕を預かる場所には、もしかしたら朱鬼本人も。










「確かにこれは、『土つち蜘ぐ蛛も』という感じだなあ。……うん、そちの言う通りだ、帯刀。これでこそ、想像していた通りの『土蜘蛛』だ。安心したぞ」

　──どないな想像しとってんな……。

　開口一番のんきにそう言い放った少年を、朱鬼は思いっきり胡う散さん臭くさそうにじろりと見やった。別に、彼が来たからといって暴れるのをやめるほど殊しゆ勝しようなつもりはない。

　けれども、その朱鬼が思わず一いつ瞬しゆん黙だまってしまうくらいに、帯刀を伴ともなって訪おとずれたその少年は『異質』だった。

　見張りの牢ろう番ばんたちは人ひと払ばらいされ、帯刀だけが氷見を守る位置に立っている。

「肌はだが黒いのは陽ひに焼けたからではなく、もとの色素が濃こいのか？　冬でも白くはならぬのか？　日焼けするとどうなるのだ？」

　──この餓が鬼きが、帝みかどやて？　何で帝がこんなところに来んねん。

　小生意気そうな目を興きよう味み津しん々しんに煌きらめかせているこの少年が、この国を統すべる帝だと聞かされても、何故なぜかあまり信じたくない。

　暴れていた際に口の中でも切っていたようで、朱鬼は血の混じった唾つばをぺっと吐はき捨てる。

「帝やら皇子やら言うても、案外暇ひまなんやな。こんなところで油売っとってええんか」

　雅みやびな言葉など知らないから使えない。使うつもりもない。

　土蜘蛛は、自分たちが生まれ育ったり長く住んだりしたあちこちの土地の言葉が混ざる。それが、自分たちを受け入れてくれた土地への愛着の証あかしであり、誇ほこりだ。

「そちに、他人のことを案じている暇があるのか？　今は己おのれの心配をしたほうが良いのではないか？」

「阿あ呆ほうか。こちとら、処しよ刑けいが決まってんで。これ以上何の心配せえっちゅーねん。けったいなやっちゃな。処刑もあまり地味にしいなや。俺は派手好みや。地味なんも湿しめっぽいんも趣しゆ味みやない」

「ふむ……見た目通り、頑がん丈じようそうだ。身も心もな」

　腕を切り落とされた右みぎ肩かた、鞭むちで打たれた傷のほかにも、朱鬼の全身はあちこち傷だらけだ。捕とらえられてからというもの繫つながれ暴れ続けたせいで、無ぶ精しようひげも伸のび、たった数日でげっそりとこけた頰ほおの線が鋭えい角かくだ。

「ちょうどええわ、飯食わせ。このままやったら、首斬きられる前に飢うえ死じにするわ」

「食事は与あたえるよう指示してあるはずだが？」

「時々口ん中に突っこまれるけどな。足りるかあんなんで。もっと精のつくもん食わせろ。肉が食いたい。焼かんでもええ。がっつりしたもんが食いたい」

「ふむ……考えておこう」

　氷見が、おかしそうに口もとを綻ほころばせる。

　奇き異いな眺ながめだ、と帯刀は思う。

　氷見が何をしたくてここを訪れたのかは、帯刀は知らない。正しいことであれば従うし、間違っていれば諫いさめて止やめさせる。それだけだ。

　けれど──処刑する土蜘蛛の頭目を前に氷見が何をしたいのかが、いまいち帯刀には読めない。彼の護るべき京を襲おそった者と対たい峙じしているにしては、氷見は寛くつろいでいるような気がする。振ふりではなく心底から、朱鬼という男に興味を惹ひかれているようだ。

　もともと奔ほん放ぽうで恐れ知らずな少年だから、それも頷うなずけるのだけれど。

「お客さんだよ。千せん客きやく万ばん来らいだね、土蜘蛛の兄さん」

　なにやら困ったように苦笑いしながら、カイが腕を摑つかんで連れてきたのは白火だ。

　座敷を出て広く長い廊ろう下かをさまよっているところであっさりと捕つかまった白火が、恐る恐る中の様子を見て、ぱっと喜色を浮かべる。

「朱鬼さま！　やっぱりここにいた！」

「白火!?　何でここにおんねん！」

「やはり来たか。あのままおとなしくしているわけはないと思ったが……」

　帯刀が嘆たん息そくする。

　白火のこういう際の抗あらがいっぷりは、夏にたっぷりと見ているから知っている。

「あと、お知らせ。……っと、その前に、邪じや魔まだねあれ」

　カイが、抜ぬく手も見せずに懐ふところから何かを取り出し、明かり取りの窓に向かって投げつける。格こう子しに当たりもせず突き抜けた礫つぶては、天の柔らかな腹に勢いよく当たった。

　ぎゃ、とかん高い鳴き声のあと、重い羽ばたきの音が聞こえる。

「てめえ！　何さらす！」

「今の……もしかして天ですか!?　カイ！」

「大江山がさ」

　窓の下に駆かけ寄ろうとした白火の腕を捕らえて離はなさないまま、朱鬼のぎらつく怒いかりの眼まな差ざしも受け流して、カイが告げる。

「きな臭くさいことになってるみたいだよ。もうすぐ早馬で知らせが来る。どうする、氷見さま？」

　大江山と言えば、朱鬼たちの根城があった場所であり、土蜘蛛たちの代名詞でもある。

「大江山か……」

　氷見が、懐に入れていた本を抜き取り、朱鬼の足もとに放ほうり投げた。

　ばさりと開かれて落ちた本の紙の白さが、闇の中に浮かび上がる。

　その頁に、ぬめるような漆しつ黒こくの墨すみでくっきりと記されているのは『土蜘蛛』だ。




　──怒いかれる鬼おにの首打ち落とし

　　　大江の山をまた踏ふみ分わけて

　　　都へとてこそ　帰りけれ


（「土蜘蛛」より）






　土蜘蛛が討とう伐ばつされる物語。

　今回もまたその結末になるのかは、まだ誰だれも知らない。

「さて、どうしたものか……」

　氷見が、ゆっくりと首を捻ひねって束つかの間考えこむ。

　ここにいる人間は皆みな、何かしら大江山に関かかわりを持つ者たちだ。

　大江山の鬼とその知ち己き。

　討伐隊の皇子と、その影かげ。

「騒さわぎになる前に抑おさえねばなるまい？　混乱は好まぬ。余には、この国を守る義務がある。行くとしよう。すべての混乱の生まれた場所──そして、集結する場所へな」

　この国の頂点に立つ少年帝みかどは、おもしろそうに目もとを笑えませて、戯たわむれのようにふと口ずさんだ。

「葛かつら城ぎの　山は静かに眠ねむるとも」

　眉まゆをぴくりと動かして反応した白火が、そのあとを静かに引き取る。

「──岩屋の中は　蜘蛛くもの古巣よ」


（「土蜘蛛」より）
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　先程までちらついていた雪もやんで冬の星の瞬またたく夜に、大江山の麓ふもとは燃え上がるような熱気を放って騒そう然ぜんとしていた。

　大勢の土蜘蛛たちがいきり立ち、京へ攻せめこもうとして蠢うごめく。それぞれ思い思いの武器を持ち、瞳ひとみに炎ほのおを燃え盛らせて。

「朱鬼が捕まった。我らの仲間が捕まった」

「このままでは殺される」

「京を焼け」

「朱鬼を奪うばい返し、我らを貶おとしめた者たちを殺せ」

　それぞれに配下を従えた土蜘蛛の頭かしらたちが、目をぎらつかせ、荒あらい呼吸を繰くり返す。

　その前で、瑪瑙はこの騒ぎに混乱しながらも、必死の説得を続けていた。

　──何故なぜいきなりこんなことになっているんだ!?

「お待ちください、藍あいの頭、鬱う金こんの頭！　今騒ぎを起こせば、お頭の命が危ない！」

「止めるな瑪瑙。朱の頭の右みぎ腕うでといえど、その権限はお前にはない」

「紅！　私が留守の間、何としてでも引き留めろと言ったはずだ！　何をしていた！」

　瑪瑙の腕には真新しい傷がある。

　朱鬼の腕を奪だつ還かんするために、瑪瑙は仲間のもとを離れた。その途と端たんに騒ぎは大きくなり、今や大江山全体を揺ゆるがせている。

　瑪瑙が叫さけぶと、血の色をした双そう眸ぼうの少女は手に抜き身の刃やいばを握にぎり、表情のない顔で京の方角を見つめていた。

　火種は、この少女だった。血気盛んな一族を引き留めることなく、むしろ煽あおった。

　頭たちに懇こん願がんした。

　京を討うって。焼き滅ほろぼして。

　根城を焼き落とした報むくいを、京に。

「ごめんなさい。でも私は、こうするしかなかったの」

　生まれつき色素を持たない紅。

　その生まれゆえに親の顔も知らず、その容姿ゆえに誰からも受け入れられなかった。髪かみや瞳の色が違ちがうというだけでのけ者にされた。

　でも、土つち蜘ぐ蛛もは受け入れてくれた。生きる術すべを教え、仲間と認めてくれた。初めて、『帰る場所』をくれた。忌いまれ続けてきた髪を綺き麗れいだと褒ほめられ撫なでられ、それがどれだけ嬉うれしかったか、京の人間にはわかるまい。

　ようやく手に入れた、たったひとつの故郷である根城を焼かれて、頭である朱鬼を捕らえられて、許すことなど到とう底ていできない。

「やっと見つけた居場所を奪われて、許すことなどできなかったの……！」

「その通りだ。我らの怒りは間ま違ちがっていない。退どけ、瑪瑙」

　猛たける獅し子しのように肩かたをそびやかした頭たちを前に、瑪瑙は引き下がらなかった。

　鞘さやから剣けんを抜き放ち、腰こしを軽く落とす。

　言葉で諫めても無理なのなら、力ちから尽ずくで黙だまらせるしかない。無む謀ぼうだとわかってはいても、抗わないわけにはいかなかった。

「行かせるわけには参りません。……私がお相手仕つかまつります」

「ほう。ひとりで我ら全員の相手をするか」

「後こう悔かいするぞ、瑪瑙」

　いくら瑪瑙でも、ひとりで倒たおせる人間の数には限度がある。それに土蜘蛛それぞれの頭たちは、ひとりで男数人分の力を持つ猛も者さたちだ。

　命果てるときは、朱鬼のそばで、朱鬼の命を守りきったときでありたかったけれど。

　古巣の山の空気に抱いだかれて命運尽つきるのも悪くはない。

　──ままよ……！

　瑪瑙は脳のう裏りに朱鬼の姿を思い描えがき、深く息を吸いこんだ。










　そのときほど、夜目の利きく自分の隻せき眼がんに朱鬼が感謝したことはなかった。

　氷見に率いられ、全員馬を駆って大江山のすぐ近くまで駆けつけた。ここは少し高台になっていて、下っていくと大江山の麓ふもとに着く。徒歩では使いにくい道だが、馬の脚あしであればこちらのほうが迂う回かいしなくて済む分早い。

　夜が深い。月がむら雲に隠かくれて星明かりが時々頼たよりない。

　朱鬼は手た綱づなを持つ左手首に縄なわをかけられ、その先せん端たんが、衛え士じたちの厩きゆう舎しやで飼育されている馬の鞍くらに繫つながれている。逃とう亡ぼうと抵てい抗こうを防ぐためだ。その脇わきも、きっちりと衛士たちが固めている。

　白火は衣ころもを引き被かぶり、帯刀の操あやつる黒くろ駒こまに相乗りさせてもらっていた。馬にひとりでは乗れないせいか、どこも束そく縛ばくされていない。足場が悪かったりしてぐらつくときだけ、帯刀の片手が支える。白火自身、この場で罪人扱あつかいされないことのほうが意外だったけれど、帯刀はまるで気にしていないようだった。

　白火が逃げたりはしないと踏んでいるのだろうか。

　帯刀の横で、氷見も悠ゆう々ゆうと馬を駆る。

　氷見の背後に従う衛士たちは総勢百人ほどの、現状を考えれば小さな規模だった。規律が整っていて、急な招集でもすぐに応じる、宮中に常じよう駐ちゆうする衛士たちの一団だ。

　暗い夜の闇やみの中でも明らかに異変がわかって、朱鬼は目を瞠みはった。

　少し窪くぼんだ麓にわだかまる、暴れ狂くるう同族と、それを必死に押しとどめる同族。

　しゅっと暗くら闇やみの中で煌きらめいた刃は、間違いなく瑪瑙の細刀だ。

「何をしとんねやあいつら……！」

　朱鬼が、低く唸うなる。何が起こっているのかはわからないが、瑪瑙が危ないことは確かだ。

　黒駒の鞍の上で、ほぼ膝ひざ立ちになって白火が叫ぶ。

「朱鬼さま、瑪瑙さんが！」

「わかっとる！……白火、来い！」

　一いつ瞬しゆんで何かを伝えられる。

　朱鬼の隻眼に浮うかんだ言葉を読み取り、白火は躊躇ためらわなかった。

「はい！」

　いざとなると、考えるよりも先に身体からだが動く。

「白火、やめよ！」

　帯刀が捕つかまえるより一瞬早く、白火は、脚のばねを使って飛ひ翔しようするようにひらりと飛び上がった。

「帯刀さま、ごめんなさいっ！」

　朱鬼が、馬の首先を無む理り矢や理り衛士たちの中に突つっこませる。

　黒駒のしっかりとした背を思いきりよく蹴けって、白火が朱鬼の伸のばした片かた腕うでの中にすとんと落ちる。いきなり飛び移った一連の動作に馬が驚おどろいて大きく嘶いなないたが、朱鬼がしっかりと手綱を取っていなす。

「行くで白火！」

「させぬ！」

　飛び出そうとしたふたりを衛士が取り囲んで押さえようとするが、朱鬼が先手を打った。そのために白火を呼んだのだ。

「退け！　斬きりかかったら俺やない、白火が怪け我がすることになるで！」

　盾たてに。

　帯刀が白火を大切に扱っているのを、この道程の間朱鬼は見ていたのだ。ここ一番というときに、朱鬼の勘かんは絶対に外れない。一番護まもりたいものをわかっているから、朱鬼は迷わなかった。

「卑ひ怯きような真似まねを……！」

　帯刀が歯は嚙がみすれば、衛士たちは手が出せない。どうしたものかと判断を仰あおぐ。その隙すきさえあれば、朱鬼には充じゆう分ぶんだった。白火もそれを知っているから、おとなしくしていたのだ。

　──あとで、蒼馬さまにはめちゃくちゃ怒おこられそうだけどな……。

「うわっ!?」

　この状態で丸まる腰ごしではどうしようもない。

　朱鬼がそばにいた衛士から剣を奪い、振ふり回す。剣を奪われた衛士は、その勢いでそのまま落馬した。それほどの膂りよ力りよくだった。

　衛士たちが数歩退いたのを見る間もなく、馬の腹を蹴る。

「飛ばすで！　どこでもええからしっかり摑つかまっときや！」

「はい、朱鬼さま！」

　盾にされても帯刀を裏切ることになっても、瑪瑙を助けることが今は一番大切だった。時は一刻を争って急を要する。

「退どけーっ！」

　壁かべとなる衛士たちを気き迫はくで蹴け散ちらし、朱鬼が馬を疾しつ走そうさせる。

「白火、戻もどれ！」

　あとを追おうとした帯刀とその配下たちを、氷見は諫いさめた。朱鬼が駆かけ去っていったあとには土つち埃ぼこりが巻き上げられて喉のどがざらつく。

「良い。それよりも、迅じん速そくにこの大おお江え山やまを取り囲め。蟻あり一匹ぴき逃にがす隙を作るな」

　目の前には暗闇が広がる。等とう間かん隔かくに衛士たちに松明たいまつを掲かかげさせていても、氷見の目にはほとんど何も見えない。宵よい闇やみと、緑の深さが混じり合う。

　この暗さの中で朱鬼も白火も目が見えているというのなら、京の人間たちは圧あつ倒とう的に不利だ。

「篝かがり火びの用意を」

　愛馬の上でぴんと背筋を伸ばし、氷見は心づもりを改める。

　勝たなくてもいい。けれど、この国の統治者として、負けるわけにはいかないのだ。

「進軍する！」










　がち、と火花を散らしてぶつかってくる鋼を払はらいのけた瞬しゆん間かん、

「何やっとんのやお前ら！」

　聞き慣れた声の聞き慣れた響ひびきに、瑪瑙は安堵のあまり腰が抜ぬけそうになってしまった。見なくてもわかる。声だけで充分わかる。

　馬から飛び下り、手を縛しばる縄を邪じや魔まくさそうに引きちぎった朱鬼が、ずかずかと大おお股またで歩いてくる。

　瑪瑙の剣けんと拮きつ抗こうを保ったままだった藍あいの頭かしらの剣を見るなりみるみるうちに眦まなじりを吊つり上げ、藍の頭の剣をぐいと押しのけた。

「お頭……！」

「瑪瑙に何しとんのや。藍。鬱う金こん」

　双そう方ほうの頭を睨にらみつける視線を外さないまま、声だけを瑪瑙に向ける。

「よう頑がん張ばったな瑪瑙。ここからは俺に任せ」

「お頭！　無事……ではないようですが。これを」

　瑪瑙を守ろうと抜ばつ刀とうしていた伊佐がまとわりつく血の匂においを嗅かぎ取り、くるりと手首を返して朱鬼に自分の太刀たちを差し出す。普ふ段だんから二刀流の伊佐から一太刀受け取り、朱鬼が、白い犬歯を見せてにっと笑えんだ。奪い取ってきた剣を投げ捨てる。衛士の刀より、大ぶりのこちらのほうが肌に馴な染じんで使いやすい。

「伊佐もお疲つかれさん。瑪瑙を守ってくれてたんやな。ほな……一暴れしよか。藍も鬱金も出張ってくれたことやしな。散々ふざけた真似されたんや。このままおとなしゅうはしとれん」

　穢けがされた誇ほこりを洗い清めることができるのは京の血だけだ。

　朱鬼が凄せい絶ぜつなほどの残ざん虐ぎやくさを剝むき出しにしたその瞬間。

　ぱっと篝火がいっせいに焚たかれて、矢を番つがえた衛士たちが大江山を取り囲む。略式とはいえ鎧よろいに身を固めた、京の精せい鋭えい部隊だ。

「衛士だ！　囲まれているぞ！」

　土つち蜘ぐ蛛もたちが動どう揺ようする。衛士たちを直接指揮するのは氷見の手の小さな動きひとつで、帯刀はその横で騎き乗じようのまますらりと抜刀する。鋼を鍛きたえた剣が煌めきを迸ほとばしらせ、その鋭えい利りな美び貌ぼうを際きわ立だたせる。

　怯ひるむことなく立ち向かおうとした朱鬼の目の前で。

　馬に跨またがったままの白火が、手綱を慣れないしぐさで握にぎり締しめながらその真ん中に立っていた。

　睨み合う氷見たちと朱鬼たちの、ちょうど合間だ。

　氷見を見上げ朱鬼に背を向けて、どちらからでも一太刀浴びせられるだけで息絶える、もっとも危険な位置に立ちはだかる。

「やめてください！　氷見の帝みかども、帯刀さまも！」

「白火!?」

　機き敏びんに反応したのは帯刀で、僅わずかな躊躇のあとに言う。

「退どけ、白火。そこは危ない」

「そうや。怪我するで。退き。ここからは俺らの戦いや」

「朱鬼さまの命令は聞けません、帯刀さまの命令も聞きません！　戦うって何でですか、どうしてそういうことになるんですか！　朱鬼さま、せっかく逃にげられたし、瑪瑙さんも無事だったのに！」

　白火の乗った馬は乗り手が何をしたいのかわからず、そわそわと落ちつかない。白火も馬に慣れていないから、的確な指示を出すことができない。振り落とされないように、ひたすら手綱を握り締めるだけだ。

「もう一度言う。退け」

　帯刀が真しん剣けんな眼まな差ざしで白火を見、白火はそれを跳はね返す。

「いやです。戦って何になるんですか!?　今よりも、もっと憎にくみ合うつもりですか!?　そんなことをするために、わざわざここに来て──それが、いったい何になるんですか!?」

「これは男の役割だ。女は戦いには向かぬ。帯刀、あれを退かせ。邪魔だ」

　氷見にとって白火は京の人間だ。帯刀が大事にしているというのなら、土蜘蛛共々蹴散らすつもりはない。けれども、どうしても邪じや魔ま立てするというのなら遠えん慮りよするつもりもない。

　苦々しく言うと、帯刀が黒くろ駒こまの歩を進めた。

「白火。頼たのむから道を空けよ。そなたを傷つけたくはない」

「いやです！」

　白火がぎこちなく手た綱づなを引いて、馬を後ずさりさせようとする。馬も混乱して、たてがみごと首をぶんぶんと振り回す。神経の繊せん細さいな馬にとって、今のこの緊きん迫ぱく感かん溢あふれる状じよう況きようは、耐たえられないのだろう。

「オレ、何でここにいるんだろうって、ずっと思ってました」

　馬すら乗りこなせない華きや奢しやな少女が覚おぼ束つかなく喋しやべる声が、不思議と山間に響いてはっきりと聞こえる。当然のことだ。役者の声は、常に響き渡わたっていくものだ。

　空気に乗り、風に乗って。

「やっと、わかりました」

　ここにいる意味。

　非力な白火など役に立たないであろう戦場にやってきたのは偶ぐう然ぜんではなく、必然だったのだ。

「オレは芸人です」

「何だ、いきなり？」

「芸人は、『継けい承しようする者』です」

　きっぱりと告げられ、氷見も、かすかに息を吞のんだ。

　戦いに身を投じようとする男たちの中でただひとり、白火は真水の静けさの中に、誰だれよりも熱い炎ほのおを内包する。
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　たとえ態度や言葉に表れなくとも、心の奥深くで渦うず巻まく思いは強い。水のすべてを圧おし包み押し流す力強さは、時として何にも勝まさるもの。琥こ珀はくの大きな宝玉が、これから起こるすべてのことを吸いこみ、吸い取ろうとしている。

「古代から、舞まいや歌で物語は受け継つがれてきました。今もきっと、何かが動く」

　何かが起こったときには、人の心が動いて物語が生じる。必ずしも幸せなものとは限らないけれど、語り継がれてきた物語は心に深く刻まれて、忘れ去られることはない。

「見届け、伝えること──それが、今、オレがここにいる意味であり、芸人に課せられた役目です。だからオレは逃げません。引きません。見届けます。……たとえ、殺されることになっても」

　目をそらさない。

　どれほどの惨さん状じようが繰くり広げられても、それが目を潰つぶしたくなるほどの惨むごたらしさだとしても、巻きこまれて殺されることになっても、絶対に見届けてみせる。

「朱鬼さまごめんなさい。オレは、朱鬼さまの味方はできない」

「何やて……!?」

　朱鬼が激げつ昂こうし、剣の柄つかを摑つかみ直す。敵ならばと、白火を瞬時に斬きり捨てるつもりだったのかもしれない。味方でないのなら信用できない。

　その手をとっさに押さえたのは瑪瑙だった。

　白火は静かに朱鬼を振ふり返る。静かな静かな面おも差ざしが、凝ぎよう縮しゆくした真しん珠じゆの粒つぶのようだった。薄うす茶ちやの髪かみが夜風に流れて、きらきらと鱗りん粉ぷんを撒まき散らしていくかのように煌きらめく。

「でも、敵にも回らない」

　ゆっくりと。

　一度唇くちびるを引き結んでから、白火は続けた。

「朱鬼さま。オレ、朱鬼さまを憎んでいる人に会いました。どうして憎いのかも聞きました。だから朱鬼さま、もう戦っちゃだめです……繰り返すのはもうお終しまいにしないと、底なしの泥どろ沼ぬまにはまってしまいます。朱鬼さま、そうしたらもう二度と出られなくなってしまう」

　土蜘蛛たちからも衛え士じたちからも戦いのための気き炎えんが吹ふき上がっていて、じりじりと焼けつく空気の中で、白火は言いたいことの半分も言えずに泣きたくなってしまった。

　──だって朱鬼さま、見たいのは悲しむ姿ではなく、笑顔じゃないんですか？　なのに何で戦おうとするんですか……？

「……御ご託たくはもうええ」

　凜りんとした眼差しと張り詰つめた言葉でできたやわらかな空間を切り裂さき、朱鬼が動いた。

「瑪瑙。もし俺が荒あら神がみに堕おちたら──お前が斬れ。俺を殺してええんはお前だけや。わかったな」

　大きすぎる憎しみや悲しみは、時として人の手には扱あつかいきれないのかもしれない。一度堕ちれば、二度と這はい上がることはできない狂きよう気き。土蜘蛛の頭目は、その覚かく悟ごすら決める。

「荒神って……お頭かしら、何を!?」

　熱い熱い、炎のような囁ささやきと共に空気が唸うなる。

　一いつ瞬しゆんにして、皆みなが凍こおりついた。

　その切っ先を目にして。

「……氷見！」

　帯刀がその名を口にすることは滅めつ多たにない。高貴な身分の人々にとって名は秘ひめられるべきものであり、帯刀は現在は氷見の臣下だ。その帯刀が、思わずといったように叫さけぶ。

　少年らしさを残す首筋に、朱鬼が、抜ぬき身の太刀たちを真っ向から突つきつけていた。

「よい。手出し無用だ」

　平へい淡たんな、命の危機にあるとはとても思えないような落ちついた声で、氷見が答こたえる。帯刀は悔くやしげな表情を浮うかべながらも衛士たちを制した。

「──止めよ、射てはならぬ！　帝に当たる」

「ですが」

「ならぬ！」

　どんな状況であろうとも、帯刀にとっては氷見の命が最優先だ。

「朱鬼さま、やめて！　お願いだ！」

　白火の意識が朱鬼に向けられた隙すきを突いて、衛士たちが素早く白火の身み柄がらを拘こう束そくする。

「離はなせ！　離せったら！　朱鬼さまを止めないと……！」

　抵てい抗こうする白火を馬ごと衛士たちが確保したのを見届け、憂うれいがひとつ消えた帯刀はほっと息を吐はいた。少なくとも衛士たちの中にいれば、白火の身の安全は守れる。彼の権力をもってすれば、あとのことなどどうとでもできる。

　氷見は取り乱さず、身じろぎひとつしない。

「──奇き襲しゆうとは、土つち蜘ぐ蛛もらしいやり方だな」

　──熱い、な。

　己おのれの置かれている状況に少しも慌あわてふためくことなく、氷見は朱鬼から放たれるあまりの熱さに、思わず取りこまれそうになってしまった。

　まるで生きた炎だ。

　考えが浅く獣けもののように己の欲よく望ぼうのみに忠実で、思いのままに生きる青年。彼のように生きて行けたらと思うが、それは所しよ詮せん夢だ。氷見には氷見の立場があり、護まもるべきものがある。氷見の両りよう肩かたに乗っているのは、朱鬼のように命ではない。この国まるごとだ。

　──どうも、引きずられるな。

　熱は伝でん染せんする。だからこそ質たちが悪い。

　だが氷見は、この熱さが嫌きらいではなかった。

　凍こごえている人間にとって、火は何よりの救いとなる。暗くら闇やみにいるときに、小さな灯あかりが見えれば心が和なごむ。荒あらぶる炎でも、扱い方を間ま違ちがえなければ毒にはならない。

　先ほど白火が言っていた言葉がふと脳のう裏りをかすめる。

『今よりも、もっと憎み合うつもりですか!?』

　違ちがう。

　それを収めに来たのだ。

　傲ごう慢まんな台詞だ。

　まっすぐな子供だから、護られている立場だからこそ言える台詞せりふだ。

　氷見の背負うものがどれだけ大きいか、それを知る者は誰もいない。

　氷見は、ふ、と息を吐き、かすかな眼球の動きで斜ななめ後ろを指し示した。少しでも身じろげば、不気味に光る刃やいばが氷見の頸けい動どう脈みやくを切り裂く。

「あれを見よ」

　示したのは、衛士たちの一群の中でも隅すみにいる、子供たちの姿だった。子供といっても氷見や白火と大して変わらないくらいだろうか。鎧よろいが少し大きくて重そうに見える。

　不ふ審しんさを感じ取ったのか、朱鬼の声は胡う乱ろんげだった。

「あれが何や」

「今回は、衛士の中でも選りすぐりの、腕うでに覚えのある者しか連れてきておらぬ。京と同時に、己の身も守りきらなくてはならぬのでな。弱い者を連れてくるというのは、見殺しにするのと同じことだ。だが、あの者たちだけは別だ」

「だから、それが何や！」

　緊きん張ちように身を晒さらした朱鬼が耐たえきれずに吼ほえ、氷見はよく通る、少し大人になりきらない高さを残した声で、さらりと返事を紡つむいだ。

　告げたいのはその先だ。

「そちら、土蜘蛛に親を殺された遺児たちだ。自ら望んで衛士になった」

　ぴく、と。

　今にも氷見の首を搔かき切ろうとしていた土蜘蛛の隻せき眼がんが見開かれる。

「──……っ？」

　いくら望まれても、子供を戦場に連れてくることはできない。子供たちを護っていては、衛士たちの疲ひ労ろうも重なって足手まといになる。以前そう伝えた氷見に、孤児たちは必死になって懇こん願がんしてきた。

　強くなる。誰だれよりも強くなるから。だから、連れて行ってほしい。

　親を殺した男のもとへ。

「それこそ、血のにじむような特訓を受けた。今まで一度も剣けんを握にぎったことのない小さな手が、まめだらけになってまめが潰れて、それでも歯を食いしばって訓練を受け続けた。小さいけれどもあれはもう大人の手だ。何故なぜかわかるか」

　首に押し当てられた剣から力が抜けていくのがわかる。

　あえて氷見はそのまま、逃にげられるようになっても逃げずに続ける。

「衛士は命がけで京を護る。だが余はあの子供たちに、何も命じるつもりはない。連れてきてほしいと言うから連れてきた。確かに、親の仇かたきは討うちたかろう。親を殺されれば悲しかろう」

　憎にくしみの目悲しみの目、土蜘蛛が京に向け続けてきた、濡ぬれ光る恨うらみの目。

　それが今、朱鬼に向けられている。

「────……っ!?」

「衛士となったのは、それだけではあるまい。京を護りたい、これ以上の犠ぎ牲せいを出したくないという気持ちも強かろう。それは各おのおので選べばよい。心までは、支配するつもりはない」

　心の中だけではない。

　全身が。

　頭の先から足の先までが、一瞬にして空になったような。

　茫ぼう然ぜんとする朱鬼の脳裏を、ひとつの言葉だけが占しめる。

　自分たちの、土蜘蛛のせいで親を亡なくした子供たち。

「噓うそ、や…………」

　まるで瘧おこりにかかったかのように手が震ふるえる。

　そうだ、噓だ。

　いつだって、殺したのは京のほうではないか。

　土蜘蛛には、孤児が山のようにいる。朱鬼だって早くに親を亡くした。そんな境きよう遇ぐうばっかりだ。悲しい子供たちの寄せ集めだ。

　悲しいから、寂さびしいから。

　恨んで憎んで呪のろって。

「俺たちは」

　追うから逃げた。そうしないと殺されるから。身を潜ひそめて隠かくれて、生き延びるために強ごう奪だつするようになり。

　殺されるから、その前に相手を殺した。

「…………っ！」

　ざっと、全身から血の気が引いていく。心も体も凍りつく。

　殺した。自分たちが。

　あの子供たちの親を──もしかしたら、もっとたくさんの命を。

　奪うばい、泣かせ、悲しませ──苦しませ。

「違う、俺らはただ」

「そちら土蜘蛛は、確かに貴族ばかりを狙ねらっていた。それでも刃は向むかうものは斬きり捨て、見み逃のがすこともできたはずの小者たちも容よう赦しやなく斬ってきた。その犠牲は少なくない」

　冷れい徹てつな、断罪の言葉のその重み。

　ずしりとのしかかる重さと痛みに、朱鬼は思わず動どう揺ようした。

「血の匂においに囚とらわれ、殺さつ戮りくを繰くり返す。それは人のすることではない。鬼おにの所業だ」

「違う……！」

「父さんを返せ、この鬼！」

　まっすぐに弓を構えていた少年衛え士じが、感極きわまったように矢を放つ。

　自分を目がけて飛んでくる矢先を見つめ、朱鬼は雷かみなりに打たれたように動けなかった。いや、動かなかった。

　そんなつもりではなかった。

　夢見たのは、誰も泣かない、悲しまない世界で。

　それなのに今、悲しみと憎しみを凝ぎよう縮しゆくさせた矢が飛んでくる。

　心臓を狙って射たのであろう矢は少し軌き道どうがずれて、ただただ茫然と佇たたずむ朱鬼の脇わき腹ばらを掠かすっていった。

「う……っ！」

　皮ひ膚ふを裂さかれかすかに肉を断たたれる痛みに顔を歪ゆがめつつ、朱鬼は足を踏ふみ出す。

「近寄るな、鬼！　もう一度射るぞ！　今度こそ、お前の息の根を止めてやるっ！」

　孤児たちが矢を構え、衛士たちも一いつ斉せいに身構える。

　だが朱鬼は足を止めなかった。

　刀をだらりと下ろし、一歩一歩を踏みしめるようにして孤児たちに近づいていく。

　片腕をなくした隻眼の青年が、脇腹から血を流しながら悲しげな面おも持もちで歩くさまは、そのたくましい体たい軀くからは考えられないほど頼たよりなかった。

「間ま違ちごうてたんか？　俺は、どこで、何を間違えたんや……？」

　のしかかるものはあまりにも大きい。

　命の尊さは、誰よりもよく知っていると思っていた。身内を殺される悲しさも憤いきどおりも、誰よりもよく知っているはずだったのに、いつのまにか、脇わき道みちに逸それて忘れてしまっていたのだろうか。

「こんなん、望んでへん……。違うんや……！」

　大きな肩かたが震える。

「朱鬼さま、だめ！」

　馬から落ちるように下りた白火が、衛士たちの手を振り払って走り出す。

「死ね、鬼！」

　再び、震える矢が放たれる。

「お頭かしら！」

　瑪瑙が悲鳴を上げ、氷見もはっと息を吞のみ、誰もが間に合わないだろうと覚かく悟ごした瞬しゆん間かん。

　ひゅ、と。

　風が駆け抜けた。

「朱鬼！」

「お頭！」

　風の音は、三つ。

　走りながら白火の放った細ほそ縄なわが朱鬼に刺ささる寸前のところで矢を叩たたき落とし、遠方から飛んできた小刀が、少年衛士が次いで構えようとした矢先を叩き折る。

「何なに奴やつだ!?」

　氷見が目を瞠みはる。

　衛士たちの取り囲む壁かべの背後からの一いち陣じんの風が、朱鬼たちのもとでようやく止まる。

「……どうやら、間に合ったようだな」

　あ、と思う間もなく、白火の身体からだにしっかりとした腕が回った。

　そのまま、蒼馬の跨またがる馬の鞍くらにひょいと横向きに乗せられる。白火が喜びと安あん堵どに顔を輝かがやかせた。

「蒼馬さま！」

　京の六角獄ごく舎しやから一直線に馬を疾しつ走そうさせてきた蒼馬が不敵に微笑ほほえみ、矢涼も刀を構えていた。ふたりともこの冷えこむ気温の中でしとどに汗あせを滴したたらせ、瞳ひとみをぎらつかせている。どれだけ急いで来たのかが一目でわかる有様だった。

　わずかに煙けむりの匂いが着物に染しみこんでいて、白火は首を傾かしげた。

「俺の小刀も、まだまだ捨てたもんじゃないな……白火お前、投げ縄なんて仕込んでたのか」

「はい。ずっと練習してました！　初成功です！」

　手首を普ふ通つうの縄の重みに慣らすところから始めて、鋼の芯しんの入った縄を分けて貰もらい、ずっとずっと練習を重ねてきた。河に落ちかけたときには間に合わなかったが、今回は役に立った。

　細い鋼を通した縄は重かったけれど、持ち歩いていて正解だった。白火はほっと息を吐はき、内心で拳こぶしを握る。

　──朧、成功したぞ！

　右手はいつ何時でも使えるように開けておくためにも、左手が必要だったのだ。
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　三つめの風。

　朱鬼の身体を庇かばうように言葉なくしがみついている腕うでに目を瞠り、それから朱鬼は、穏おだやかに微笑んで、その頭を抱だき寄せた。

　緩ゆるやかに、波打つ髪かみの。

　深層意識の奥底に沈しずんでしまった記き憶おくが蘇よみがえるのはまだ少し先のことだけれど。

「……お前やったんやな。すまんかった。もう間ま違ちがえへんから、堪かん忍にんな」

「…………え？」

　その呟つぶやきは、瑪瑙にしか聞こえなかったに違ちがいない。

「剣を置け。撤てつ退たいや」

　ぽんぽんと背を叩いて落ちつかせた瑪瑙を離はなし、朱鬼が土つち蜘ぐ蛛もたちに向き直る。

「いやだ。俺たちはこのまま京に攻せめこむ。帝みかどを殺して、国を盗とる」

「お前が言い出したことだ、朱鬼」

「そうだ。京を盗ると──国を盗って、豊かな暮らしをするのだと俺たちを呼び寄せたのはお前ではないか」

「責任を取れ、朱の頭」

　もともと、朱鬼の抱いだく壮そう大だいな夢のために呼び寄せられた獣けものの集まりに協調性などない。

「獲え物ものが目の前にいるのに、退く気などない」

　土蜘蛛たちの目は朱鬼を通り越こし、氷見を見ている。氷見の背後に広がるこの国を夢見ている。

　まほろばの国。恵み豊かな永とこ遠しえの国。

「朱鬼も戻もどった、もう愁うれいはない。かかれ！」

　火矢が押し寄せる波のように放たれ、迎むかえ撃うつ衛士たちが、それを一本一本叩き落として踏み消していく。

　戦場になる。

　誰だれもがそう思ったとき、朱鬼が野太い咆ほう吼こうを上げた。

「やめろ言うてんのや！　言葉がわからんのかお前ら！　火矢なんて使って、この山を焼き潰つぶす気ぃか!?」

　その言葉に、ただひとり反応したのは紅だ。

　他ほかの皆みなは、怒ど髪はつ天てんを衝ついた朱鬼の凄すさまじい怒いかりように吞みこまれる。荒あら神がみよりも激しく猛たけり狂くるい、まさしく鬼き神じんのようだった。

　剣けんを一いつ閃せんさせて怒りの炎ほのおに髪をなびかせ、仲間の群れに突っこんでいく。

「やめろやめろやめろ、もうやめろ！　終わりにするんや、退かないんやったらこの俺がじきじきに相手したる！　かかってこい！」

　渾こん身しんの力で旋せん風ぷうのように暴れられ、さすがの土蜘蛛たちも腰こしが引けていく。朱鬼に斬きりかかられた鬱う金こんの頭の刀の根もとが、いやな音を立ててひび割れ、そして折れた。

「お前が裏切るのか、朱の頭!?」

「裏切り者は殺すぞ、朱鬼！」

「ええか、よう聞け……！」

　肺が苦しい。

　矢がかすめていった脇腹はじくじくと痛み、肺は息を吸うたびに血を吐きそうなほどに痛むが、それよりももっと痛いのは胸の奥だった。

　痛いのか熱いのかわからない。苦しいことだけはわかる。

　隻せき眼がんから迸ほとばしる後こう悔かいの印が、頰ほおを焼いて地面にぼたぼたと落ちる。ぜいぜいと引き攣った音を喉のど奥で立てて、ぐらりと傾かたむく身体を片かた脚あしで踏ん張って支える。

　それでも、仲間に向けた剣だけは下ろさない。

「俺らは鬼やない……っ！」

　降り落ちてざんばらに乱れた前まえ髪がみの合間から、ぎらぎらと怒りに満ちた隻眼が見える。怒りは朱鬼自身に向けられたものだ。自分のような愚ぐを、仲間に犯おかさせることはできない。同じ轍てつを踏ふませるなど絶対に駄だ目めだと思った。

　白火も蒼馬も瑪瑙も、ただただ息を吞んでその光景を見守るしかできない。

　手を出してはいけないのだと、本能的にわかっていた。

　朱鬼が、朱鬼の言葉と行動で示さなければいけないのだ。

「鬼おにやない……誰かて、鬼なん、なりとうないやろ……っ！」

　身体の痛みになら、耐たえてみせる。

　どれほど傷つけられようと、片かた腕うで切り落とされようと、敵を見返すための糧かてにできた。

　けれど、心の傷は。

　たった今知ったばかりの過か酷こくな事実に真っ向から向き合い、朱鬼は血を流しながら、それでも逃にげなかった。

　がくりと、膝ひざをつく。

　孤こ独どくな獣の、悲痛な叫さけびが闇に散る。かすれて聞き取りにくい囁ささやきが、堪こらえきれない涙なみだに混ざる。

「ただ、俺らは……」

　この、孤独。

　誰にわかるだろう。

　生まれ育った国に拒きよ絶ぜつされるつらさが。

　人一倍感情豊かだからこそ、拒こばまれるのはつらかった。

　祖国を捨て、ほかの土地に行くことさえできないほど、祖国への愛情が深い。それなのにいきなり奪うばわれ、追われた。深い愛情が絶望と憎にくしみに代わるのは、当然の成り行きだった。

「ここにいてええって……言うてほしかっただけや…………それだけなんや……」

　認めてほしい。

　見てほしい。

　そのためになら、何でもするから。

　相手を傷つけてでも気を惹ひこうとし、それは、絶対に無視されたくないという意思の表れでもあったから。

　同じ思いを抱いだいて惑まどう仲間たちを、朱鬼はじっと見つめた。

　愚おろかな、どうしようもなく愚かな──朱鬼の守るべき仲間たちだ。

「ええか、お前ら……お前らのことは、俺が全員まとめて面めん倒どう見たるさかい……今は、退ひき」

　静かに命じられ、土蜘蛛たちがざわめく。困こん惑わくが広がる。

「……どういうことだ？」

「戦ってはいけない……のか？」

「朱の頭はそう言っている……。何故なぜ、止めるんだ……？」

　朱鬼の以前の暴れっぷりを知っているだけに、その変へん貌ぼうに驚おどろいて一同の戦せん闘とう欲よくが鎮しずまっていく。

「あとでよう説明したる。せやから退き。ええ子やから退き。鬼でなく、人でありたいなら」

　今度という今度こそ、朱鬼の全身から力が失われていく。

　仲間が鎮まったのを見て安堵したせいもあるのだろう。

　地面に倒たおれこみそうになった大きな体たい軀くを、瑪瑙が慌あわてて駆かけ寄って支えた。

「まだ肩かたの出血も止まっていないというのに、無む茶ちやなことを……お頭かしらのことは、私が護まもると誓ちかったのに」

「それはあかん。それはあかんで……お前を護るんは、俺や。俺が護るんや。それが俺の務めや。お前にも譲ゆずるつもりはないで」

　吐き出す呼気は毒のように熱いのに、身体からだは冷たい。良くない兆候だった。血が足りないのだろう。

　瑪瑙の細ほそ腕うででは、朱鬼の体重を支えきることはできない。ずるずると崩くずれ落ちる朱鬼が地面に仰あお向むけに横たわり、瑪瑙は座りこんで、朱鬼の頭を懸けん命めいに抱きかかえていた。

「どこまで大おお馬ば鹿か野や郎ろうなんですか、貴男あなたは！……私に、お頭を斬れるわけがないでしょう……！　もし堕おちることがあれば、それでも一いつ緒しよに。貴男ひとりを死なせはしません。地の果てまでもついていきます」

「わかった。わかったから、そないな顔しいなや……俺まで苦しいなるやんか。女を慰なぐさめんのは苦手や。どうしたらええかわからん」

　伸のびてきた片腕が、ぐい、と瑪瑙の首筋に回った。

「お頭？」

「両りよう腕うでで抱くことができんのは、こうなったらしゃあないけどな。ちょお、もったいなかったか……」

　そのまま引き寄せ、鼻先と鼻先が触ふれ合うほどの位置で、微笑ほほえみかける。

「俺はこういう男や。面倒かけるが、これからもついてきてくれるか？　こうして、傍そばにいてくれるか？」

「……本当に、本当の大馬鹿野郎です、貴男は。私の答えなど、聞かなくても…………！」

　瑪瑙の目め尻じりに滲にじんで朱鬼の唇くちびるに吸い取られた大おお粒つぶの涙は、朱鬼だけの宝物だ。

「帯刀。剣を収めよ」

「は」

　いついかなるときも、この少年の言葉は絶対だ。帯刀に、衛え士じたちも倣ならう。

「もうここには、『土つち蜘ぐ蛛も』はおらぬ。そうであろう？」

「何やて……？」

　馬を下りた氷見が、朱鬼たちに向かってゆっくりと歩みを進める。剣は佩はい刀とうしているものの抜ぬきもせず、他に武器も帯びていない。

　朱鬼は、ろくに入らない力を振ふり絞しぼって上半身を起こした。

「もうここには京を脅おびやかす『鬼』はおらぬ。だがここで、いきなりそちたちを受け入れるというわけにはいかぬのが、政まつりごとのややこしいところだ。単純そうに見えて、あれでなかなか厄やつ介かいなものでな」

　爽さわやかな少年の声が、重々しく響ひびく。朱鬼を支えたまま、瑪瑙が身を強こわ張ばらせる。朱鬼を抱だき締しめる腕うでの力が強くなる。瑪瑙を抱き寄せる腕の力も強くなる。

　氷見は、ふっと苦く笑しようした。

「どうだ帯刀、余が言った通りになりそうではないか？」

「しかし、それは」

「言った通り……？　何や？」

　朱鬼が訝いぶかしそうに眉まゆをひそめる。

　氷見がそんな朱鬼を見下ろし、素す早ばやく腰を屈かがめて耳打ちした。

　朱鬼の腕の中にいた瑪瑙にさえ聞き取れないほどの囁きで。

『──強い敵ほど、味方にして心強い者はない。余はそちを雇やとおうと思う』

「な……っ!?」

　朱鬼はみるみるうちに目を瞠みはる。

　今、この少年帝みかどは。

　なんと言った。

「交こう渉しよう成立か？　不服があるようなら、公式文書の形にして参れ。善処してやる」

「ぜんしょ？　こ、こうしきぶんしょ……？」

　天性の勘かんの良さで駆け引きには強いものの、政の世界にはめっきり疎うとい朱鬼が戸と惑まどったような声を上げる。

　氷見が篝かがり火びに照らされ、その姿が神こう々ごうしいほどに眩まばゆく山間の闇やみ夜よに映はえる。

「仕込むことは山ほどありそうだな。まずは読み書きからか？」

「馬ば鹿かにすんなや、字くらい読めるわ！」

「朱鬼さま！」

　ようやく緊きん張ちようの解けた空気を読み取り、待ちきれなくなった白火が、馬の上で手足をばたつかせて暴れた。

「蒼馬さま、下りたいです！」

「わかったから、暴れるな。馬がびっくりするだろうが」

　そう言われた途と端たん、ぴたっと暴れるのを止めたが、蒼馬に抱だき下ろしてもらう間も、白火の身体はうずうずしっぱなしだ。

「ほら」

　地面に降り立つと同時に、朱鬼に向かって走り、転がるようにして飛びつく。

「朱鬼さま！　怪け我がは……っ!?」

「こんなん、大事ない」

「良かった……朱鬼さまが、戦ったらどうしようって、思って……」

　たくましい首筋にかじりついた白火が、大きく肩を震ふるわせる。

「止めなきゃって、思って。でも方法がわからなくて……。朱鬼さま、本当によかった……！」

「おおきに……」

　感謝の念をこめて朱鬼が白火を抱き返そうとすると、少々不ふ機き嫌げんそうに唇を引き結んだ従弟いとこが、華きや奢しやな身体をべりっと引き剝はがした。

　白火を抱き寄せる腕は丁てい寧ねいに、朱鬼に対する腕は一いつ切さい遠えん慮りよなしの力加減という、とても器用な使い分けをしている。

「お前はこっちだろうが。それと、これは朱鬼、お前にだ」

　べちっ。

　響き渡わたる不釣つり合いな物音に、白火の目が丸くなる。

　──べちって……？

　右みぎ肩かたに巻いた包帯にまだ血がにじんでいるのが見える以上、あまり聞きたくなかった音だ。

「痛いってえ～！　何するんや蒼、こっちはまだ血も止まってへん怪我人やで!?」

「今までずっと黙だまって見てやってたんだ。このくらいさせろ。かなり心臓に悪かったぞ」

　案の定、遠慮なしに叩たたかれた傷口を押さえ、朱鬼がぎゃいぎゃいと騒さわぐ。目の端はしに涙なみだが浮うかんでいるところを見ると、相当に痛かったのだろう。それも当然だ。

「腕ちょん切られた人間に、何つー極ごく悪あく非道な真似まねをするんや！　白火、こいつの本ほん性しよう、案外真っ黒やで。早いとこ考え直しとき！　蒼にゃもったいないわ。ええ男なんていくらでもおるで。あれやったら俺が誰だれか他ほかの男紹しよう介かいしたる！」

「余計なことを吹ふきこむな。死にかけたんなら少しはおとなしくなれ」

「うっわー、人間とは思えへん言いぐさやな」

「傷が塞ふさがらぬようなら、火で焼いて消毒するか？　余がじきじきに手を貸してやってもよいぞ。ありがたく思え。宮中では血は忌いみの証あかしでな。他人の傷口など滅めつ多たに見ることはできぬのだ。なかなかに興味深い」

「こっちにも人でなしがおるわ～！」

　緊張の糸が切れた途と端たん賑にぎ々にぎしくなった一団からそっと離はなれ、蒼馬は大江山の全ぜん貌ぼうを見上げた。暗がりの中、土蜘蛛の面々が散り散りに引きあげたのが気配でわかる。

　朱鬼に連なるということは、蒼馬にも連なる一族だ。

　──何とか京が火の海になるのは避さけたが……ここからのほうが、厄介だよなあ。

　土蜘蛛が、朱鬼の説得ひとつで考えを改めるなどあり得ない。今は朱鬼の迫はく力りよくに圧おされただけだ。きっとすぐにまた戻もどってくる。

　そのときにこそ、新たな戦いが始まる。

「しがらみってやつは、どこまでも追っかけてくるもんだな……」

　土蜘蛛の血が流れている以上、蒼馬も無む縁えんではいられない。

　同じく皆みなから離れたところで、帯刀が白火を見つめていた。

　静かな眼まな差ざしで、じっと、瞬まばたきさえも惜おしむように視線を当て続けていた。

「……あんまり見るな。あれは俺のだ」

「褒ほう美びだ」

「何？」

「あれは夕刻、土蜘蛛の腕を獲とり返すために私に襲おそいかかってきた。その際に白火自身の危機を考え、顔を隠かくさせ、護衛たちにも口を噤つぐませた。その褒美だ。見つめるくらいは許せ」

　蒼馬はがっくりと肩を落とす。

　そんなことを言われては、拒きよ絶ぜつすることはできない。

「あー、もう……！」

　結局、すべてはこの愚ぐ痴ちに繫つながるのだ。

「朱鬼に関かかわり合うと、ろくなことがねえんだよ昔っから……！」

　蒼馬は、やれやれと肩かたを竦すくめた。

　それでもまあ、これで一安心だ。
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　と、思っていたのだが。

「この問題が残ってたか……」

「すっかり忘れてましたね……」

　ため息がひとつ、ふたつ、みっつ。

　夜は白み始め、冬の朝独特の淡あわい光が座ざ敷しきの中を照らし始める。

　一行は帯刀の住まいに場所を移し、母おも屋やにある客間で束つかの間まの休息を取っていた。白火が昨夜与あたえられていた座所よりずっと広いので、皆が思い思いに手足を伸のばしてもまだ空間が余る。

　昨日の夜から休んでいないので疲つかれてはいるが、戦いを回かい避ひした快さが気だるく、頭は冴さえているので眠ねむ気けは襲ってこない。

　眠ねむっている場合でもないので誰もそうしようとは言わなかったし、清すが々すがしい香こう気きを含ふくんだ空気を吸いこむたびに、気力が生まれてくる気がする。朝の匂においを邪じや魔ましたくないので、香こうも焚たかない。

　熱く濃こいお茶が、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡って美味おいしかった。しばらくの間、皆みな黙だまってお茶を啜すする。

　侍じ女じよたちはすべて人ひと払ばらいしてあるが、矢涼が迎むかえに行って先ほど合流した朧が、馴な染じみのない場所であるにもかかわらず、てきぱきと動く。

　その、朝が来ればいつもと変わりなく飛び交かう小鳥のような物もの腰ごしは、見ているとなんとなく落ちつく。

「身体からだも温まったな」

　氷見が、ちらりと隣となりの間を見やる。

　仕切りの襖ふすまを開け放った小さな続きの間に床とこを延べて、さすがに朱鬼だけは横になっていた。本人は起きていたがったのだが、瑪瑙と白火の説得と、蒼馬の、

『もう一度叩いてやろうか？　今度こそ手加減せずに思いっきり？』

　という脅おどしが効いて、渋しぶ々しぶ寝ね床どこに入ることを了りよう承しようしたのだ。

　無む茶ちやをして起き出してきたりしないように、瑪瑙がしっかりと横で見張っている。右肩の手当てはし直したので、問題はないそうだ。もともと、人並み外れて頑がん丈じような上に体力も有り余っているので、回復は早いだろう。

「眠れるようにと部屋を分けた意味があまりないようだな」

「寝ねとる場合やないやろうが」

「眠れる間に眠っておくのも大切なことだと思うぞ。人間、寝ね不ぶ足そくになると判断力が鈍にぶる」

　氷見は、一晩以上宮中を留守にして、きっと今ごろ書類が溜たまっているのだろうなとこっそり思う。

　替かえ玉を置いてきてはいるが、それはあくまで姿を写しただけのものであり、日常生活的には代理となるが、仕事に関する決定権は委ゆだねていない。言うなれば、替え玉は呼ばれれば返事を返すだけの人形だ。だから、そんなにのんびりもしていられない。

「そないのんきなことしとったら、あっというまに明日になってまうわ」

　明日。

「帯刀さま。明日の、時刻はいつごろの予定でしたか？」

「日の出と一いつ緒しよの刻だ」

　白火の問いに帯刀が答え、それにおもしろくなさそうな顔をしている蒼馬を氷見がものすごくおもしろそうに眺ながめていると、帯刀が珍めずらしくも自分から口を開く。

「処しよ刑けいは中止にはできぬ。もう告知してあるから、下手へたに中止にすれば民たみが不安がる」

「帯刀さま、朱鬼さまが逃にげたことにしたらだめですか？」

「国家の威い信しんに傷がつくような真似はできぬ」

　そこで一度帯刀は言葉を区切り、先を躊躇ためらった。

「帝みかどは……」

　言いにくいその先を、空になった湯飲みを振ふってお茶のお代わりを要求しながら、氷見がさっさと拾い上げる。

「元服は済ませたとはいえ、まだまだ若じやく輩はいの身でな。余の立場が揺ゆらぐと国も乱れる。……すまぬが、ここは譲ゆずれぬ一点だ。許せ」

「確かに……宮中では、まだごたごたが多いとか」

「一応、裏の駆かけ引きだから表おもて沙ざ汰たにはしないようにしておるんだがの。詳くわしいな、柚ゆ木き座ざとやら」

　ふっと、疲れたように吐と息いきに混ぜて少年が笑えみを刷はく。

　白火は、去年まで旅回りをしていた上に政まつりごとには一切無関係で育ったので詳しいことは知らない。それでも、先の帝が世を去って以来、その地位を巡めぐってさまざまな陰いん謀ぼうが繰くり広げられ、一時期京が戦乱の渦うずに陥おちいりかけたことは知っている。

　その長年の争いに決着をつけたのが、氷見の元服であり即そく位いだ。

　血筋も申し分ない氷見の、数少なくそして最大の弱みは庇ひ護ご者がないことと年若であることで、それを補っているのが帯刀だということを理解しているのは、この面々の中では当事者たちと蒼馬だけだ。

　蒼馬は割合なんでも興味を持つ上に柚木座の贔屓ひいき筋すじには貴族も多いから、そういう情報は自然と耳に入る。

「まだまだ毒やら刺し客かくやら差し向けてくる者も多くてな。気が抜ぬけん」

　氷見が、朧の淹いれた熱いお茶を嬉うれしそうに啜る。

「毒……刺客……？　大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

　呆あつ気けに取られて目をまんまるに見開く白火に、氷見は何でもなさそうに頷うなずいた。

「まあ、ある程度は日常茶さ飯はん事じだ。あそこには、質たちの悪い狐こ狸り妖よう怪かいがうじゃうじゃいるゆえな」

　毒というほどではないが薬草で人を眠らせたことはあるし、行きがかり上刺客と渡わたり合ったこともあるが、最低でも日常的なことではないだろう、と白火は頰ほおを引き攣つらせた。

　氷見が不意に、茶ちや目めっ気けたっぷりに笑う。

　そうやって無防備に笑うと年相応のやんちゃさで、対照的にその口から告げられる内容は大変物ぶつ騒そうだった。

「毒入りの食事をな、毒を盛った人間の前で食うんだ。余は帯刀の勧すすめであらかじめ毒に身体を慣らしてあるゆえ、多少の毒では効かぬ。だが毒というものは、慣れぬうちは少量でもなかなかにきつい。で、その食事を相手にも勧めてやるんだ。肥え太った顔が一気に青ざめるのは見物だぞ。一種快感で、最近ちょっと病やみつき気味だ」

「そろそろさじ加減を覚えよ。毒を操あやつる暴君との噂うわさが立ってからでは遅おそい。この間の男など、まだ出仕して来ぬ。もう一月にもなるぞ。たったあれしきのことで」

　平然としているのは帯刀だけで、他ほかは全員が顔を強こわ張ばらせていた。

「宮中って凄すげえ……」

「ていうか、氷見の帝、怖こわい……」

「だから、狐狸妖怪の住すみ処かだと言っておろうに。だが、敵以上に味方もいるから心強い。支えがなければやってはいけぬ務めだ」

　その『味方』として見こまれた隻せき眼がんの青年が、なにやら複雑そうな顔をして上半身を起こした。

「朱鬼さま、起きないで」

「何や、白火も心しん配ぱい性しようやな。喉のど渇かわいたんやって。寝たまま飲んだら噎むせてまうがな。それと、毒消しな。北の山にええ薬草が生えてるとこがある。大たい抵ていの毒なら解げ毒どくしてくれる花や。今度摘つんできたる。乾かわかしとけばもつし、煎せんじてもええ。あんたらが持っといて損はないやろ」

　瑪瑙が黙だまってそばに置いてあった湯冷ましを取り、朱鬼の左手に持たせる。朱鬼は一気にそれを飲み干したあと、ぼそりと言った。

「物足りん。あー、熱あつ燗かんできゅーっとやりたいわ。なあ、酒あらへんか？」

　湯飲みを置いた手で盃さかずきを持つ真似まねをされ、きっちりと膝ひざを揃そろえて正座した瑪瑙が、じっとりとほぼ半眼になって言う。

「お頭かしら……」

　ぴきん、とその場の空気が固まるほどの冷気が一いつ瞬しゆんにして満ち、白火はぶるっと肩を震ふるわせた。

　──え、何？

「……血も止まっていないこの状じよう況きようでもし貴男あなたが酒の一いつ滴てきでも口にしようものなら、私、何するかわかりませんよ……？　暴れてもいいですか？」

「いややな、冗じよう談だんやって、冗談。一応怪け我が人やしな、俺。まあ、もうちょい怪我が良うなるまでは断酒やな。しゃーないわ、うん！」

　朱鬼が冷や汗あせを浮うかべた笑顔でものわかりよく頷くと、冷気もぱっと引っこむ。

「ぜひ、そうしてください」

「あの、蒼馬さま？　何だったんですか、今の？」

「お前は知らなくていい」

　それまで考えこんでいた蒼馬が、白火の頭をぽん、と撫なでてから立ち上がる。

　黙って朱鬼のもとへ行き、行ぎよう儀ぎ悪わるく膝を開いたまま屈かがみこむ。考えに意識を奪うばわれていて、細かなことに気を遣つかう余よ裕ゆうがないらしい。稽けい古こに熱中しているときも、あんな風な振る舞まいをすることがあるからよく知っている。

　大きな、指の長い手が無造作に。

　べちっ。

　白火は、なんとなく手で顔を覆おおって、指の隙すき間まからその光景を見ていた。

　──うわあ～……蒼馬さま、二度目だ……。

「蒼お前、一度だけや足りひんのか!?　二度目やで!?　しかも思いっきり手首の返し利きかせよって！」

　あまりに脈みやく絡らくのない行動に、瑪瑙や氷見たちもが固まっている中、白火は既き視し感かんを覚えて首を傾かしげていた。

　──蒼馬さまがこうして構ったり、らしくないことをするときは。

　蒼馬がにやりと笑う。

「朱鬼。お前やっぱり、一度死ぬしかないな」

　何事か、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなことを決意したときだ。










　伊佐は、帯刀の屋や敷しきの中へは入らない。

　彼は庭先と垣かき根ねの間に身を潜ひそめて、じっと守もりをしていた。初めて入った帯刀の屋敷の庭は白い玉砂じや利りが敷しき詰つめられていて、一いつ瞬しゆん真しん珠じゆを撒まいてあるのかと思ったほどだった。明けきらない朝の光を吸って、白く淡あわく光る。

　優ゆう雅がそのものというか、屋敷の造りが見たこともないほど上品に洗練されているせいか、こうして木と土の匂においを嗅かいでいるほうが落ちついた。少し離はなれたところに知らない赤あか紫むらさきの花が咲さいていて、ほのかに香かおる。

「藍あいの頭も鬱う金こんの頭も馬ば鹿かじゃないから、もう手は出してこないと思うが」

　一応、万が一のときのための用心だ。

　中では蒼馬や白火、帯刀たちが中心となって話し合いを詰め、伊佐の頭である朱鬼も手当てを受けて休んでいるはずだ。

　朱鬼は少し休むべきだ、と伊佐も思う。朱鬼の怪我は、慣れている伊佐ですら顔をしかめるほどに酷ひどい。あれほどの体力がなければ、とっくに死んでいただろう。

「俺にできることなんて少ないからな……」

　力には自信があるが、それだけだ。

　策を練るには向いていないから話し合いに加わることもできない。字も書けないし、ひたすら無骨で何もできない。だが、護まもることなら。

　命がけで何かを護ることなら、できそうな気がした。

　だから今、ここにいる。

「伊佐さん……？　いらっしゃいます？」

　そっと足音を忍しのばせて庭に降りてきた少女の気配に、伊佐はわずかに首を巡らせた。

　あの、白火の幼なじみだという少女だ。料理がうまくて面めん倒どう見が良くて、鼻っ柱が強いわりに怖がりだ。

「何だ」

　わざと、がさがさと音を立てて出て行く。柄がらが大きいので、いきなり現れたらきっと熊くまのように見えるだろうと自分でも思う。

「腕うでを」

「あ？」

　つっけんどんに腕を突つき出されて、思わず咄とつ嗟さに両腕を差し出す。朧は、胸に小さな木箱を抱かかえていた。

「こうか」

「こっち来て座ってください。届かないわ」

　促うながされ、小さな泉のほとりの、平たい岩の上に無む理り矢や理り座らされる。訳がわからないながらも、伊佐は朧に従った。

「何がしたい」

「怪我してるでしょう、二の腕のところ」

　びしっと言われてようやく気づく。

　確かに、入れ墨ずみのところの皮ひ膚ふが横に裂さけている。大方、衛え士じたちが矢を射いったときにかすっていったのだろうが、この程度なら慣れている。もう血もとっくに止まっているので、よく見なければわからないくらいだ。

「こんなん、なめときゃ治る」

「どうやってなめるんですかそんなところ。いいからじっとしててください。土つち蜘ぐ蛛もの人たちって皆みんな同じようなことを言うんだから。ちゃんと手当てしないと治りが遅くなります」

　手て際ぎわよく治ち療りようしながらぶつぶつと言う文句の中に、白火の腕に対する苦い後こう悔かいが含ふくまれていることを、伊佐は知らない。怪我をしたときにすぐにきちんと消毒をしておけば、雑ざつ菌きんが入らないようにしておけば、無理しないようにしておけば。

　後悔なんて、あとからあとから湧わいて出て来る。

　だから朧はもう、後悔する前にさっさと動くことに決めたのだ。そのほうが性に合っているし、ごちゃごちゃと考えこまなくて済む。

「お前は、俺たちのことが怖かったんじゃないのか。何で平気で触さわる？」

　しかも入れ墨のある場所だ。一番怖がっていたはずなのに、朧は平然と包帯を巻いていく。

「怖くなくなったんです。いえ、怖がる必要がないってことに、気づいたんです」

　見てみれば、血は血で、流れれば痛いし同じ色をして同じ匂いだった。

　そう思ったとき、胸につかえたものがすとんと落ちるように、自然と怖さが消えた。

　最初から伊佐たちは、朧を怖がらせるようなことは一いつ切さいしなかったし、気を遣ってくれていた。

　気づくのは遅おそかったが、遅すぎはしないと思いたい。

「はい、終わりました。次の怪我人さんはどこにいるかしら」

　あちこちに姿を隠かくして朱鬼を護っている土蜘蛛たちを、朧は片っ端ぱしから手当てして歩くつもりらしい。

　裾すそについた土を払はらいながら立ち上がった朧を、伊佐は思わず呼び止めた。

　消毒され薬を塗ぬりこまれただけで、随ずい分ぶんと感覚が違ちがう。楽になった。

「あ、おい。その……」

「お礼でしたら遠えん慮りよしますわ。好き勝手にやっていることですから」

　面と向かって礼を言われるのは照れくさいらしい。

　朧が歩き去っていくと、すっと、少し離れた場所で空を見る振ふりをしていた青年が近づいてくる。

　手出し無用、とその無ぶ愛あい想そうな顔にでかでかと書いてあるのを読み取り、伊佐は思わず吹ふき出してしまった。

「おもしろいな、あんたたちは」

「──やかましい」

　ひとしきり笑って、伊佐は、ふと思ったことを口にする。

「京の人間が皆、白火やあの女みたいだったら、いつかは。そう思う」

　矢涼が、かすかに頷うなずいた。

「……そうだな」









[image: ]




　空を見上げて、隻せき眼がん隻せき腕わんの青年は思い出す。

　青く蒼あおくどこまでも、彼の一番好む青空の片かた隅すみには、つかず離れず飛んでいる鷹たかの姿が目に入る。清すが々すがしい朝の空だが、これからは冬将軍の到とう来らいだ。北へ向かえば向かうほど、厳しい寒さと雪が待ち構えている。

　それでも。

　──言うたんや。あの餓が鬼きが言うたんや。

「そちたちに役目を与あたえる。京には影かげの守手もおるが、あれだけでは正直心こころ許もとない。余の手足となって動く者がほしい。そちたちの力が、余には必要だ」

　氷見が言った言葉を、朱鬼は一言一句違わずに覚えている。

「そちらの『力』を、余が買おう。そちらはその力を誇ほこれ。斬きるためではなく、守るためにその力を使え。使い方がわからないなら教えてやる。つらいこともあるだろうが、受けてくれようか？」

　朱鬼たちに役割を与え、居場所を与える言葉だ。

　大おお江え山やまから戻もどってきたあと、氷見は帰ったふうに見せかけて、こっそりと朱鬼のもとを訪おとずれた。帯刀だけを供に、氷見がそう言ったときのあの身の底から総毛立つような感動を、朱鬼はどう言い表したらいいのか今でもわからない。

「……何でや？　俺らをて……本気なんか？」

「このようなことを戯たわむれで申すほど根こん性じようは曲がっておらぬつもりだが」

　黙だまって控ひかえていた帯刀がその途と端たん微び妙みように視線をさまよわせ、氷見をちらりと見てから、また控えて目を半分伏ふせた。

「せやかて、信じられへん……いきなり、そんな」

　本当だろうか。

　ここにいても、いいのだろうか。

　喜びと同じくらい膨ふくらむ猜さい疑ぎ心しんいっぱいの表情に、氷見は、ふ、と口もとを苦く笑しようの形に刻んだ。

「随分と信用がないことだ」

　氷見は思う。

　朱鬼はあのとき、氷見の首を搔かき切ろうと思えばできたはずなのだ。朱鬼の腕ならたとえ利きき腕でなくとも一いつ瞬しゆんで済む。躊躇ためらいさえしなければ、無用な苦しみも与えない。

　けれど朱鬼は迷った。

　そして、手を止めた。

「だからだ」

　思いっきり省略された理由に、朱鬼は呆あきれたように口をぽかんと開けた。

「何やそれ。さっぱりわからん」

「それでいい」

「何がやねん！」

「理り屈くつが必要か？」

　ふと真ま面じ目めに見つめられて、朱鬼はたじろぐ。どうもこの少年相手だと調子が狂くるう。冷れい徹てつかと思えば、唐とう突とつに子供の顔になったりする。

　──餓鬼は餓鬼や。せやけど、ただの餓鬼やあらへんな。大したもんかもしれん。

　だから。

　氷見がこの先、朱鬼たちをどう用いるのか。この国をどう導いていくのか。

「性しよう根ね据すえて、見届けたろやないかい」

　氷見は、己おのれの中指に嵌はめていた指輪を外して朱鬼に手て渡わたした。

「何やこれは」

「口約束だけでは不安だろうし、文書を書いている暇ひまもないからな。これが証あかしだ」

　氷見の体温を吸って温かい指輪は金きん無む垢くで、何の飾かざりもついていない分、素材の良さが際きわ立だって豪ごう勢せいだった。

「証？」

　帝みかどが自身で身に着けているものを下か賜しするのは、最大の信しん頼らいの証であるとともに好意の証でもある。そしてそれを受け取ることは、忠誠を誓ちかうことを意味する。

「へえ……」

　興味深そうに指輪を眺ながめた朱鬼が、にんまりと笑って指輪を嵌めた。骨太な小指にぴたりと収まる。

「まあ、一応受け取っておいたるわ」

　左手の隅すみで輝かがやく金の指輪。

　それは、朱鬼にとっては、暴れ狂う力の枷かせとなる。もう、二度と道を踏ふみ外さない。氷見の言葉が、これからは朱鬼にずっと寄り添そって離はなれない。この指輪が戒いましめている限り、もう、先祖のあの怨えん嗟さの声も聞こえない。降り積もった永い時間の憎にくしみは、末まつ裔えいである朱鬼が魂たましいの奥底に封ふうじこめて、地じ獄ごくの底まで持って行く。

　すっかり目と指に馴な染じんだ指輪を眺めながら、朱鬼は率そつ直ちよくに思う。

　あんなことをあんなふうに言われたら。

「絶対、裏切れへんな……」

　見えない絆きずなを指輪が繫つないで、決して断たち切れることはない。意志も言葉も約束もすべて、この金無垢の指輪が体現して常に朱鬼のそばにある。

　それで充じゆう分ぶんだった。

　あの信頼に応こたえたい。

　応えられるような、そんな人間になりたい。

　だから前へ進む。

　もう、二度と迷いはしない。
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　青さを増した水面が、朝あさ陽ひをいっぱいに受けて眩まぶしく目を射る。

　きらきらと光る宝玉の粒つぶを撒まき散らしたような深い色をした河の水は、けれど触ふれれば切れそうなほどに冷たい初冬の早朝に。

　その日は朝早くから、人ひと垣がきができていた。

　四条の河原に設けられた場を遠巻きに、興味と恐きよう怖ふを半々に、これだけの人が集まっているにしては静かなのは、皆みなが恐おそろしげに声をひそめているせいだ。

　今日ここでこれから、夜や盗とうの処しよ刑けいが行われるという。なんとなく、大声を上げるのは憚はばかられる。処刑が公開されるなど久しぶりのことだ。

「処刑されるの、盗とう賊ぞくなんだってな」

「お貴族さまの屋や敷しきばっかり狙ねらったらしいよ」

「それじゃあ捕つかまるのも無理ないなあ。俺らと違ちがって、お宝もたんまりあったんだろうし」

　京を騒さわがせた夜盗と言われても、普ふ通つうの人々にはどうもぴんと来ない。確かに火事が増えたりしたが、それは高貴な人々の住む特とく殊しゆな地域でのことなので、実害もほとんどない。せいぜいが、風の噂うわさで聞く程度だ。

「『土つち蜘ぐ蛛も』って言うんだってな」

「あ、聞いたことあるそれ！」

「そりゃあ、盗ぬすみは褒ほめられたものじゃないけど……殺さなくてもいいんじゃないの？」

　土蜘蛛に同情する声半分、

「鬼のような形相で人を殺しては、その血を啜すする化け物なんだってさ。若い女の生き血が大好物で、酒のように飲み干したんだって！」

「宮中に弓引く、古い一族の末裔だって聞いたぞ」

「早いとこ処刑してもらわないと、怖こわいよなあ」

　処刑を求める声も半分。

　何かと物見高い京人たちがじっと待つ中を、ゆっくりと牛ぎつ車しやが進んでくる。人垣を先に前まえ触ぶれの少年たちが触れて歩くので、皆が従って道を空ける。

「あの牛車は……？」

　数人の屈くつ強きようそうな男たちが脇わきを固める牛車は処刑場にもっとも近い位置に止とめられた。

　横の部分に固い布で仕切った物見窓が作られているが、その窓も薄うすい紗しや幕まくに覆おおわれて、中にいる人物の姿を見ることはできない。

「やけに豪ごう華かな牛車だな。飾りは一いつ切さいつけていないけど」

　牛車の中の人物は出てくる気配はなく、十と重え二十はた重えに衛え士じが護まもりを固めて厳重だ。

「あれ、衛士だよな……？　宮中の」

「それじゃああの牛車には、まさか……？」

　貴族の高位の人物の移動には護衛がつくのが当たり前だが、衛士が護るのは皇族だけだ。そして皇族の頂点に立つのが、この国を統すべる帝である。

　高貴な身分であればあるほど、軽々しく顔や姿を見せないのがしきたりとなっているせいで、京に住んでいても帝の姿を拝する機会は滅めつ多たにない。たまに、桜見物や御お寺てら詣もうでなどの御幸みゆきがあって、その際にちらっと垣かい間ま見みえる程度だ。

　もちろん、衛士たちがつきっきりで護るので間近に見ることもない。

「でもまさか、帝が処刑なんて見物には来ないよな？　な？」

「いや、でも、京を揺ゆるがした大罪人の処刑だ。帝のお出ましでもおかしくないかもしれないぞ。今の帝はなかなかに剛ごう胆たんな性格をなさってるっていうし」

「誰だれか、聞いてこいよ」

「え、帝に？」

「馬ば鹿か、衛士の一番下っ端ぱとかだよ」

「いやだよそんなおっかない。大体、下っ端とかってどこで見分けるんだよ」

　落ちつかない、ぎこちない空気を切り裂さくように、どん、と太たい鼓この音がひとつ、高らかに鳴らされた。

　人々がざわめいて振ふり返ると、竹の柵さくで仕切られた細い処刑場への道を、ひとりの男が静かに引き立てられてきていた。一日のうちでもっとも穢けがれのない朝に処刑は行われる。

「あれか？」

　槍やりを掲かかげた衛士に前後を固められ、左の手のみに縄なわをかけられて、殊しゆ勝しような態度で一歩一歩、大地を踏みしめるように歩いてくる死に装しよう束ぞくの男がいる。罪人の扱あつかいでも背は丸めず、かといって驕おごっているわけでもなく、ただただゆっくり、悠ゆう然ぜんと。

　衣装と同じ、白い木も綿めんを顔に垂らしている。

　長い黒くろ髪かみはざんばらに乱れていて、さも夜盗の頭かしらといった趣おもむきだった。大おお柄がらな体たい軀くに長い手足が見み映ばえし、右の袖そでが肩かたから垂れているのが遠目からでもよくわかる。

「片かた腕うでがないのは、捕とらえられる際に切り落とされたからだそうな」

「へえ。あれが、大おお江え山やまの鬼おにか……」

「どんな顔してるんだろうな、鬼って」

　慣れているのか衆しゆう人じん環かん視しの視線を臆おくすることなく全身に浴びて、罪人は処刑場に入る。

　衛士が顔を覆っていた布を取り外した姿を見て、民衆はひどく驚おどろいた。

「おい、あれ！　見てみろ！」

「え!?」

　露あらわになって黒髪に縁ふち取どられているのは、能役者が舞ぶ台たいで用いる面だ。

「『土蜘蛛』の面だ……俺、柚ゆ木き座ざで観みたことがあるから知ってるぞ」

「何で顔隠かくしてるんだ！　その面つら見せてみろよ！」

　飛んだ野や次じも、やはり半分くらいだった。残りの半分は、恐ろしそうに固かた唾ずを吞のむばかりだ。

　どん、と衛士のひとりが槍の底で地面を突ついて注目を集める。

「静まれ！　この者は京を騒がせた不届き者なれど、己おのれの所業を恥はじ、厳げん粛しゆくに刑けい罰ばつを受け入れている。ゆえに今生最後の望みとして、醜みにくい土蜘蛛の顔を晒さらしたくないとの願い、帝が寛かん大だいな御お慈じ悲ひのもとにお許しになられたものである！」

　帝、と口にするときに衛士は牛車に向かって会え釈しやくし、京人たちもこれには黙だまるしかなかった。

「これ、恩情なり！」

　土蜘蛛の頭目はすでに処刑台の上に上がり、目の粗あらい筵むしろの上にあぐらをかいて座らされていた。処刑を担当する者が、背後から首を切り落とすのだという。

「あれ、自分で腹切るんじゃないんだ？」

「八つ裂ざきとか釜かま茹ゆでの刑けいよりはましかなあ」

「どっちみち、片手じゃあ切腹はうまくいかないだろうしな」

　怖こわ々ごわと様子を見守りながらも、観衆は気楽なものだ。訪おとずれる死が自分と自分の親しい人に降りかかるものでなければ、恐ろしいことは恐ろしいけれども所しよ詮せん他ひ人と事ごとだ。

　係の者が、処刑台の前面に薄い幕を張っていく。土蜘蛛の青年は、じっと座ったまま、微び動どうだにしなかった。

　静かに前方だけを見つめ、この世に別れを告げているように見える。

「……まあ、直視したいもんでもないし」

　紗幕があれば、血しぶきも大して見えないだろう。

　少し気が楽になって、観衆はそっと牛車の様子を窺うかがう。好こう奇き心しんに負けて見物に来ていても、怖いものは怖い。特に、処刑の方法が残ざん虐ぎやくであればあるほど後味は悪い。

「高貴な方の、目を汚よごすことになるもんな」

「仕方ないよな」

「うん、仕方ないよ」

　ぎっしりと詰つめかけた観衆の合間合間には衛士たちが配置されていて、はやって騒いだり罪人に向かって石を投げたりしないように監かん視ししている。その物々しさにも緊きん張ちようする。衛士たちは皆みな威い圧あつ的だ。

　ひゅう。

　冷たい朝風が吹ふき抜ぬける水面を川鳥が低く飛んでいき、処刑を任された者が処刑台に上がる。すっきりと背筋を伸のばした、まだ若い青年のようだ。

　薄い紗幕は顔を隠すが、動きは見える。

　処刑人が額に巻いているのは白い鉢はち巻まきだろうか。頭の後ろで結んだ垂たれが、風に流れる。

　処刑人も、まっさらな白装束を身にまとっていた。心身を白絹で清め、迷わず引導を渡わたすための装よそおいだ。

「──いよいよだ」

　辞世の句を詠よむでもなく、未練がましく嘆たん願がんするでもなく、土蜘蛛は淡たん々たんと己の運命を受け入れているように見える。ほとんどの京人が、少し感心した。

　死を直前にこうも潔いさぎよく落ちつき払はらっていられるなんて、恐ろしい咎とが人にんだけれども、なかなか肝きもが据すわっているようではないか。

「──いざ」

　処刑人の刀がちゃり、と鳴り、それを聞き取って、土蜘蛛の頭かしらは静かに左手を胸の前に持って来た。右手があれば、両手を合わせることもできただろう。

　刀が鞘さやから抜かれ、朝の光を弾はじいてそのまま振り下ろされる。太鼓などを鳴らすこともなく、粛しゆく々しゆくと。

　それは、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　渾こん身しんの力で軌き跡せきが描えがかれ、紗幕に血が飛び散る。

「……っ」

　誰が息を吞のんだのかわからない。自分かもしれないし、隣となりにいる人間かもしれない。もしかしたら、その光景を見合わせた全員の衝しよう撃げきだったのかもしれない。

　ごろりと、土つち蜘ぐ蛛もの面を着けた頭が転がる音がした。

　直視できる者はあまりいない。

　身体からだは仰あお向むけに倒たおれて、倒れると同時に素す早ばやく布がかけられていた。

　あっけない死だ。

　それでも死だ。

　ひとりの男の人生が、たった今終わったのだ。

　斬り落とされた首は、処しよ刑けい人が白い晒しの布を広げて拾い上げる。

　真っ白な布にみるみるうちに赤い染しみが広がっていくけれど、処刑人はまったく頓とん着ちやくしていないようだった。伏ふし拝おがんで、処刑台の上に安置する。

「これで、良かったんだよな……？」

　訳もわからずやってきていた子供たちが怯おびえて泣き出し、女たちも真っ青になって口もとを押さえている。男たちはそんな女たちを抱だき寄せたり、自分自身も震ふるえを収めようとひたすら呼吸を繰くり返す。

　想像以上に、衝撃が大きい。

　悪人を処刑した、それだけのことのはずなのに、ひどく恐おそろしい行こう為いに立ち会ってしまったような、取り返しのつかないことに荷か担たんしてしまったような、妙みような心こころ許もとなさだ。

『これで、良かったんだよな……？』

　誰もが持つ心の一番柔やわらかな部分で、人が人を殺すという生々しい行為に嫌けん悪おする。

　かん！

　小気味よい拍ひよう子し木ぎの音が、積もる陰いん気きを爽そう快かいに打ち破った。

　かん、かん、かん。

　渦うず巻まく負の感情を一瞬にして晴らす爽さわやかな響ひびきに、誰もがぱっと顔を上げる。

「何だ？　誰だ？」

　処刑台の紗しや幕まくに重ねて厚い幕が張られ、惨むごたらしさをすべて覆おおい隠して、その前に飛び出してきたのは小こ面おもての面を着けた舞まい人だった。両手で、組くみ紐ひもで飾かざりをあしらった拍子木を持ち、くるくると袖を翻ひるがえして舞い踊おどる。




　──峯みねの雪、汀みぎわの氷ふみ分けて

　　　君にぞ惑まどう　道は惑わじ


（「雪」より）






「清めの舞いだ」

「どこかの巫女みこ姫ひめかな。ありがたい」

　こうした穢けがれの場にはその怨おん念ねんなどが染みつくから、すぐにこうして清めるのが通例だ。

　高名な僧そう都ずに依い頼らいすることもあれば、清せい浄じようを体現する巫女が、こうして歌や舞いを捧ささげることもある。

　小さな舞い人は雪襲がさねの衣ころもをまとい、黒くろ髪かみをまとめる鬘かずら帯おびも銀糸で刺し繡しゆうを施ほどこした純白で、鮮せん血けつの焼きついた網もう膜まくが一瞬にして洗い流されていくような清らかさだった。

　衣は白で、糸は銀糸。

　帯も白、足袋たびも白、小さな草ぞう履りもすべて白。

　飾り気のいっさいないその装いが、かえって気品に溢あふれて映る。愛らしい少女の面おも差ざしを模かたどった絶ぜつ妙みような線を描く白い頰ほおも、紅べに差さした小作りな唇くちびるも、なにもかもが高貴だった。

　雪の舞いだ。

　雪は、すべてを覆い隠して凍こおりつかせる。

　けれどそれが溶とけたときには、その下から草木の息い吹ぶきが顔を出す。

　白い袖を閃ひらめかせ、舞い人は拍子木を打ち鳴らす。心をこめて打ち鳴らす。

　かん。

　花か梨りんの枝をよく乾かん燥そうさせた拍子木は、空に響き渡って魔まを断っていく。

　それが、白火の務めだった。

　白火の舞いには清らかな力があると、蒼馬が言っていた。朱鬼も言っていたし、朧や一いち陽ようも多分同じことを言っていたことがあると思う。

　独特の、白火にしか舞えない舞い。

　何が独特なのか白火にはわからない。舞いたいように舞っているだけ。理想とする舞い姿に少しでも近づけるよう、日々精しよう進じんしているだけだ。でもそれが今役に立つというのなら、こんなに誇ほこらしいことはない。

　さらりと袖そでを流し、白い蝶ちようが舞うようにただひらひらと舞い漂ただよう。

　──オレにできることは、こうして舞うことだけ。

　白火としては、音曲のない清めの舞いを舞いながらも、心中はささがに姫のつもりだった。

　縺もつれに縺れた糸を、この花梨の音で断たち切る。優やさしく断ち切り、空に浮うかせる。ふわりと浮き上がらせ、やがて青空に溶けて消えていくように。
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　この舞い姿を見て、誰だれも、この舞い人が『日にち輪りん座ざの白火』だとはわかるまい。そんな舞い姿だった。

　独特のにじむ色いろ香かも優しさも取り払はらい、ただただ清浄に専念する。清らかすぎて侵おかしがたく、人ではないような遥はるか高みにいる神々の使いのような、あるいは神々そのもののような。

　そんな舞いに、人々も一瞬にして吞みこまれていく。

　舞いは、言葉よりも先に生まれた。

　人は生まれてすぐ、喋しやべるよりも先に、まず身体を揺ゆらして踊り、声を上げて謡うたう。言葉は知らなくとも声を出し、笑いながら身体を動かす。

　人間としての本ほん性しように立ち返れば、それだけのことなのだ。

　皆みな、生きて、幸せになりたい。

　──それだけのことなのに。

　拍子木を鳴らして白火は祈いのる。

　祈るように舞う。

　血の匂においが、小面の鼻先を突ついていく。

　──朱鬼さまは、確かに間ま違ちがえたかもしれないけれど。

　でも、否定しきることは白火にはできなかった。

　──だって、幸せになりたいと思うのは、普ふ通つうのことでしょう……？

　最初から不幸せになりたいと望む人間などいるだろうか。生まれたての、母親の胎たい内ないを出いでたその瞬しゆん間かんは、誰だって希望に満ちているのではないだろうか。

　少なくとも、白火はそうだ。

　幸せになりたいと思っているし、そのためには努力したいとも思う。自分だけではなく、知り合いのすべて、大切な人すべて、皆幸せになってほしいと思っている。

　誰に告げるでもなく、脳のう裏りで紡つむぐ思想の波。

　舞いに乗せて、川かわ面もを流れ。

　広がっていく、想おもいの水すい紋もん。

　誰だって間違える。何かしら間違えて、それを後こう悔かいして反省して次に生かす。

　──許しを。

　白火は思う。

　必要なのは、憎にくむことではなく、忘れることでもなく。

　犠ぎ牲せいとなった人たちを忘れてはいけない。残された人の悲しみも忘れられるものではないけれど、それを乗り越こえていくことができたら。

　募つのる悲しみの涙なみだに清らかな水を落として、その怨えん嗟さを薄うすめることができたなら。

　──たとえばささがに姫のように。

　すべてを受け入れることはできなくとも。

　少しずつ、少しずつ。

　互たがいの距きよ離りを縮めて、いつかは同じ悲しみに寄り添そえるようになるといい。

　せめて、憎しみ合う種だけは摘つみ取って、もう二度とあやまちは繰り返さないように。

　──綺き麗れい事ごとだと言われるのは承知の上だ。

　偽ぎ善ぜん、あるいは絵空事のような綺麗事かもしれないけれど、構いはしない。

　白火は役者だ。

　現世の憂うさを忘れ、舞いの世界に観衆を誘さそい、舞ぶ台たいの上で夢を紡ぐことこそが務めだ。

　その役者が綺麗事を言わないで、誰が言うというのだ。

　他ほかの誰でもない、そんな舞いを舞うことこそが。

『白火』だ。










　そして、処しよ刑けいが終わってしまえば京にもいつもの日常生活が戻もどってくる。

「なあ。やっぱり俺、あの盗とう賊ぞく、何も殺すことなかったんじゃないかと思うんだけどさ！」

　河原から町中へと戻りつつ、両手を頭の後ろで組んで大きな声で言った青年の口を、隣となりにいた男が慌あわてたように塞ふさぐ。

　京で、小さな店の集まった町屋一帯に住む若者たちだ。

「しっ、馬ば鹿か！　滅めつ多たなことを言うな。検け非び違い使しとかに聞かれたら睨にらまれるぞお前。土つち蜘ぐ蛛もの仲間だとか思われたらどうするんだよ」

　口を塞ぐ手を押しのけてぷはっと息いき継つぎした青年が、やはり大きな声で言い募る。子供のころから商家に奉ほう公こうしているせいか、地声が大きい。

「だってさ、殺さなくても、罰ばつを受けさせれば良かったんじゃないかとか思わねえ？　ちょっと、やり過ぎな気がしてもやもやしてんだよね」

　その言葉に年若い男たちが顔を見合わせ、それから黙だまっていっせいに狭せまい裏路地に入りこんだ。こそこそと声をひそめ、頭を突き合わせて話し始める。

「まあ俺も、土蜘蛛があんなあっさりおとなしくするなんて思わなかったから、正直びっくりしたけどさ」

「だよなだよな!?　もっとこう、最後の最後まで抵てい抗こうしたりとか、高笑いして呪じゆ詛その言葉を吐はくとか、そういうことするんじゃないかと思ってたんだよ。だったら殺されても仕方ないかなーとか」

「何お前そのたくましい想像力」

「だーって、京を揺るがした大罪人だろ？　やっぱ、やることやってくんなきゃこっちも落ちつかねーよ」

「でも俺も、正直見直したね。潔いさぎよいっていうかさ。敵ながら天晴あつぱれってやつかな」

　知り合いも見物に来ているかもしれないから、なるべく顔を見られないようにこそこそと様子を見て回っていた朧が、耳聡ざとくその会話を聞きつけてほっと息を吐いた。

　朧も、今は日輪座や柚ゆ木き座ざに見つかると色々と面めん倒どうな身の上だ。

「──何とかなった、のかしらね……？」
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　白火は、仮かり初そめの舞台となった処刑台の裏手に回るなり、小こ面おもての面を外しながら奥の控ひかえの間へ駆かけこんだ。ついでに、被かぶっていた黒髪の鬘かつらもむしり取る。

「蒼馬さまっ！」

　すでに着き替がえ終えていた蒼馬が、淡あわく微笑ほほえんで白火を迎むかえた。

「おう、お疲つかれさん。大役だったな」

　もう白の装しよう束ぞく姿ではないし、面も取っている。髪かみだけが、結ゆっていないのでそのまま下ろされている。

　その姿をざっと頭の先から足の先まで見み渡わたして、どこにも怪け我ががないことを確かめ、白火は思わずへなへなとその場に座りこんだ。

　右みぎ腕うでを縛しばって腹部に隠かくすようにしていた蒼馬が、その包帯をくるくると解きながら振ふり返る。

「どうした？」

「どうしたって……誰だって、あんな場面を見たら驚おどろきます！　舞まっている間も、うっかりすると気にしてしまいそうで……！」

　正直なところ、大だい丈じよう夫ぶだったかと気が気ではなくて、足もとから震ふるえるような心地ここちを味わっていたのだ。見た目におくびにも出さなかったのは役者の意地だ。

「だから、あらかじめ打ち合わせたんだろう。知らないほうが信しん憑ぴよう性せいが出るとは思ったんだが」

　命を賭かけた大一番を終えた直後でも、蒼馬は蒼馬だ。こういうときの肝きもの据すわり方は、やはり朱鬼と少し似ているかもしれない。

　でも、だからといって。

「覚かく悟ごはしてました、覚悟は！　それでも心配だったんです！　下手へたすれば、怪我どころじゃ済まなかったんですよ!?　身代わりだし、面は着けてるし！」

「信用してないな、お前。俺がへまでもすると思ってたのか。第一、顔を隠さなきゃ身代わりがばれるだろうが」

「そうじゃありません！　でも、万が一って思ったら」

「そのために、わざわざ矢涼にも協力してもらったんだ。多少なりとも呼吸を知っている人間のほうがやりやすいからな」

「確かに協力は惜おしまないと言ったが……まさか、こうなるとは思わなかった」

「矢涼、お疲れさま……大変だったな」

　白火の労ねぎらいに無言で頷うなずき返したものの、矢涼は目に見えるほど消しよう耗もうしていた。

　白装束を解かずあぐらをかいて腕うで組ぐみをしたままじっと目を瞑つぶり、微び動どうだにしない。

「……どちらかの呼吸が少しでもずれれば、俺は柚木座の若の首を斬り落としていた。本気でやらなければ、観衆を騙だましおおせることも難しかった」

　血が近しく、上背も似たようなものなのが幸いしたのかもしれない。

　どうせ朱鬼の姿など誰だれもほとんど知らないとは思ったが、一応、一番似ている蒼馬が自ら身代わりを買って出たのだ。肌はだの色が少し違ちがうので、剝むき出しになる手足には染め粉を水で溶といて塗ぬった。

『土蜘蛛の弔とむらいをしてやるよ』

　そう言って。

　死ぬのはあくまで朱鬼ではなく、『土蜘蛛の頭目だった男』だ。

　見苦しくなく潔く、さっぱりと散ることで最さい期ごを飾かざり、京に燻くすぶる恨うらみをすべて打ち消すために。

「普ふ通つうならここで『土蜘蛛』を演やるところなんだろうがな」

　土蜘蛛を討とう伐ばつして終わる演目だ。勝利の舞まいにはふさわしいだろうけれど、舞いを任された白火はそれを拒こばんだ。

「どうしても、舞いたくなかったんです」

　話を詰つめる段階で、白火はそう申し出ていた。

　今回ばかりは『土蜘蛛』は舞いたくない、と。

　それを皆みなが吞のんで、清めの舞いにすることで話はまとまった。

「まあ、首しゆ尾びは上々といったところだろう。気づかれた様子もなかったしな」

「こんな一発勝負は、もう二度と御ご免めん被こうむる」

「俺も、処刑台に上がるのなんざ一生に一度で充じゆう分ぶんだよ」

　そう言って蒼馬が取り上げたのは、隅すみに無造作に転がされていた白絹の包みだ。

「あ。それって」

　白火も気づいて目を留とめる。

　本来ならば、処刑台の壇だん上じように安置されているはずなのだけれど。

　ぱさ、と布を広げると、土蜘蛛の面を着けた人型の頭がごろごろ転がって白火の膝ひざにぶつかって止まる。白火はそれを、怖こわ々ごわと拾い上げた。

「本物みたい、ですね……」

　人の頭を模した作り物だとわかっていても、やけに重い気がする。はねられた首の代わりに転がすだけなのだから、もっと軽いのかと思っていた。

「でしょでしょ？　褒ほめて！　俺、良い仕事したでしょ～!?」

「カイ！」

　あっけらかんと明るい口調が降ってきて顔を上げると、カイがいつのまにか、真上から覗のぞきこむ形で立っていた。相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。普通に歩いてきても何をしても、カイはいつもどこかしら意表を突つく。カイ自身から風と同じ匂においがして、気配がまったく読めないせいだろうか。

「作ったの、カイだったんだよな。うん、すごく本物みたいだ」

　特に、首の切断部分あたりにべっとりとついた血ち糊のりが怖こわい。

「でっしょ～？　土蜘蛛の面と黒くろ髪かみの鬘を分けてもらってね、鬘の髪の部分を切って細工したんだ。血は、薄うすめた糊のりに染せん料りようを混ぜて鉄粉も混ぜてみました。匂いも大事でしょ？」

　カイが協力するということは、雇やとい主である帯刀が、ひいては氷見が協力するというのと同じ意味を持つ。

　隠おん密みつの少年頭がしらは、満足いく出で来き映ばえとなった頭をぽんぽんと放ほうり投げて弄もてあそぶ。が、その光景はどこからどう見ても異様だ。こんなものをすぐさま用意できるのも異常だ。

　カイは話合いの最中、ぼそっと言ったのだ。

『本物でなくていいの？　用意できるけど？』

　その場が一いつ瞬しゆんにして凍こおりついたことを、白火はよく覚えている。

　固く絞しぼった手しゆ巾きんで染め粉を拭ぬぐい落としながら蒼馬が、苦々しそうにそっぽを向いた。

「この野や郎ろう……柚木座うちの蔵から一番高い面と鬘、遠えん慮りよなく持ち出しやがって……」

「吝嗇けちくさいこと言わないの、柚木座の若わか太た夫ゆう。見み抜ぬかれたら元も子もないんだから、できるだけ本物に似せたんだよ？　できれば本物使いたかったくらいなんだけど、皆がいやがるからさ」

「その話はもういい……」

「柚木座で一番高いって……え～!?」

　白火が飛び上がる。

「柚木座の衣装蔵にあるのって確か、年ねん代だい物もので国宝級の面とかばっかり……ええ～っ!?」

　名人と呼ばれる職人が、魂たましいをこめて打ち上げた最高の品。

　それを何代もの役者が丁てい寧ねいに扱あつかい、直して磨みがいて、大切に大切に受け継ついできた面は、もはや金額に換かん算さんすることもできないほどの貴重品だ。

　──それが、もう使えなくなっちゃったのか……!?

　役者らしい衝しよう撃げきを受け、顔色を変えた白火をさらっと無視して、カイはひらひらと手を振った。

「矢涼の兄さんも、お疲れさま～。格好良かったよ」

　矢涼はむすっと複雑そうな表情のまま、ふいっと顔を背そむけた。

「あ、照れてる。やだな、俺にまた会えて嬉うれしいんでしょ？　すなおに喜ぼうよ」

「──今ほど、体が動かないのを後こう悔かいしたことはない……次に会ったときこそ、息の根を止めてやろうと思っていたのに……！」

「あはは、その疲れっぷりじゃあ無理無理。ああいうのって、普ふ段だんと違う気力ごっそり奪うばい取られるもんね。しばらくおとなしくしてなよ。そんなに眉み間けんに皺しわ寄せてないでさ」

「誰のせいだと思ってる！」

「矢涼の兄さん、ただでさえちょっと強面こわもて気味なんだからさ。せっかくいい男なんだし、もっと笑え顔がおで、ね？　そんなんじゃ女の子にもてないよ？」

「誰が兄さんだ、気色悪い呼び方をするな！」

　どうも矢涼は徹てつ底てい的にカイとそりが合わないようだし、カイはことのほか矢涼のことが気に入っているらしい。

　──うわあ……矢涼がこうまで怒おこったりするのって、珍めずらしいよな。

　今にも額に青筋を立てそうな矢涼を見ていられなくなって、白火はその中に割って入った。

　血糊がついてもう二度と使えなくなった面のことは、この際ちょっと忘れることにする。人間、思い切りも必要だ。

「そう言えばカイ、朱鬼さまたちの見送りに出ていたんじゃなかったのか？」

「ああ、そうだ、忘れてた。行ってきたよ」

「朱鬼さまたち、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「平気平気。片かた腕うでなくしたくらいでへばるような身体からだじゃないし、あのしっかりした姉さんも一いつ緒しよだし。無事に京を抜ぬけたところまで見届けて戻もどって来た」

「無事に抜けたか……これで、俺たちも一安心だな」

「できれば、傷口が塞ふさがるまでもう少し、一緒にいたかったです」

「閉じこもっておとなしくしていられるようなやつじゃないし、京ここにいればいるほど危険の度合いが増すんだ。仕方ない。瑪瑙がついてるから、あまり無む茶ちやはしないと思うがな」

「そうだといいんですけど……」

「心配か？」

　白火が、こくんと頷く。

「──はい」

　偽にせの処しよ刑けいは、時間稼かせぎでもあった。

　夜が明ける前に朱鬼は、ひっそりと京を発たったのだ。氷見の依い頼らいを受けて、各地に散らばった土つち蜘ぐ蛛もたちを相手に、まずは強ごう奪だつ行こう為いをやめるよう説得するために。土蜘蛛たちにした約束も果たすために。

　着き替がえて髪かみも結ゆい、すっかりもとの姿に戻った蒼馬の胸に、白火はぱふっと抱だきついた。

「蒼馬さま、どこも怪け我がしてなくて、良かったです……」

　額をぎゅっと押しつけて擦すり寄せる。率直に甘えるしぐさに、蒼馬の目もとが優やさしく和やわらぐ。

「不安にさせたか。悪かったな。大丈夫だ。どこも何ともない。ほらな？」

「……はい」

　安心するように言ってもなおもしがみついてくる小さな手に、蒼馬は抑えきれないほどの愛いとしさを覚えた。

　なんと愛らしい生き物だろう。

　蒼馬のことを心配して、青ざめて。

　不ふ謹きん慎しんかもしれないけれども、心配されたことが嬉しいと蒼馬は思う。

　言葉の通り、白火は蒼馬に対して、心を配ってくれるのだ。

　この小さな胸の中に溢あふれる、すなおな感情のままに。

「──大丈夫だ」

　あと一仕事残っているのはわかっていたけれど。

　ふたりきりになっても蒼馬はしばらくの間ずっと、薄うす茶ちやの髪に顔を埋うずめていた。

　ゆっくりと互たがいの心臓の音に耳を預け、とろりと時間が緩ゆるんでいく。

　白火の着替えを手伝おうと控ひかえの間にやってきた朧が、その光景を見るなり思わず破顔した。

「あら、まあ」

　小こ花ばな柄がらの袖そでで、口もとを覆おおう。

　今までの疲つかれがどっと出たのだろう。

　敷しき物ものも何もない支し度たく部屋の床ゆかの上で白火と蒼馬は寄り添そい、規則正しく寝ね息いきを立てていた。

　手をしっかりと握って。

「こんなところで眠ねむったりしたら、風邪かぜ引いちゃうわよ？」

　それでも。

　しばらくは朧が起こすのを躊躇ためらってしまうくらい、ふたりとも、幸福そうに眠っていた。










　牛ぎつ車しやがゆっくりと揺ゆれる。今から戻れば、午前に予定している朝議に間に合う。

　抜き打ちで出てきたので今ごろ宮中では、お目付役の何人かが目を吊つり上げて氷見を待ち受けていることだろう。

　制止せずに同行した帯刀自身にも叱しつ責せきは向けられそうだが、気にはならない。

　氷見のことを心から心配する者たちが、最近宮中での発言力を増してきた。もちろん氷見の引き立てもあるのだが、もともとの素質がなければ氷見も目をかけたりはしない。

　帝みかどの政治的な後ろ盾だてのみならず、氷見に対して親身になって怒ることのできる人間は頼たのもしい。氷見はまだ子供だ。道を踏ふみ外しそうになったときに、真しん摯しに叱しかりつける人間が必要な年ねん齢れいだ。

　──どちらかというと、政まつりごとより悪戯いたずらのほうが心配だが。

「帯刀。居るか？」

　黒くろ駒こまに跨またがった帯刀の耳に、少年の声が届く。帯刀は、牛車の背後を歩いていた黒駒を物見窓のそばにぴたりとつけた。

「ここに」

　周囲を固めるのは帝に忠誠を誓ちかった者たちであり、見聞きしたことを他人に告げたりはしない。

「今回は、なかなかに楽しめたな」

　まだ宮中へは帰り着かないので、物見窓の御み簾すを上げることはない。狭せまくはない牛車の中で、氷見はゆったりと寛くつろいでいるようだった。

「……うまくいったとは思う」

「詐さ欺ぎのような手段であったが鮮あざやかなものであったな。あれなら、色々と隠かくし通せる。少々乱暴だし洗練されてもいないが、まあ、結果的には良しとしよう」

　氷見は思い出す。

　替かえ玉もそろそろ限界だと思ったから、氷見は昨夜、さっさと用事だけを済ませて宮中に戻った。

　だから、処刑のあとに白火が清めの舞まいを舞うことなど知らなかったのだが。

　──一番弱々しくて役に立たなさそうなのが、一瞬にして民衆の不安を鎮しずめたか……そうか。あれは、ああいう『生き物』か。

　面で顔を隠して、黒くろ髪かみの鬘かつらに、白絹に銀で刺し繡しゆうを施ほどこした鬘かずら帯おびをつけて。

　観衆にはなんとか素す性じようを隠し通したようだが、氷見にはわかっていた。

　あれが、年上の従兄いとこ皇子の想おもい人。

　──風変わりな子供だとしか思っていなかったが。

　白火は氷見よりひとつ年上の十六歳なのだが、氷見はそこまではまだ知らない。見た目だけなら、骨格のしっかりした氷見のほうが年上に見えるくらいだ。

　──根こん性じようだけはありそうだ。

　白火は言った。自分たちは語かたり部べであり、継けい承しよう者であると。

　清めの舞いの途と中ちゆうにも、白火のまっすぐでひたむきな視線は氷見に向けられた。

　あの舞まい人が、すべてを語り継ついでいくというのは気に入った。

　舞いのために国を治めるのではないが、舞い人の目に自分がどう映るのかということには非常に興味をそそられる。

「──おもしろい。では、語り継がずにはいられないほどの話にしてやるとしよう」

　残したいというのなら残せばいい。舞いたいなら舞えばいいし、謡うたいたいなら謡えばいい。

　氷見は、するべきことをするだけだ。

　あのふたりもまた、違ちがう意味で京の守者となるだろうか。

　語り継いで、舞い継いで。

「まあ、どうせ後世に残るのなら、多少の脚きやく色しよくをつけて褒ほめ称たたえておいてほしいな。天地始まって以来の名君とか名帝とか美少年帝ていとか」

「……現実逃とう避ひは、書類を片づけてからにいたせ」

「独り言は聞き流せ。恥はずかしいではないか」

　帯刀には見えていないのを知りつつ、氷見は唇くちびるを尖とがらせ、赤くなった顔をぷい、と背そむけた。

　間かん髪はつをいれずに、衛え士じのひとりが知らせを携たずさえて帯刀のもとにやってくる。身分やしきたりのうるさい宮中で、氷見と直接言葉をかわすことができる人間は限られているのだ。

　衛士から帯刀へ、そして氷見へ。

「帝。京をすでに離はなれたとの知らせが」

　帯刀の言葉数はいつも少ない。だが、氷見も慣れたものだ。

「そうか。上々だ」

「信用するのか」

　そのとき帯刀は、御簾の向こうにいる少年が、愛用の檜ひ扇おうぎを口もとにかざし、ふっと微笑ほほえむ顔が見えたような気がした。あの悪戯っ子の顔ではなく、国を統治する者としての表情かおだ。

「案ずることはない。さほど頭の悪い男でもなさそうだったし……それなりに、あやつも罰ばつは受けたしの」

　代だい償しようは腕うで一本。

　それが高すぎるのかどうかは、朱鬼がこれから決めていくだろう。

「万が一というようなことがあったら？」

「そのときは」

　その続きは、氷見は言葉にはしなかった。

　ぱちりと、檜扇が閉じられる。

　物見窓の奥から、青く澄すんで広がる京の果ての空を見やる。

　今ごろきっとあの隻せき眼がんの青年は、はるか彼方かなたの希望のみをひたすらに見つめながら、まっすぐに前へ突つき進んでいることだろう。

「……朱鬼よ。土つち蜘ぐ蛛もばかりではない。人の世にも誰だれの心にも、少なからず鬼おにはおるぞ」

　炎ほのおのようなと称しようされることが多いようだが、氷見にとって朱鬼は、猪いのししのようだった。猪ちよ突とつ猛もう進しん、突っ走って周囲を見ない。力は有り余って凶きよう器きとなるが、不思議と愛あい敬きようがある。

　牛車は、宮中の広大な敷しき地ちの中へと吸いこまれていく。氷見にとっての戦場は、優ゆう雅がに、典てん雅がに主を迎むかえ入れる。

「早はよう戻もどって参れ。そちと、今度はゆっくり話がしてみたい。酒も、浴びるほどに振ふる舞まおうぞ」

　語りかける声は、牛車の軋きしむ音にかき消された。
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　後日、数日雪が降り続いた次の日の朝、京は真っ白な綿雪に覆われていた。柚ゆ木き座ざも例外ではない。

　白と銀のきらめきがすべてを染め変えて、見慣れた景色もいつもと全然違って見える。白火は目が覚めてからずっと、飽あきもせず、その景色をわくわくと眺ながめていた。

　京の冬は初めてだ。

　早朝に稽けい古こ場ばの縁えん側がわから雪を見ていた白火の唇から、白い呼気が吐はき出されては消えていく。広がる吐と息いきの形は、まるで雪の結けつ晶しようをそのまま大きくしたかのよう。寒さで手足がかじかんでいくが、この眺めの綺き麗れいさは格別だ。

　感動するくらいに真っ白で、少し眩まぶしい。吸いこまれそうなくらいの白さだ。他ほかの色を何も受けつけない。

　一面の雪を、ぽふぽふといっぱい足あし跡あとをつけて回りたい。でも、せっかくの雪を汚よごしたくはない。さらさらとした雪は冷たいだろうけど、ころころと転げ回ってみたい。

「そんなことしたら、子供っぽいって笑われるかな。その前に絶対風邪引くなあ……」

　小首を傾かしげて思案する。

「朱鬼さまたちのいるところも、今ごろ雪かな……？」

　北へ向かったのだから、きっと難なん儀ぎしていることだろう。雪害というくらいに、北国の雪は凄すさまじい猛もう威いだ。

「おい、いつまでもそんなところにいると風邪かぜを引くぞ」

　朝稽げい古こに出てきた蒼馬が、自らのぬくもりで温めるように、白火の肩かたに手を回して告げる。

「白火。雪が溶とけたら、一度大おお江え山やまに行くぞ」

「あ。それじゃ、根城の跡あとに決めたんですか？」

「ああ」

　朱鬼の片かた腕うでを葬ほうむる場所を、蒼馬はずっと考えていた。

　最初は、京でもいいと思ったのだ。だが処しよ刑けい場となった河原に塚つかを作って祀まつるのは、朱鬼には似合わない気がして、結局根城の焼やけ跡に決めた。朱鬼にも一応聞いておいたのだが、まったく興味がなかったらしく、『どこでもええで。任せるわ』の一言だった。

　すべての混乱の源でもあり、故郷でもある場所。無残な残ざん骸がいだけが残る、夢の爪つめ痕あと。

　土蜘蛛の腕が眠ねむるのに、ふさわしい場所だろう。

　処刑が行われたその日のうちに、紅と豹太が姿を消した。ゆくえはわからない。根城跡近くに隠れ住んでいるとの噂うわさも聞くが、真実は誰も知らない。ただ、無事であってほしいと祈いのる。

　白火は空を見上げる。

　雪もいったん止やんで、これからしばらくは晴天が続きそうだ。

　冷たい風が頰ほおを撫なでていく。

　きっと朱鬼も今は凍こごえる冬の中。それでもきっと、季節は巡めぐって春になる。溶けない雪はない。

　それに、寒いからこそ、寄り添そってくれる人のぬくもりは嬉うれしい。

　混乱と狂きよう乱らんの季節は過ぎ去って、今はただ静かに眠る、純白の季節。目覚めるときが来るまで。

　春になったら。

　白火は、ある決心をしている。

「春に、なったら」

　左の拳こぶしを握にぎり締しめる──ゆっくり、しっかりと。

　けれど。

　雪を踏ふみ分けて訪おとずれたその人の知らせを聞くなり、白火は茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまった。

　高貴な遣つかい人が携えてきた、氷見直筆の手紙には、墨ぼつ痕こんも鮮あざやかにこう記されてあった。







『柚木座並びに日輪座の若わか太た夫ゆうに、天覧能を命じる』







　この国の役者にとって、天覧能は何にも勝まさる最高の栄えい誉よだ。

　けれど白火は、その舞ぶ台たいに上がる資格を持たない。

「天覧能…………!?」

　白火は思わず、蒼馬と顔を見合わせた。










　──それ青陽の春になれば　四季の節せち會えの事始め

　　　月げつ宮きゆう殿でんの白はく衣えの袂たもと　花の袖そで　雪の袂を

　　　還かん御ぎよなるこそ　めでたけれ


（「鶴つる亀かめ」より）






　目覚めのときは、ゆっくりと迫せまる。









　あとがき







　皆みなさま、いかがお過ごしでしょうか。

　河合ゆうみです。

　なんだか大変なことになっております。白火が、というよりは、「花華」が、ですね。

　なんとこのたび、コミック化していただけることになりました（２０１１年８月24日発売の月刊ＡＳＵＫＡ10月号で連れん載さいスタートです）！

　白火たちにとっても檜ひのき舞ぶ台たいです。是ぜ非ひとも、頑がん張ばってほしいです。

　さてさて、今回の内容はといえば、無事にエンドマークをつけられるのかこの人？　と作者自身危あやぶんでいた朱鬼。いやあ、暴れてくれました。ここまでやってくれればいっそ清すが々すがしいです。

　初登場となった自じ称しよう＆他称・美少年の帝みかど、氷見も、おいしいところをかっ攫さらっていき、ヒロイン・白火は、蒼馬とふたりで地道に頑張りました。原げん稿こうを書きながら私も、白火と一いつ緒しよになって息切れしたりしてました。

　そして実は１巻から、表紙のカラーに白火と同じく、毎回登場しているゲストキャラがいます。

　そう、般はん若にやの面です。

　般若の面をカラーで描えがく機会はあまりないと思うのですが、この面が毎回すごく効果的に使われていて、本当に緻ち密みつでストーリー性豊かな表紙にしてくださいます。

　イラストのサカノ景子先生、どうもありがとうございます！　白火を始め、今回も全員楽しみにしております！

　サカノ先生のイラストは毎回、一いつ瞬しゆんで引きこまれてしまいます。

　今回の表紙はなんといっても、白火と氷見の手首が赤い紐ひもで繫つながれているところがポイントではないかと。すごい因いん縁ねんを感じるというか、ドラマティックというか……赤い糸で小指同士が結ばれていたら、あっというまにお話の内容が変わってしまいますが（笑）。

　そろそろ結びと参りましょう。

　今回もお世話になりました、編集ももんがさま。人より生きるペースが遅おそいのか、急いで書いても遅い私をいつもご指導くださり、ありがとうございます！　今後とも、お見捨てなきよう。

　お手紙をくださった皆さまも、どうもありがとうございました！　しっかりじっくり読ませていただいております。遅くなりますが必ずお返事をお送り致しますので、気長にお待ちいただけると嬉うれしいです。

　末まつ尾びになりますが、この本に関かかわってくださっているすべての皆さまに、御お礼れい申し上げます。







　皆さまに、またお会いできますように。


河合　ゆうみ　　




















本作は能を題材にしたフィクションです。内容には一部、著者の創作が含まれておりますことをご了承ください。

















カバー・本文イラスト／サカノ景子

デザイン／西村弘美











花はなは桜さくらよりも華はなのごとく




第だい四よん幕まく・疾しつ風ぷう神じん雷らい








河合かわいゆうみ
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